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2001

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
22PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●176㎏/181
㎏(装備)●110/90-13・130/70-12●55万9000円/60
万9000円

フォルツァと、アイドル・ストップシステムやABS
を採用したフォルツァSのそれぞれに、積載性をア
ップさせるトップボックスを標準装備したT/STが
追加。

ホンダ フォルツァ Ｔ／ＳＴ
2001年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.8㎏-m/9000rpm●197㎏(乾
燥)●120/60ZR17・160/60ZR17●69万4000円

スペック自体に変更はないが、排ガス規制への対応
でパワーが若干低下。これに合わせて減速比を変更
するなどして対応している。

カワサキ ZZR400
2001年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
20PS/7500rpm●2.1㎏-m/6000rpm●127㎏（乾
燥）●100/90-19・130/80-18●39万4000円

エンジンや車体は基本的にグラストラッカーと共通
だが、ホイールを前19・後18インチと大径化して走破
性を高めるとともに、車体をより大柄なイメージに
見せている。

スズキ グラストラッカービッグボーイ
2001年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●582㏄●
49PS/7000rpm●5.4㎏ -m/5500rpm●215(乾燥
)236㎏(装備)●120/80-14・150/70-13●74万9000円

国産スクーター初のPGM-FI付き360度クランク水
冷DOHCツインを搭載。φ41㎜正立フォークに5段
階イニシャル調整リアサスなど、足まわりも充実。

ホンダ シルバーウイング
2001年4月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.6㎏-m/9500rpm●176(乾燥
)198㎏(装備)●110/70ZR17・150/70ZR17●60万
9000円

樹脂製ピストン採用のキャブレターや軽量リアホイ
ールの採用、さらに前後ともにラジアルタイヤを装
備するマイナーチェンジを受け、走行性能をアップ。

ヤマハ XJR400R
2001年4月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
19PS/7000rpm●2.1㎏-m/6000rpm●126㎏(装備
)●120/90-18・120/90-18●34万9000円（スタンダー
ド）/35万9000円（トリコロール）

FTRにもカラーオーダープランが登場。70タイプ（通
常色含む）の中から、自分に合った色の組み合わせを
選択し注文できる。

ホンダ FTR ［カラーオーダープラン］
2001年6月

●水冷４ストOHC２バルブ単気筒●49㏄●
4.9PS/8000rpm●0.46㎏-m/7000rpm●79(乾燥
)84㎏(装備)●120/90-10・130/90-10●18万9000円

アルミモジュールフレームにスチールフレームを組
み合わせ、クリーンな水冷４ストエンジンを搭載。シ
ート下をフリースペースとしたユニークなモデル。

ホンダ ズーマー
2001年6月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1250㏄●
100PS/8000rpm●10.0㎏-m/6500rpm●222㎏(
乾燥)●120/60ZR17・180/55ZR17●94万円/95万
円（ブルー）

ホワイトカラーを追加ラインアップ。この車体色の
モデルのみ、ブラックに塗られたエンジンとゴール
ドホイールを採用しているのも特徴。

ヤマハ XJR1300
2001年7月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●1470㏄●
64PS/5300rpm●11.0㎏-m/3000rpm●289(乾燥
)315㎏(装備)●130/70HR17・170/60HR17●122万円

北米で「猛獣」を意味する英単語「ミーンストリーク」
をその名に冠したクルーザー。強力なブレーキやラ
ジアルタイヤ装着で走りはスポーティ。

カワサキ バルカン1500ミーンストリーク
2001年9月

●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●1794㏄●
102PS/5000rpm●16.2㎏-m/3000rpm●320(乾燥
)343㎏(装備)●130/70HR18・180/70HR16●160万円

PGM-FIを採用する力強い1800㏄水冷Vツインを、
大柄な車体へ搭載。生産はホンダ・アメリカが担当し
ているが、この年から国内向けにも販売が開始。

ホンダ VTX
2001年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●499㏄●38PS/7000pm●4.5㎏-m/5500rpm●198(乾燥
)218㎏(装備)●120/70S14・150/70S14●74万円

ビッグスクーター人気の中、一般的なスクーターでは味わえないスポーティな走りを実現す
るために、フレームからエンジン、駆動系にまで独自のメカニズムを採用して誕生。デビュー
直後から、スポーツバイクに引けを取らない優れた走りを味わえることが注目された。

ヤマハ TMAX
2001年8月

●水冷4ストOHC2バルブ水平対向6気筒●1832㏄●116PS/5500rpm●17.0㎏-m/4000rpm●
386(乾燥)415㎏(装備)●130/70HR18・180/60HR16●300万円

ゴージャスなラグジュアリーツアラーのゴールドウイングが13年ぶりに全てを一新してフル
モデルチェンジ。フラット6エンジンは1800㏄まで排気量拡大、軽量で剛性も高い新設計のア
ルミフレームも採用。

ホンダ ゴールドウイング
2001年8月
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2001-2002

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●954㏄●
150.9PS/11250rpm●10.7㎏-m/9500rpm●168
㎏(乾燥)●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

初代のCBR900RRファイヤーブレードから数えて
五代目のモデルで、車名の通りに排気量は954㏄まで
スケールアップ。車体関係も一新して走りに磨きを
掛けた。

ホンダ CBR954RR
2002年

●水冷4ストDOHC5バルブ並列2気筒●897㏄●
86.2PS/7500rpm●9.06㎏-m/6000rpm●190㎏(
乾燥)●120/70ZR18・160/60ZR17●輸出車

ヨーロッパで支持されるオールラウンドモデルの3
代目。路面を選ばない軽快な走りと、長い航続距離、
優れた快適性は健在。

ヤマハ TDM900/A
2002年

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●908㏄●
108PS/9500rpm●8.5㎏-m/8500rpm●234㎏(乾
燥)●120/70ZR17・150/70ZR18●輸出車

ブラックと、ライムグリーンの2色のラインアップに。
型式はA15となっている。

カワサキ GPZ900R
2002年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●899㏄●
144PS/11000rpm●10.0㎏-m/9200rpm●186㎏(
乾燥)●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

エンジンはクランクマス増量やCVKDφ40㎜キャ
ブの採用など、細部まで煮詰めらている。排ガス対策
も施され、車重は3㎏増となっている。

カワサキ Ninja ZX-9R
2002年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●638㏄●50
PS/7000rpm●6.1㎏-m/5000rpm●238㎏（乾燥）
●120/70R15・160/60R14●85万9000円

国産スクーターでは最大排気量を誇るエンジンで、
快適装備を満載した巨体を軽々と走らせるツアラ
ー的ビッグスクーター。クラス初の電子制御CVT
ミッションは、有段式のマニュアル変速操作も可能。

スズキ スカイウェイブ650
2002年6月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
20PS/7500rpm●2.0㎏-m/6000rpm●142㎏(乾燥
)●90/90-18・100/90-17●46万円

2002モデルでは01モデルのグラフィックをベースに、
鮮やかな黒×赤とモノトーン調のブロンズ×グレー
のカラーリングを採用した。

カワサキ エストレヤRS
2002年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●53PS/11000rpm●3.9㎏-m/9500rpm●169(乾
燥)189㎏(装備)●120/60ZR17・160/60ZR17●62万9000円

この年のマイナーチェンジでは、ハイパーVTECスペックⅡのバルブ切り替えタイミングを
変更することで、中速域でのパワー特性の向上を図ったのが最大のポイント。フォークにカバ
ーが追加され、ボトムケースも変更、サスセッティングも見直された。盗難対策に有効なH・I・
S・Sが400㏄クラスで初採用されたのもこのモデル。

ホンダ CB400スーパーフォア
2002年1月

●水冷4ストDOHC5バルブ並列4気筒●998㏄●152PS/10500rpm●10.7㎏-m/8500rpm●174
㎏(乾燥)●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

98年の初代から数えて三代目となる02年型。エンジンへの燃料供給をキャブレターからサク
ションバルブ付きフューエルインジェクションに変更、さらに2軸式EXUPも採用しエンジ
ンはさらに強力に。フレームの剛性バランス改善、フロントフォークの大径化、スイングアー
ムの変更など、車体も大きく進歩した。

ヤマハ YZF-R1
2002年

●空冷OHC2バルブV型2気筒●1063㏄●65PS/5500rpm●9.0㎏-m/4500rpm●229.5㎏(乾燥)
●120/70ZR17・170/60ZR17●輸出車

ドラッグスター1100系の空冷Vツインエンジンを吸排気系の見直しでパワーアップしたもの
を、スチール製のツインチューブバックボーンフレームへ搭載したネイキッドスポーツ。生産
はイタリアのベルガルダ・ヤマハが担当しているだけに、イタリアンデザインが光る美しいス
タイルも魅力。

ヤマハ BT1100ブルドッグ
2002年

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●80PS/9500rpm●7.0㎏-m/7500rpm●215(乾
燥)243㎏(装備)●120/70ZR17・180/55ZR17●105万円

V4エンジンを搭載するスポーツ・ツアラーであるVFRがフルモデルチェンジ。VTECとイ
ンジェクションを組み合わせたV4エンジンに、アップマフラーやプロアームをはじめとした
最新テクノロジーを満載。

ホンダ VFR
2002年1月
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2002

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
12PS/9000rpm●1.0㎏-m/8000rpm●132㎏(乾燥
)●90/90-17・130/90-15●32万9000円

カラーリングに新色のメタリックコメットブラック
とメタリックオーロラブルーの2色を採用。ロー＆
ロングの存在感あるデザインをさらに引き立てた。

カワサキ エリミネーター
2002年2月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●399㏄●
33PS/8500rpm●3.3㎏-m/4500rpm●234㎏(乾燥
)●130/90H16・140/90H16●66万4000円

クラスを感じさせない堂々たるスタイリング。シッ
クなキャンディカーディナルレッドを車体色にフィ
ーチャー。

カワサキ バルカンクラシック
2002年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
19PS/7000rpm●2.1㎏-m/6000rpm●126㎏(装備
)●120/90-18・120/90-18●32万9000円（スタンダー
ド）/35万9000円（カラーオーダープラン）

盗難抑止システムとして別売のアラームキットが装
備できるプレワイヤリングが追加装備された。

ホンダ FTR
2002年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
19PS/7000rpm●2.1㎏-m/6000rpm●126㎏(装備
)●120/90-18・120/90-18●35万9000円

FTR223Dは、1986年に発売されていたFTR250風
のトリコロールカラーを採用したことに加えて、赤
白のツートンシートの採用、前後アルミリムにクリ
アアルマイトを施し、ダートでの走行性能も高めた
モデル。

ホンダ FTR223D
2002年2月

●水冷 4 ス ト DOHC4 単 気 筒● 249 ㏄ ●
29PS/9000rpm●2.5㎏-m/7000rpm●119㎏(乾燥
)●110/70H17・130/70H17●47万9000円

2002年モデルではシートとホイールも黒で統一した
エボニーと、シートとホイールをブルーとしたポー
ラホワイトの2色をラインアップ。

カワサキ D-トラッカー
2002年2月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●1470㏄●
63PS/4700rpm●11.5㎏-m/2500rpm●335㎏(乾
燥)●150/80H16・150/80H16●139万円

大型ウインドシールドやサイドバッグを採用するバ
ルカン1500のバリエーションモデル。黒と赤のツー
トンカラーを車体色に採用。

カワサキ バルカン1500クラシックツアラー Fi
2002年3月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●1470㏄●
63PS/4700rpm●11.5㎏-m/2500rpm●299㎏(乾
燥)●130/90H16・150/80HB16●115万円

KLEENを搭載したVツインやフランジレスタンク
などの装備はそのままに、車体色を深みのあるグリ
ーンとグレーのツートーンカラーに。

カワサキ バルカン1500クラシック Fi
2002年3月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1250㏄●
100PS/8000rpm●10.0㎏-m/6500rpm●222㎏(
乾燥)●120/70ZR17・180/55ZR17●95万円

ディープパープリッシュブルーメタリックCとブル
ーイッシュシルバー4の2色を世界統一カラーとし
てラインアップ。シルバー3も継続販売された。

ヤマハ XJR1300
2002年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●199㏄●16PS/8000rpm●1.5㎏-m/7000rpm●118㎏(乾燥)
●130/80-18・180/80-14●32万9000円

ファットなタイヤが特徴の個性的なスタイルで、70年代に大人気モデルとなったレジャ
ーバイク・バンバンシリーズ。その独特のデザインテイストを現代に復活させたストリー
ト系トラッカーモデルがバンバン200。

スズキ バンバン200
2002年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●99㏄●7.0PS/8000rpm●0.71㎏-m/6500rpm●82(乾燥)87㎏
(装備)●120/80-12・120/80-12●24万9000円（スタンダード）/26万4000円（カラーオーダープラン）

50㏄だったエイプに、パワフルなXR100系の99㏄空冷シングルエンジンを搭載、軽快な走り
で4ミニブームの大きなきっかけとなった。エンジン以外にも、ロングシートとタンデムステ
ップが装備され、フレームやリアホイールも強化されていてタンデムが可能。カラーオーダー
プランも設定されていた。

ホンダ エイプ100
2002年2月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●23PS/7000rpm●2.5㎏-m/6000rpm●161(乾燥)185
㎏(装備)●110/90-13・130/70-13●57万円

当時カワサキと業務提携をしていたスズキからOEM供給されたスカイウェイブ250Sが、カ
ワサキ唯一のスクーターとしてエプシロン250という車名で販売されていた。メカニズムや装
備類は基本的にスカイウェイブのままだが、カラーリングはエプシロン独自のものだった。

カワサキ エプシロン250
2002年3月
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●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
22PS/7500rpm●2.3㎏-m/6000rpm●171㎏(装備
)●110/90-12・130/70-12●59万9000円

専用色としてレッドとブラックを採用。メッキ仕上
げのヘッドライトエクステンション、レッド文字盤
メーターなど、専用装備が与えられた期間受注生産
モデル。

ヤマハ マジェスティC リミテッドエディション
2003年5月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
10.4PS/8500rpm●0.94㎏-m/7500rpm●110(乾
燥)119㎏ (装備)●110/70-12・120/70-12●30万
9000円

新開発の4バルブ＆メッキシリンダー採用の125㏄エ
ンジンを、安定性の高い12インチホイールを履くボ
ディに搭載。スポーティなスタイルで実用性も高い。

ヤマハ シグナスX
2003年5月

●空冷2スト・クランクケースリードバルブ単気筒●101
㏄●10PS/7000rpm●1.1㎏-m/6000rpm●95㎏(
装備)●110/70-12・120/70-12●21万5000円

2ストローク・ケースリードバルブシングルエンジン
などの基本構成をそのままに、エアシュラウドの二
重構造化や排ガス浄化装置の仕様変更により騒音を
低減。外装関係ではフロントグリルのデザインを変
更し、新色も採用。

ヤマハ グランドアクシス100
2003年5月

●交流同期電動機●0.58kW●45㎏●60/100-12・
60/100-12●24万円

電動スクーター・パッソルが、地域限定発売から全国
発売へ移行。先行販売版から一部仕様変更も受け、
価格はアップした。

ヤマハ パッソル
2003年5月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
20PS/7500rpm●2.0㎏-m/6000rpm●142㎏(乾燥
)●90/90-18・110/90-17●47万円

燃料タンクをはじめ、サイドカバーやヘッドライト
ボディなど各部にクロームメッキパーツを多用した
特別仕様。

カワサキ エストレヤRS クロームバージョン
2003年6月

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●675㏄●
50PS/7000rpm●5.7㎏-m/5500rpm●195㎏(乾燥
)●100/90H19・130/80H18●71万6000円

フューエルタンクとサイドカバーにクローム×ブラ
ックのコンビネーショングラフィックを採用。各所
にクロームパーツを多用した特別仕様車。

カワサキ W650 クロームバージョン
2003年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
100PS/7000rpm●11.9㎏-m/5500rpm●254㎏(装
備)●120/70ZR17・180/55ZR17●98万円～99万円

2003年2月に初のモデルチェンジが行なわれた
CB1300SF。8月にはパールヘロンブルー×フォー
スシルバーメタリックの新色が追加された。

ホンダ CB1300スーパーフォア
2003年8月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●385㏄●
32PS/7500rpm●3.3㎏-m/6000rpm●181㎏（乾
燥）●110/90-13・130/70-13●61万9000円

パワフルな走りが特徴のスカイウェイブ。そのスポ
ーティイメージを強調するタイプSが、02年秋の250
に続いて400にも追加された。

スズキ スカイウェイブ400タイプS
2003年8月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
22PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●172㎏(装備
)●110/90-13・130/70-12●58万9000円

ピュアブラックを基調に、マルチグラデーションス
トライプで個性を強調。足まわり、エンジンまわりは
ブラック塗装仕上げ。1000台の限定販売。

ホンダ フォルツァ・TYPE X スペシャル
2003年8月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●244㏄●
19PS/7500rpm●2.1㎏-m/5000rpm●170㎏(装備
)●110/100-12・120/90-10●51万9000円

マットアクシスグレーメタリックの車体色をベース
に、インナーカバーをホワイト、シートをブラックと
ホワイトのツートーンとした。500台限定モデル。

ホンダ フュージョン・TYPE X スペシャル
2003年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●69PS/11500rpm●5.2㎏-m/7500rpm●171(乾
燥)199㎏(装備)●120/70ZR17・180/55ZR17●89万円

センターアップマフラーやユニットプロリンクなど、車体からエンジンまでRC211Vの技術
も注入して開発された、ミドルスーパースポーツ。国内仕様は日本の規制に合わせて最高出力
は69PSとされているが、スポーティな乗り味は損なわれていない。

ホンダ CBR600RR
2003年7月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●995㏄●94PS/8500rpm●9.2㎏-m/7000rpm●186/189
㎏(乾燥)●120/70ZR17・180/55ZR17●90万円/95万円

TL1000系から発展したセミカムギアトレーン機構を採用した強力な水冷Vツインエンジン
を、アルミ製トラスフレームに搭載したビッグVツインスポーツ。エッジの効いたデザインの
ハーフカウルを備えるSV1000Sと、ネイキッドバージョンのSV1000の2タイプがラインア
ップされていた。

スズキ SV1000/S
2003年8月/3月
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●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●647㏄●
53PS/7500rpm●5.6㎏-m/5500rpm●191㎏(乾燥)
●90/90-21・120/90-17●輸出車

スティード系をベースとした水冷52度Ｖツインを搭
載。楽しめる中堅アルプスローダーとして、欧州では
根強い人気を保っている。

ホンダ XL650Vトランザルプ
2004年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●600㏄●
98PS/12000rpm●6.4㎏-m/10000rpm●180㎏(
乾燥)●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

特徴的なヘッドライトを持つノンカウルのFZ6-N
はオールラウンダー。通勤からスポーツツーリング
までをこなす。

ヤマハ FZ6-N
2004年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●600㏄●
98PS/12000rpm●6.4㎏-m/10000rpm●187㎏（乾
燥）●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

YZF-R6直系の水冷4気筒エンジンを搭載するスト
リートスポーツ。2005年モデルはカラーリングを変
更。

ヤマハ FZ6-Sフェーザー
2004年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599.4㏄●
120PS/13000rpm●7.1㎏-m/10800rpm●161㎏
（乾燥）●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

750とともにこの年フルモデルチェンジ。激化する
600㏄クラスのレースに対応して、ニューエンジンと
倒立フロントフォークなどで戦闘力を向上。

スズキ GSX-R600
2004年

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
19PS/7000rpm●2.1㎏-m/6000rpm●126㎏●
120/90-18・120/90-18●33万9000円～35万9000円

従来の車体色であるキャンディタヒチアンブルー、ブ
ーンシルバーメタリック、トリコロールに加え、新色
キャンディブレイズオレンジを採用。

ホンダ FTR
2004年1月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●248㏄●
23PS/8000rpm●2.2㎏-m/6000rpm●159㎏●
80/100-18・130/90-15●49万9000円

重厚感とクルーザーイメージを強調したブラックと、
淡い色を織込み暖かさを表現したパールホワイトの
新色2色へカラーリング変更。

ヤマハ ドラッグスター250
2004年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●
80PS/9500rpm●7.0㎏-m/7500rpm●243㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●105万円

新色のデジタルシルバーメタリックを採用。ホイー
ルカラーと車体ロゴも変更。また、キースイッチにハ
ザード専用ポジションを追加し使い勝手も向上させ
た。

ホンダ VFR
2004年1月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
20PS/8000rpm●1.9㎏-m/7000rpm●122㎏●
2.75-21・120/80-18●38万9000円

人気だったブラックは、グラフィックを進化させ、さ
らに洗練させたイメージに。爽快な大自然をイメー
ジしたブルーメタリックはそのまま継続販売。

ヤマハ セロー225W
2004年1月

●水冷4ストDOCH5バルブ並列4気筒●998㏄●172PS/12500rpm●10.6㎏-m/10500rpm●172
㎏(乾燥)●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

剛性をアップしたデルタボックスVフレームを新設計。エンジンも新ユニットで最高出力が
172PSにアップし、ブレーキにはラジアルマウントキャリパーを採用。

ヤマハ YZF-R1
2004年

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●20PS/7500rpm●2.2㎏-m/6000rpm●127/129㎏（乾
燥）●90/90-118・110/90-18●36万6450円/39万7950円

空冷2バルブシングルエンジンを、オーソドックスな車体に搭載するベーシック250㏄スポー
ツ。タイプEは各部にメッキパーツが装着されている仕様。

スズキ ST250/Eタイプ
2004年1月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●747㏄●75PS/8500rpm●6.5㎏-m/7500rpm●235㎏●
120/70R17・150/70R17●72万9000円

04年モデルでTPS付きキャブとリザーバータンク付きリアサスを採用。HISSを標準装備す
るなど細部の熟成が図られた。カラーリングはCB750Fを想わせるものになっている。

ホンダ CB750
2004年1月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
94PS/10000rpm●8.6㎏-m/6000rpm●210㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●121万8000円

4月に発売されたばかりのCBR1000RRが初のマイ
ナーチェンジ。タンクカバーにオーバーコートクリ
ア処理を施し、ハザードランプも標準装備している。

ホンダ CBR1000RR
2004年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
94PS/10000rpm●8.6㎏-m/6000rpm●210㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●131万2500円

MotoGPのホンダ・ワークスであるレプソル・ホン
ダ・チームが走らせているRC211Vのレプリカカラ
ーを採用したスペシャルエディションで、700台限定
で発売された。

ホンダ CBR1000RR・スペシャルエディション
2004年10月

●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●745㏄●
44PS/5500rpm●6.3㎏-m/4500rpm●252㎏●
120/90-17・160/80-15●76万6500円

メッキ処理されたサイドスタンドや、リアホイール
ハブの表面をバフ仕上げとするなど、細部の質感を
向上。立体エンブレムをタンク上に装着。

ホンダ シャドウ＜750＞
2004年11月

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●
80PS/9500rpm●7.0㎏-m/7500rpm●243㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●110万2500円

変更はカラーチェンジのみで、ニューカラーとして
鮮明なイメージのウイニングレッドを追加。すでに
好評を得ていたデジタルシルバーメタリックと合わ
せた2色設定。

ホンダ VFR
2004年11月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●249㏄●
27PS/10000rpm●2.3㎏-m/7500rpm●184㎏●
120/80-17・150/80-15●57万7500円

“SPIRIT OF THE PHOENIX”の立体エンブレム
と新デザインのロゴを装着。強化ハンドルロック機
構や強化キーシリンダーなどを採用。新色のブラッ
クも追加。

ホンダ Vツインマグナ
2004年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1164㏄●
95PS/7500rpm●10.3㎏-m/3500rpm●224㎏（乾
燥）●120/70ZR17・180/55ZR17●102万3750円

新色を設定し、フレームの塗装は高級感のあるスト
イックブラックを採用。アルミハンドルが新たに装
着され、エンジンカバーやフォークアウターチュー
ブの色を変更。

カワサキ ZRX1200R
2004年12月

●空冷4ストDOHC2バルブ並列4気筒●1062㏄●
86PS/7500rpm●8.5㎏-m/7000rpm●245㎏（乾
燥）●120/70-18・160-70-17●90万1950円

車体色のラインアップはそのまま、新パターンのグ
ラフィックに変更、同時にフレーム塗色もストイッ
クブラックとされた。

カワサキ ゼファー1100
2004年12月

●空冷4ストDOHC2バルブ並列4気筒●738㏄●
68PS/9000rpm●5.5㎏-m/7500rpm●204㎏（乾
燥）●120/70-17・160/70-17●70万8750円

新たにカラーリングがストライプを追加したメタリ
ックマジェスティックレッドとエボニーの2色のラ
インアップとなった他は変更点なし。

カワサキ ゼファー750
2004年12月

●空冷4ストDOHC2バルブ並列4気筒●738㏄●
67PS/9000rpm●5.8㎏-m/7500rpm●209㎏（乾
燥）●120/70ZR17・160/60ZR17●70万8750円

高速走行時にライダーにかかる風圧を低減させるハ
ーフフェアリング装着の7Sは、前モデルから車体色
を含め変更なし。リサイクルマークが追加された。

カワサキ ZR-7S
2004年12月

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●675㏄●
50PS/7000rpm●5.7㎏-m/5500rpm●195㎏（乾
燥）●100/90-19・130/80-18●72万300円

新色のメタリックオーシャンブルーとギャラクシー
シルバーTYPE2が登場。シルバーはサイドカバー
も同色に。性能や諸元は変更なし。

カワサキ W650
2004年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●499㏄●38PS/7500rpm●4.6㎏-m/4500rpm●225㎏●
120/70R14・160/60R15●84万9450円

エンジンはFI化でトルクアップ。フロントフォーク強化、Fブレーキのダブルディスク化、リ
アホイール15インチ化、ラジアルタイヤ採用など、足まわりが大きく進化している。

ヤマハ TMAX
2004年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●53PS/11000rpm●3.8㎏-m/9500rpm●177㎏
（乾燥）●110/70-17・140/70-17●66万450円

80年代から続く伝統の車名・インパルス。99年を区切りに一旦はラインアップから外れていた
ものの、04年に復活。外装パーツ、さらにエンジンも排ガス対策を施されるなど、多くの相違
点がある。

スズキ GSX400 インパルス
2004年10月
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●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
22PS/7500rpm●2.3㎏-m/6000rpm●171㎏●
110/90-12・130/70-12●61万1100円

スモーククリア仕上げのマフラープロテクターとマ
フラーエンドキャップを新採用。カラーリングは従
来のブラックとホワイトが継続ラインアップ。

ヤマハ マジェスティ C
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●99㏄●
6.5PS/8000rpm●0.67㎏-m/6000rpm●82㎏（乾
燥）●120/80-12・120/80-12●29万円/25万2000円
※諸元は100

エンジン・車体は基本的にエイプがベースだが、前後
アルミホイール＆ディスクブレーキ、モタード風外
装などでイメージを一新している。

ホンダ XR100/50モタード
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
11.4PS/7500rpm●1.2㎏-m/6000rpm●85/87㎏
（乾燥）●90/90-10・100/90-10●20万8950円/22万
9950円

アドレスV100の後継。フロントウインカーにクリア
レンズを採用、サイドスタンド、インナーラックやリ
アキャリア、立体エンブレムを装着する上級版がG。

スズキ アドレスV125/G
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●1063㏄●
60PS/5750rpm●8.3㎏-m/2500rpm●291㎏●
130/90-16・170/80-15●95万5500円

新デザインメーターとクリアレンズウインカー、各
部のパーツのクロームメッキパーツ化で質感を高め
られた。カラーリングも新色のシルバーが追加。

ヤマハ ドラッグスター1100クラシック
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
5.0PS/8500rpm●0.44㎏-m/7000rpm●69㎏（乾
燥）●70/90-14・80/90-14●20万8950円

オートバイを操る楽しみを気軽に味わって欲しいと
開発された4ミニスポーツ。軽量で足つき性も良く、
初心者でも扱いやすい。

スズキ GS50
2005年2月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.6㎏-m/9500rpm●177㎏（乾
燥）●110/70ZR17・150/70ZR17●66万2550円

05年のカラーチェンジで、スポーティなディープパ
ープリッシュブルーメタリックCと、シンプルなブ
ラックXの全２色のラインアップとなった。

ヤマハ XJR400R
2005年2月

●空冷4ストOHCバルブ単気筒●399㏄●
27PS/7000rpm●3.0㎏-m/6500rpm●168㎏●
90/100-18・110/90-18●48万6150円

新色のレッドは、SR初のシルバー塗装フレームが特
徴。もう一つの新色・ブラックと継続されるホワイト
では、燃料タンクとリアカウルのピンストライプを
変更。

ヤマハ SR400
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●399㏄●
32PS/7500rpm●3.3㎏-m/6000rpm●225㎏●
100/90-19・170/80-15●69万5100円

カスタム感を強調する新色のオレンジを新設定、
“DragStar”ロゴも新デザインに。またホワイトで
は、タンクのフレアパターンが変更された。

ヤマハ ドラッグスター400
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●399㏄●
32PS/7500rpm●3.3㎏-m/6000rpm●240㎏●
130/90-16・170/80-15●73万5000円

新デザインメーター、クリアレンズウインカーを新
採用、加えてクロームメッキパーツも多用し質感ア
ップ。カラーリングも変更された。

ヤマハ ドラッグスター400 クラシック
2005年2月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●248㏄●
23PS/8000rpm●2.2㎏-m/6000rpm●159㎏●
80/100-18・130/90-15●52万6050円

新たにクリアレンズ使用ウインカーを採用。カラー
リングは従来モデルと同じく、重厚なクルーザーイ
メージのブラックとパールホワイトの2色。

ヤマハ ドラッグスター250
2005年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
100PS/7000rpm●11.9㎏-m/5500rpm●266㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●122万8500円

CB1300SFに、新設計のハーフカウルを装備するこ
とで、ツーリングなどでの高速走行時における快適
性をアップさせたモデルにABS仕様が登場。

ホンダ CB1300スーパーボルドール ABS
2005年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.9㎏-m/9500rpm●190㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●66万1500円～68万
2500円

フロントフォークに無段階調節が可能なプリロード
アジャスターを採用。シートクッションに高密度ウ
レタン素材採用で乗り心地を向上。

ホンダ CB400スーパーフォア
2005年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●53PS/11000rpm●3.9㎏-m/9500rpm●195㎏
●120/60ZR17・160/60ZR17●73万5000円/75万6000円（ツートーン）

CB1300SFをベースにしてCB1300SBが誕生したように、その弟分であるCB400SFをベ
ースにしたCB400SBもデビューした。1300SBと共通なイメージを持つハーフカウルを装
着することで、高速走行時の疲労軽減と走行安定性をSFよりも向上させている。

ホンダ CB400スーパーボルドール
2005年3月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/6000rpm●127㎏●
130/80-18・180/80-14●35万8050円

全て新色となった2006年モデルは、レッド、ブラック、
ホワイトというラインアップに。各色とも燃料タン
クにワンポイントアクセントが入るニューグラフィ
ックを採用。

ヤマハ TW225E
2006年3月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
10.4PS/8500rpm●0.94㎏-m/7500rpm●119㎏
●110/70-12・120/70-12●32万5500円

06年モデルはカラーリング変更のみで、新色として
鮮やかなブルーを設定。シックなホワイトと、メタル
感が魅力のガンメタは継続して設定されていた。

ヤマハ シグナス-X
2006年4月

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●675㏄●
50PS/7000rpm●5.7㎏-m/5500rpm●195㎏（乾
燥）●100/90-19・130/80-18●76万7550円

タンク、ヘッドライトステーなどをメッキパーツ、フ
ォークアウターチューブやリアショックスプリング
はシルバーバフ仕上げ、シート表皮は本革とした特
別仕様。

カワサキ W650 クロームバージョン
2006年4月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
10.4PS/8500rpm●0.94㎏-m/7500rpm●119㎏
●110/70-12・120/70-12●33万750円

カラーリング自体はブラックとレッドで前年型と同
じだが、フロントブレーキキャリパーをレッド塗装
仕上げにしてスポーティさを強調。

ヤマハ シグナス-X SR
2006年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.9㎏-m/9500rpm●190㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●66万1500円～68万
2500円

イグニッションコイルを大型化して低回転域での扱
いやすさを向上。前後のウインカーレンズにスモー
ククリアタイプが新たに採用された。

ホンダ CB400スーパーフォア
2006年4月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
20PS/7500rpm●2.0㎏-m/6000rpm●142㎏（乾
燥）●90/90-18・100/90-17●49万3500円

クロームメッキ×ブルーの燃料タンクをはじめ、全
面クロームメッキされたサイドカバーやヘッドライ
トボディ、黒×白のシートなど特別な装備が与えら
れたクロームバージョン。

カワサキ エストレヤRS クロームバージョン
2006年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.9㎏-m/9500rpm●195㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●73万5000円（単色）/75
万6000円（ツートーン）

2006年モデルでは低回転域での扱いやすさをアップ
するためイグニッションコイルを大型化。スモーク
クリアのウインカーレンズを前後に採用する。

ホンダ CB400スーパーボルドール
2006年4月

●空冷2スト・クランクケースリードバルブ単気筒●101
㏄●10PS/7000rpm●1.1㎏-m/6000rpm●95㎏●
110/70-12・120/70-12●18万7950円

鮮やかなブルーのボディー色を採用。クオリティ感
あふれるホワイト、落ち着いた雰囲気のガンメタは
継続販売。また価格が大きく引き下げられた。

ヤマハ グランドアクシス100
2006年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
32PS/7500rpm●3.5㎏-m/6000rpm●200㎏（乾
燥）●120/80-14・150/70-13●69万1950円

スモークショートスクリーン、メッキパイプハンド
ル、リアスポイラーなどを装着して軽快でスポーテ
ィなイメージとしたモデル。基本的なスペックは共
通だ。

スズキ スカイウェイブ400タイプS
2006年4月

●水冷4ストOHC2バルブ水平対向6気筒●1832㏄●
109PS/5500rpm●16.4㎏-m/4000rpm●425㎏●
130/70R18・180/60R16●325万5000円

グリップヒーターやシートヒーター、フットウォー
マーダクトでを装備。オーディオもグレードアップ
された。LAFセンサーなどの追加で平成19年排ガス
規制をクリア。

ホンダ ゴールドウイング
2006年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●193㎏（乾燥）
●120/80-14・150/70-13●62万8950円

4年ぶりにフルチェンジしたスカイウェイブ。大柄な車体とパワフルなエンジンで、ゆとりあ
る快適な走りを楽しめる。タイプSはショートスクリーンにメッキ処理されたハイプハンド
ルなど、スポーティなイメージでまとめたモデル。

スズキ スカイウェイブ250タイプS
2006年5月/4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●398㏄●53PS/11000rpm●3.8㎏-m/9000rpm●185㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●78万7500円※諸元は400

クラス初のアルミキャストフレームに、GSX-R600ベースのエンジンを搭載。輸出仕様の600
は97PSを発揮。2006-2007年グッドデザイン受賞車でもある。

スズキ GSR400/600
2006年5月/4月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.8㎏-m/9000rpm●197㎏（乾
燥）●120/60ZR17・160/60ZR17●72万8700円

新たにメタリックオーシャンブルーとメタリックマ
ジェスティックレッドを追加し、フロントカウル、フ
ューエルタンク、テールカウル、フロントフェンダー
のカラーも変更。

カワサキ ZZR400
2007年1月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
28PS/8000rpm●2.6㎏-m/7000rpm●133㎏●
3.00-21・4.60-18●54万6000円

燃料タンク左右のシュラウドに2007年型のモトクロ
ッサー・CRFシリーズで好評のストライプを採用し、
スポーツ志向を強調。

ホンダ XR250
2007年1月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
28PS/8000rpm●2.6㎏-m/7000rpm●134㎏●
110/70-17・130/70-17●55万6500円

XRロゴを採用、フロントバイザーおよびサイドカバ
ーをボディ同色とした。ハンドルパイプはマットア
クシスグレーにされ、タンクキャップもクロームメ
ッキが施された。

ホンダ XR250・モタード
2007年1月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●1063㏄●
60PS/5750rpm●8.3㎏-m/2500rpm●278㎏/291
㎏●110/90-18・170/80-15/130/90-16・170/80-15
●90万3000円/95万5500円

カラーリング変更、軽快感と上質感を感じさせるマ
ルーン、クラシックには重厚感あるツートンカラー
のブルーメタリックと、新色がそれぞれ追加された。

ヤマハ ドラッグスター1100/クラシック
2007年2月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●902㏄●
41PS/5500rpm●6.4㎏-m/3000rpm●249㎏（乾
燥）●80/90-21・180/70-15●84万円

キャストホイールが目を惹くチョッパースタイルが
特徴。エンジンは騒音規制への対応のため、輸出仕様
に対し、13PSダウンしている。

カワサキ バルカン900カスタム
2007年2月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●902㏄●
41PS/5500rpm●6.4㎏-m/3000rpm●253㎏（乾
燥）●130/90-16・180/70-15●84万円

バルカン900クラシックの国内仕様。ワイドハンドル
と鞍型シートによるゆったりとした乗り味が魅力。ベ
ルトドライブの採用で騒音も低く抑えている。

カワサキ バルカン900クラシック
2007年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●582㏄●
49PS/7000rpm●5.4㎏-m/5500rpm●245㎏/249
㎏●120/80-14・150/70-13●83万4750円 /88万
7250円（ABS）

新色をのピュアブラックとパールサンビームホワイ
ト設定。前・後ホイールはシルバーとなり、シートの
表皮はツートーンカラーに。ヘッドライトも改良、新
たに盗難抑止装置のH・I・S・Sも搭載。

ホンダ シルバーウイング＜600＞/ABS
2007年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●499㏄●
38PS/7500rpm●4.6㎏-m/4500rpm●225㎏●
120/70-14・160/60R15●85万500円

カラー変更のみ。新色として鮮やかでスポーティな
レッドとブルーが追加され、ストリート風のイメー
ジが好評だったブラックは前年型から継続して販売
された。

ヤマハ TMAX
2007年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●499㏄●
38PS/7500rpm●4.6㎏-m/4500rpm●225㎏●
120/70-14・160/60R15●87万1500円

2005年モデルで登場、黒と赤のコントラストが印象
的なスペシャルカラーと、各部の専用装備が特徴の
上級モデルのスペシャルも、2007年モデルとして引
き続いて販売。

ヤマハ TMAX SPECIAL
2007年2月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●399㏄●
32PS/7500rpm ● 3.3 ㎏ -m/6000rpm ● 225 ㎏
/240g ● 100/90-19・170/80-15/130/90-16・
170/80-15●69万5100円/73万5000円

ドラッグスターは全て新色のブラック×ブラウン、グ
リニッシュシルバー、ブラック。クラシックは継続の
ブラックに新色レッドとシルバーが加わった。

ヤマハ ドラッグスター400/クラシック
2007年2月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●399㏄●33PS/8000rpm●3.4㎏-m/6000rpm●244㎏（乾
燥）●130/90-16・170/80-15●72万3450円～73万3950円

同じスズキのアメリカンクルーザーでも斬新なイメージのブルバードとは一線を画す、クラ
シカルなイメージを持つイントルーダークラシック400。そのクラシカルなイメージはそのま
まに、キャストホイールを採用したモデルがこのキャストホイール仕様だ。

スズキ イントルーダークラシック キャストホイール仕様
2007年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●20PS/8000rpm●2.0㎏-m/6000rpm●146㎏（乾燥）●
90/90-18・110/90-17●51万8000円

空冷エンジンのままフューエルインジェクション化され、同時にカスタムとRSという2バリ
エーションを統合。ブレーキはフロントはディスクブレーキ、リアはドラムブレーキの組み合
わせとなり、メーターなども見直された。

カワサキ エストレヤ
2007年2月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/6000rpm●127㎏●
130/80-18・180/80-14●35万8050円

基本的に前年モデルをそのままに、カラーバリエー
ションをブラックとホワイトの2色設定に絞って引
き続き販売。この年のモデルが最終型となる。

ヤマハ TW225E
2007年2月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
22PS/7500rpm●2.4㎏-m/5500rpm●182㎏（乾
燥）●110/90-13・130/70-12●71万9250円

フォルツァZのABS仕様をベースに、カーボン調の
メーターやシートバック、ゴールドのキャリパーな
どを採用。カラーはブラック、シルバーの2色のみ。

ホンダ フォルツァZ ABS Sパッケージ
2007年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●102㏄●
7.1PS/7500rpm●0.8㎏-m/5000rpm●101㎏●
90/90-12・100/90-10●21万円

ブラック、コスミックシルバーメタリック、パールコ
ーンイエローに加え、新色・パールホワイトを採用。フ
ロントブレーキのキャリパーやリアキャリアをブラ
ック塗装とし、ロゴも一新。

ホンダ スペイシー100
2007年2月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
22PS/7500rpm●2.4㎏-m/5500rpm●176㎏（乾
燥）●110/90-13・130/70-12●66万1500円

Dモード、Sモード、オートシフトモード、そして7
速マニュアルの4つの変速モードを持つフォルツァ。
Sパッケージは外観によりスポーティなディテール
を盛り込んだモデル。

ホンダ フォルツァZ Sパッケージ
2007年2月

●空冷4ストOHC2バルブV型2気筒●248㏄●
23PS/8000rpm●2.2㎏-m/6000rpm●159㎏●
80/100-18・130/90-15●52万6050円/54万7050円
（バイオレットパープル）

ニューカラーはバイオレットパープル。シリーズ共
通イメージのブラックと、モダンで洗練されたイメ
ージなホワイトは継続。

ヤマハ ドラッグスター250
2007年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
19PS/7500rpm●1.9㎏-m/6000rpm●136㎏（乾
燥）●90/90-19・110/90-18●38万8000円

フューエルインジェクションを採用してモデルチェ
ンジ。また、ハンドル左右幅を30㎜短縮させ、乗りや
すさを向上させている。

カワサキ 250TR
2007年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●226/229
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●99万7500円/102
万9000円

国内市販のビッグネイキッドとして安定した人気を
博したバンディット1200がモデルチェンジ。ハーフ
カウルを装備するS、そしてカウルレスのネイキッ
ド版ともに油冷時代のものをベースとする車体に新
設計の水冷ユニットを採用。ABSも標準装備する。

スズキ バンディット1250 ABS/S ABS
2007年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1164㏄●
95PS/7500rpm●10.3㎏-m/3500rpm●223㎏（乾
燥）●120/70ZR17・180/55ZR17●102万3750円

性能やスペックはそのまま、新色として渋い光を放
つゴールドストライプを配したメタリックディアブ
ロブラックが追加された。

カワサキ ZRX1200R
2007年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
94PS/10000rpm●8.8㎏-m/6000rpm●206㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●133万3500円

ニッキー・ヘイデンの手でMotoGP2006年シリーズ
チャンピオンを獲得したレプソル・ホンダチームをイ
メージしたカラーリングを採用したスペシャルエデ
ィションを限定発売。

ホンダ CBR1000RR・スペシャルエディション
2007年3月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●747㏄●
75PS/8500rpm●6.5㎏-m/7500rpm●235㎏●
120/70R17・150/70ZR17●79万8000円

1982年にF･スペンサーのライディングにより、AMA
スーパーバイク・デイトナ100マイルレースを制した
マシンのチャンピオンカラーを再現し、限定で発売。

ホンダ CB750スペシャルエディション
2007年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●394㏄●
33PS/7250rpm●3.5㎏-m/6000rpm●219㎏●
120/80-14・150/70-13●68万2500円

バックレスト一体化によるフィット感に優れた新シ
ートの採用をはじめ、タンデムライダー用バックレ
ストの追加、リアサスへの調整機能追加などの改良
を受けた。

ヤマハ グランドマジェスティ400
2007年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11500rpm●3.8㎏-m/9000rpm●186㎏（乾
燥）●110/70R17・150/60R18●67万950円

ライムグリーンに加え、メタリックディアブロブラ
ックを追加。さらにビキニカウル、タンク、テールカ
ウル、フロントフェンダー、サイドカバー、ホイール
のカラーリングを変更した。

カワサキ ZRX
2007年3月

●空冷4ストOHC２バルブ単気筒●124㏄●11.4PS/7500rpm●1.2㎏-m/6000rpm●85㎏（88㎏）
（乾燥）●90/90-10・100/90-10●20万8950円（22万9950円）()内はG

軽量コンパクトで、街中での快速コミューターとして人気のアドレスV125が、マイナーチェ
ンジでメーターパネルにウインカーのインジケーターが装備され、トランク内にマットが付
いた。125Gには新たにキャンディソマノレッドカラーが追加された。

スズキ アドレスV125/G
2007年2月
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●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●397㏄●
30PS/7000rpm●3.4㎏-m/5500rpm●145㎏●
110/70-17・140/70R17●66万1500円

タンクシュラウドのステッカーデザインをフレアパ
ターンに変更、前後ホイールリムをゴールドアルマ
イト仕上げとし、フレームカラーをマットブラック
メタリックとした。

ホンダ XR400モタード
2007年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
5.0PS/8000rpm●0.46㎏-m/6500rpm●62/64㎏
（乾燥）●80/90-10・80/90-10●12万4950円/14万
5950円

レッツ4をベースにメッキハンドル、別体式スピード
メーター、燃料計などを装備したパレットがライン
アップに加わった。

スズキ レッツ4/パレット
2007年9月/2008年1月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●747㏄●
75PS/8500rpm●6.5㎏-m/7500rpm●235㎏●
120/70ZR17・150/70ZR17● 78万 7500円 /81万
9000円

偉大な名車「CBX」を彷彿させるボディカラー（デジ
タルシルバーメタリック、キャンディブレイジング
レッド）が限定販売された。この2008年型を最後に生
産終了となった。

ホンダ CB750/スペシャル
2007年10月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●397㏄●
29PS/7000rpm●3.2㎏-m/5500rpm●159㎏●
100/90-19・110/90-18●51万3450円（スタンダード）
/52万3950円（ツートーン）

スタンダードタイプはタンクにシンプルでありなが
らアクセントとなるシルバーストライプが入り、ツ
ートーンタイプは新パターンに変更された。

ホンダ CB400SS
2007年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●204㎏（乾
燥）●120/80-14・150/70-13●69万3000円

４つの変速パターンが選べる電子制御CVTを搭載
したタイプMに、500台限定としてマーブルエラキ
スレッドという鮮やかな赤色に塗られたモデルが登
場。

スズキ スカイウェイブ250タイプM リミテッド
2007年10月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
11PS/8500rpm●0.93㎏-m/7500rpm●122㎏●
110/70-12・120/70-12●32万5500円

基本コンセプトはそのまま、高い環境性能を実現す
るFI化されたエンジン、シャープさを増した新スタ
イリングなどで魅力的にモデルチェンジ。

ヤマハ シグナスX
2007年10月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.2PS/8500rpm●0.4㎏-m/6500rpm●84㎏●
90/90-10・90/90-10●14万4900円

この年のモデルチェンジでついにフューエルインジ
ェクション＆4スト化。車体も新設計されるなど、新
時代に向けスマートでクリーンな方向へ進化した。

ヤマハ ジョグ
2007年10月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.2PS/8250rpm●0.4㎏-m/6500rpm●98㎏/104
㎏●90/90-12・110/90-10●22万500円/23万1000円

初のフルモデルチェンジ。過酷な配達業務のための
機能的な車体に、FI仕様の水冷4ストエンジンを搭
載。ニュースギアは新聞配達向けモデル。

ヤマハ ギア/ニュース ギア
2007年10月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●397㏄●
29PS/7000rpm●3.2㎏-m/5500rpm●159㎏●
100/90-19・110/90-18●53万4450円

着座部はブラック、サイド部をブラウンとしたツー
トーンシートや、軟質の立体ウイングマークを燃料
タンクに、サイドカバーに専用マークも装着。

ホンダ CB400SS スペシャルエディション
2007年11月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
16PS/7000rpm●1.8㎏-m/5500rpm●128㎏●
120/90-18・120/90-18●40万9500円～43万500円

キャブセッティング変更とキャタライザーをエキゾ
ーストパイプ内とマフラー内に装備することで、排
出ガス規制に適合。カラーリングなども変更された。

ホンダ FTR
2007年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
31PS/10000rpm●2.4㎏-m/8000rpm●134㎏●
110/70R17・140/70R17●73万2900円

WR250Rをベースとした本格モタードスポーツ。ク
ラス初のアルミフレームや前後17インチのロードタ
イヤを装着し、31PSの高出力を絞り出す。

ヤマハ WR250X
2007年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●
69PS/11500rpm●5.2㎏-m/8500rpm●187㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●107万6250円/117万
6000円

MotoGP に 参 戦 し た「KONICAMINOLTA 
Honda」チームのレプリカカラーリングを施したス
ペシャルエディションが500台限定で登場。

ホンダ CBR600RR/スペシャルエディション
2007年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●31PS/10000rpm●2.4㎏-m/8000rpm●132㎏●
80/100-21・120/80-18●70万1400円

「オフロードのR1」を目指して開発されたモデル。専用設計のDOHC4バルブ水冷単気筒に、
国産市販オフロードモデル初のアルミフレームなどで高性能を実現。

ヤマハ WR250R
2007年11月
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●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●1783㏄●
125PS/6200rpm ● NA ● 347 ㎏● 130/70R18・
240/40R18●輸出車

ブルバードM109Rから、スタイルの大きな特徴であ
るビキニカウルを取り去り、異形ヘッドライトを残
して精悍なイメージでまとめたネイキッド・バージョ
ン。

スズキ ブルバードM109R2
2008年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1352㏄●
193PS/9500rpm●15.7㎏-m/7500rpm●220㎏（乾
燥）●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

フルブーストで200PSオーバーのメガスポーツに新
たにABS仕様が追加された。外観デザインに変更は
ないが、2008年型は最高出力が193PSにアップ。

カワサキ ZZR1400/ABS
2008年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●750㏄●
150PS/12200rpm ● NA ● 167kg（乾 燥）●
120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

2008年モデルは、FIのインジェクターの小型化によ
り、１シリンダーあたり２インジェクターを採用。ま
た３種類の出力特性を選択できるS-DMSも搭載さ
れた。

スズキ GSX-R750
2008年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1340㏄●
197PS/9500rpm●15.7㎏-m/7500rpm●260㎏●
805㎜●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

デビューから約8年目で初のフルモデルチェンジ。パ
ワー特性を3段階に切り替えるS-DMSなど新技術
も投入されたが、スタイリングやメカニズムの基本
コンセプトは不変。

スズキ ハヤブサ1300
2008年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●
127PS/13000rpm●6.7㎏-m/11000rpm●162㎏
（乾燥）●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

MotoGP で熟成された電子制御スロットル
「YCC-T」に加え、可変吸気管長機構「YCC-I」を新
採用。さらに扱いやすさを増している。

ヤマハ YZF-R6
2008年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●
125PS/13500rpm●6.9㎏-m/11200rpm●161㎏
（乾燥）●120/70ZR17●180/55ZR17●輸出車

繊細な燃料噴射と混合を可能にする燃料噴射機構を
採用。吸気ポートの形状も拡大し、さらなる高出力化
を果たしている。

スズキ GSX-R600
2008年

●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●745㏄●
44PS/5500rpm●6.3㎏-m/3500rpm●258㎏●
120/90-17・160/80-15●85万500円、88万2000円（ツ
ートーン）

エンジンをPGM-FI化。マフラーにキャタライザー
を内蔵するなどし、平成19年国内二輪車排ガス規制
に適合。ハンドル形状見直しなど、各部を大幅に改良。

ホンダ シャドウ＜750＞
2008年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●398㏄●
38PS/7500rpm●4.0㎏-m/6000rpm●245㎏/249㎏
●120/80-14・150/70-13●70万8750円/76万1250円

カラー変更によりヘッドライト上部やフロアー下部、
テールカウルをマットアクシスグレーに統一。シー
ト表皮は座面部とサイド部の風合いを換えたツート
ーンシートとなった。

ホンダ シルバーウイング＜400＞/ABS
2008年1月

●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●398㏄●
33PS/7500rpm●3.5㎏-m/6000rpm●248㎏●
120/90-17・170/80-15●75万6000円

車体色は、シックなグラファイトブラック。タンクと
フェンダーに、ゴールドとブラックのグラフィック
パターンを採用し、高級感と個性を一層際立たせた。

ホンダ シャドウ・スペシャルエディション＜400＞
2008年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1340㏄●183.5PS/9500rpm●14.8㎏-m/7200rpm●
235/239㎏（乾燥）●120/70ZR17・200/50ZR17●輸出車

2001年の東京モーターショーで注目されたB-KINGのコンセプトを具現化。超個性的なスタ
イルにハヤブサの直4を搭載したネイキッドモデルで、出力特性を切り替えるS-DMSも採
用している。

スズキ GSX1300BK B-KING/ABS
2008年

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●114㏄●9.0PS/7500rpm●0.95㎏-m/6250rpm●114㎏●
90/90-12・100/90-10●27万3000円

手軽なコミューターとして定番スクーターのリードがフルモデルチェンジで4スト化。パワ
フルで環境性能・経済性に優れる新エンジン、シート下の35L収納スペース、低シート高など、
高い実用性を誇る。

ホンダ リード
2008年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ直列4気筒●399㏄●
53PS/11000rpm●3.8㎏-m/9500rpm●177㎏●
110/70-17・140/70-17●66万450円

1982年に発売されたGSX400FSインパルスのカラ
ーを纏うスペシャルエディション。エンジンカバー
には懐かしいTSCCロゴも入る。この年でインパル
スは生産終了。

スズキ インパルス400スペシャルエディション
2008年1月
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●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●394㏄●
31PS/7250rpm●3.4㎏-m/6000rpm●220㎏●
120/80-14・150/70-13●71万4000円

ベージュのシート表皮を採用。排ガスをよりクリー
ンにするために三元触媒が装着され、平成19年国内
排出ガス規制に適合化させた。

ヤマハ グランドマジェスティ400
2008年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11500rpm●3.8㎏-m/9000rpm●186㎏（乾
燥）●110/70R17・150/60R18●69万2000円

追加カラーとしてキャンディライムグリーンが登場。
レーサーライクなグラフィックを採用し、またフォ
ークアウターチューブとスイングアームをシルバー
に、ホイールをブラックとした。

カワサキ ZRX
2008年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/11500rpm●3.8㎏-m/9000rpm●186㎏（乾
燥）●110/70R17・150/60R18●67万6000円

追加カラーモデルとしてパールクリスタルホワイト
が登場。タンクは上質さを感じさせるツートン塗装
とし、ホイールカラーがゴールドにグレードアップ。

カワサキ ZRX-Ⅱ
2008年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●248㏄●
22PS/7500rpm●2.2㎏-m/6000rpm●196㎏●
110/90-13・140/70-13●65万1000円

フルモデルチェンジで最初に登場したフォルツァZ
に続き、ホンダSマチックなどを省いてベーシック
な無段変速を採用して価格を抑えたスタンダードモ
デルのフォルツァXが登場。

ホンダ フォルツァ X
2008年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●248㏄●
22PS/7500rpm●2.2k-gm/6000rpm●199㎏●
110/90-13・140/70-13●71万9250円

フォルツァXをベースに、ビルトインタイプで高指
向性スピーカーシステムや車速連動のオートボリュ
ームも備える、エクスクルーシブ・オーディオシステ
ムを標準搭載。

ホンダ フォルツァ X・オーディオパッケージ
2008年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●248㏄●
22PS/7500rpm●2.2㎏-m/6000rpm●207㎏●
110/90-13・140/70-13●82万4250円

ABS仕様でも、オーディオパッケージは設定されて
いる。二輪車のオーディオとして最適な機能を備え
たフォルツァ専用のオーディオシステムを搭載。

ホンダ フォルツァ Z ABS・オーディオパッケージ
2008年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●248㏄●
22PS/7500rpm●2.2㎏-m/6000rpm●204㎏●
110/90-13・140/70-13●76万1250円

エクスクルーシブ・オーディオシステムを装着したモ
デル。オートボリュームコントロールで、100㎞/hで
もライダーに聞こえる音量と音質を自動調整。

ホンダ フォルツァ Z・オーディオパッケージ
2008年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
19PS/6500rpm●2.2㎏-m/5500rpm●188㎏●
110/90-13・140/70-12●70万2450円

新色のシルバーを追加設定。ディープレッドのシー
トとの組み合わせで、ラグジュアリー感とスポーテ
ィ感を演出。

ヤマハ マジェスティ
2008年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●197㎏（乾
燥）●120/80-14・150/70-13●70万3500円

電子制御CVTの走行パターンが5つに増え、より走
りの自由度が上がった。ブレーキとスロットル操作
によりシフトダウンできるスロットルシフトを初採
用。

スズキ スカイウェイブ250タイプM
2008年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●223㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/5500rpm●125㎏●
110/70-17・130/70-17●50万8200円

トータルバランスの良さでオフロードで優れた走破
性を発揮するXR230をベースに、前後ホイールを17
インチに換装したモタード仕様。

ホンダ XR230モタード
2008年3月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.2PS/8250rpm●0.4㎏-m/6500rpm●101㎏●
90/90-12・110/90-10●24万1500円

中央のスタンドで車体を支えると同時に後輪をロッ
クする機構を装備。重い荷物を載せたまま安定した
駐輪が可能となる。

ヤマハ ギア パーキングスタンド
2008年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.4㎏-m/7000rpm●68/69㎏
●80/90-10・80/90-10●13万5450円/14万5950円

メーター下部に小物入れポケットを採用。高い実用
性と愛らしいスタイルで女性ユーザーを意識したフ
ァッショナブルスクーター。

スズキ レッツ5/G
2008年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
101PS/7000rpm●11.6㎏-m/5500rpm●264㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●121万8000円

トリコロールを用いた特別なカラーリングを期間限
定で発売。燃料タンクやリアカウルにレッドを、その
下にブルーのストライプを施した。

ホンダ CB1300SF＜ABS＞スペシャルエディション
2008年4月

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●675㏄●
50PS/7000rpm●5.7㎏-m/5500rpm●195㎏（乾
燥）●100/90-19・130/80-18●75万2000円

ヘッドライトステーなどをクロームメッキにし、フ
ォークアウターチューブやリアショックスプリング
をシルバーバフ仕上げにした特別仕様車。

カワサキ W650 クロームバージョン
2008年4月
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●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●248㏄●
22PS/7500rpm●2.2㎏-m/6000rpm●201㎏●
110/90-13・140/70-13●70万8750円

2007年東京モーターショーに参考出品されたドレス
アップモデルを彷彿とさせる赤×黒のシートが映え
るマットファームシルバーメタリックの車体色が特
徴。

ホンダ フォルツァ Z・スペシャルエディション＜スタイル S＞
2008年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●499㏄●
38PS/7000rpm●4.5㎏-m/5500rpm●222㎏●
120/70R15・160/60R15●94万5000円

前後タイヤを15インチ化し、ラジアルタイヤを採用
したTMAXの二代目。アルミフレームの採用やエン
ジンのリセッティングなどでパフォーマンスを大幅
に向上させている。

ヤマハ TMAX
2008年7月

●油冷4ストDOHC4バルブ直列4気筒●1401㏄●
100PS/6500rpm●12.8㎏-m/5000rpm●226㎏●
120/70-17・190/50-17●104万7900円

往年のスズキグランプリレーサーを彷彿させるグラ
フィックを施されて登場したのが、このスペシャル
エディション。油冷エンジンはこれで長い歴史の幕
を一度閉じた。

スズキ GSX1400 スペシャルエディション
2008年8月

●油冷4ストDOHC4バルブ直列4気筒●1401㏄●
100PS/6500rpm●12.8㎏-m/5000rpm●226㎏●
120/70-17・190/50-17●104万7900円

迫力と乗りやすさを兼ね備えた次世代油冷ビッグネ
イキッドはこの2008年モデルで生産は終了。カラー
は白×青のツートン、ブラックの2色の設定だった。

スズキ GSX1400
2008年8月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
19PS/7500rpm●2.1㎏-m/5500rpm●132㎏●
90/90-18・110/90-18●45万450円

クロームメッキマフラーやヘッドライトカバー、燃
料タンクグラフィックなど、上級な雰囲気を持った
Eタイプ。同年2月にフューエルインジェクション化
されて、8月に黒／灰の限定色を発売。

スズキ ST250 Eタイプ
2008年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
118PS/9500rpm●9.7㎏-m/8250rpm●201㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●142万円

2008年7月にフルモデルチェンジしたCBR1000RR
に、ホンダのスポーツマインドを象徴するトリコロ
ールカラーのモデルが追加された。

ホンダ CBR1000RR トリコロール
2008年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
19PS/7500rpm●2.1㎏-m/5500rpm●136㎏●
3.00-18・120/80-17●41万8950円

フューエルインジェクション化されて生まれ変わっ
た。燃料タンクの形状変更により容量を2L拡大して
登場。シートクッションの厚みや燃料警告灯を装備
など細部も変更された。

スズキ グラストラッカー
2008年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
19PS/7500rpm●2.1㎏-m/5500rpm●139㎏●
100/90-19・130/80-18●45万450円

グラストラッカーをベースに前後タイヤのインチア
ップや幅広ハンドルなどを装着したビッグボーイが
FI仕様で登場。始動はセルのみで、燃料タンク容量が
2L拡大した。

スズキ グラストラッカービッグボーイ
2008年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●118PS/9500rpm●9.7㎏-m/8250rpm●201㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●139万円（スタンダードカラー）/142万円(トリコロール)

スタイルも一新され、フルモデルチェンジされたホンダ製スーパースポーツのフラッグシッ
プモデルCBR1000RR。国内仕様ではついに100PSオーバーとなる最高出力118PSで登場
した。スタンダードカラーは7月に、トリコロールは9月に発売。

ホンダ CBR1000RR
2008年7月/9月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●398㏄●40PS/7500rpm●4.0㎏-m/6500rpm●141㎏●
80/100-21・120/90-18●69万900円

競技専用車のDR-Z400を兄弟に持つ公道仕様のデュアルパーパスモデル。これが最後の
カラーチェンジとなり同年11月に惜しまれながら生産は終了。

スズキ DR-Z400S
2008年8月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●399㏄●27PS/7000rpm●3.0㎏-m/6500rpm●152㎏●
90/100-18・110/90-18●60万9000円

手作業によるサンバースト塗装、タックロールシートを採用し、各部パーツもグレードア
ップさせた500台の限定車。

ヤマハ SR400 30周年Anniversary Limited Edition
2008年7月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●99㏄●
6.3PS/8000rpm●0.67㎏-m/6000rpm●90㎏●
120/80-12・120/80-12●31万3950円

キャブセッティングの最適化とマフラーへのキャタ
ライザー追加で国内二輪車排ガス規制をクリア。バ
ッテリーも装備され、カラーリングも変更された。

ホンダ エイプ・100
2008年9月

●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●745㏄●
44PS/5500rpm●6.3㎏-m/3500rpm●258㎏●
120/90-17・160/80-15●85万500円、88万2000円（ツ
ートーン）

新カラーリングを採用。ツートーンカラーは2種類、
ソリッドカラーには従来モデル同様のグラファイト
ブラックが用意された。

ホンダ シャドウ＜750＞
2008年10月

●水冷４ストOHC3バルブV型2気筒●398㏄●
31PS/7000rpm●3.4㎏-m/3500rpm●255㎏●
120/90-17・160/80-15●78万7500円(STD)

エンジンをフューエルインジェクション化して中低
速域を増強。ハンドル形状やステップボード位置も
見直され、ライディングポジションもより快適にな
った。

ホンダ シャドウクラシック400
2008年11月

●水冷４ストOHC3バルブV型2気筒●398㏄●
31PS/7000rpm●3.4㎏-m/3500rpm●244㎏●
90/90-21・160/80-15●76万6500円(STD)

フロントに21インチホイールを採用し、前後フェン
ダーはショート化されスポーティさを演出。エンジ
ンはクラシックと同様。

ホンダ シャドウカスタム400
2008年11月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●399㏄●
33PS/8000rpm●3.4㎏-m/6000rpm●275㎏（装
備）●130/90-16・170/80-15●81万9000円

重厚なルックスのVツインエンジンにシャフトドラ
イブ。スタンダードモデルではワイヤースポークホ
イールを装着。新たにフューエルインジェクション
を採用して排出ガス規制に対応。

スズキ イントルーダークラシック400
2008年11月

●水冷4ストOHC4バルブV型2気筒●399㏄●
33PS/8000rpm●3.4㎏-m/6000rpm●275㎏（装備）
●130/90-16・170/80-15●82万9500円/85万500円

排出ガス対応でキャストホイール仕様もインジェク
ションを採用。2009年にはシート側面に鋲をあしら
った特別仕様車が追加設定された。写真は特別仕様
のブラックエディションでホワイトカラーもライン
アップされていた。

スズキ イントルーダークラシック400 キャストホイール仕様/特別仕様
2008年11月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8000rpm●0.37㎏-m/6000rpm●84㎏●
120/80-12・120/80-12●26万2500円

鮮やかなリバーサイドブルーが追加され、従来モデ
ルのクラシカルホワイト、グラファイトブラックと
合わせて合計3色のカラーバリエーションとなった。

ホンダ エイプ50
2008年11月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8000rpm●0.37㎏-m/6000rpm●82㎏●
120/80-12・120/80-12●30万9750円

エイプ100では設定されていたタイプDが50にも追
加設定。アルミキャストホイールやディスクブレー
キを装着、専用カラーを採用しているのも100と同じ。

ホンダ エイプ50 Type D
2008年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ2気筒●638㏄●
50PS/7000rpm●6.1㎏-m/5000rpm●277㎏●
120/70-15・160/60-14●109万2000円

ヘッドライトのリフレクターを淡青色メッキして顔
つきが変更。さらにシート表面を暖めるシートヒー
ターとグリップヒーターを装備して快適性に磨きを
かけた。

スズキ スカイウェイブ650LX
2008年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
101PS/7000rpm●11.6㎏ -m/5500rpm●264㎏
/270㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●121万8000円
/129万1500円

人気の高いツートーンにカラーバリエーションを追
加。新たにホワイト×ブラックが仲間入りした。主要
諸元に変更はない。

ホンダ CB1300スーパーボルドール/ABS
2008年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
101PS/7000rpm●11.6㎏-m/5500rpm●259/264
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●111万3000円～
120万7500円

同時デビューのスーパーボルドールと同様に、カラ
ーバリエーションを追加。新たにブラック×ホワイ
トが設定された。主要諸元に変更はない。

ホンダ CB1300スーパーフォア/ABS
2008年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
118PS/9500rpm●9.7㎏-m/8250rpm●201㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●148万500円

MotoGP のレプソル・ホンダが走らせている
RC212Vと同じイメージのカラーリングで彩られた
スペシャルモデルを期間限定受注モデルとして発売。

ホンダ CBR1000RR・スペシャルエディション
2008年12月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●99㏄●6.3PS/8000rpm●0.67㎏-m/6000rpm●88㎏●
120/80-12・120/80-12●36万6450円

キャタライザーなどの採用で排ガス規制をクリアすると同時にバッテリーも装備したエイプ
100の前・後ホイールをアルミキャストホイールとし、さらにディスクブレーキも装着したス
ポーティバージョン。

ホンダ エイプ・100 Type D
2008年9月
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●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
31PS/7000rpm●3.4㎏-m/5000rpm●223㎏●
120/80-14・150/70-13●77万7000円

ショートスクリーン、バーハンドル、ABSやキーレ
スエントリーなど利便性と安全性も兼ね備えたタイ
プS ABSに、サンダーグレーメタリックカラーを
追加。

スズキ スカイウェイブ400タイプS ABS
2011年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
31PS/7000rpm●3.4㎏-m/5000rpm●223㎏●
120/80-14・150/70-13●78万7500円

「タイプS」と同様に、「リミテッド」もエアクリー
ナー構造を変更するとともに、最高出力／最大ト
ルクなどの諸元を変更、合わせてレッドゾーンの
位置も変更されている。

スズキ スカイウェイブ400 リミテッドABS
2011年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●221㎏●
120/80-14・150/70-13●71万4000円

既存のパールミラージュホワイトに加え、新色のグ
ラススパークブラック、アルバブルーメタリックを
加え3色のラインアップに。

スズキ スカイウェイブ250タイプM
2011年1月

●空冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●
48PS/6500rpm●6.3㎏-m/2500rpm●216㎏●
100/90-19・130/80-18●88万円

スタンダード版に対して、外装やフレームはもちろ
ん、エンジンやマフラーまでほぼ全身に黒をまとう。
ホイールリムのみゴールドという、ワイルドな仕上
がり。

カワサキ W800スペシャルエディション
2011年2月

●水冷4ストOHC4バルブV型4気筒●1236㏄●
111PS/8500rpm●11.3㎏-m/6000rpm●278㎏●
120/70ZR17・190/55ZR17●168万0000円

二輪車用としては世界初の有段式自動変速機・DCT
を搭載。ハンドルのスイッチでクラッチ操作なしで
のマニュアルシフトも可能。

ホンダ VFR1200F デュアル・クラッチ・トランスミッション
2011年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●194/199
㎏●120/60ZR17・160/60ZR17●79万2750円～89
万7750円

単色タイプの3パターンと、ツートーンタイプの2パ
ターンをラインアップ。カラーによって価格が異な
っている。

ホンダ CB400 スーパーフォア/ABS
2011年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●198㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●83万4750円

トリコロールデザインで、フレームはレッドの専用
カラーに、タンクの立体エンブレム、各部をゴールド
カラーとした特別仕様。

ホンダ CB400 スーパーフォア スペシャルエディション
2011年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●198/203
㎏●120/60ZR17・160/60ZR17●71万9250円～81
万3750円

同時に発売となったCB400SFと同じく、単色タイ
プ3色、ツートーンタイプ2色。カラーにより価格が
違っているのも同様。

ホンダ CB400 スーパーボルドール/ABS
2011年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
8.1PS/7000rpm●0.91㎏-m/6000rpm●110㎏●
3.50-10・3.50-10●22万500円

新色としてスポーティで鮮やかなブルーと、シック
で品質感あるガンメタリックの2色を追加。従来型
から継続されたシルバー、ブラックとあわせて全4色
となった。

ヤマハ アクシストリート
2011年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●194㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●76万1250円

パールサンビームホワイトを基調に、鮮烈なレッド
とブルーのストライプを施したホンダ伝統のトリコ
ロールデザインとした。

ホンダ CB400 スーパーボルドール スペシャルエディション
2011年2月

●水冷4ストOHC3バルブV型2気筒●745㏄●42PS/5500rpm●6.0㎏-m/3500rpm●232㎏●
100/90-19・150/80B16●74万9700円～76万9650円

シャドウ750をベースとしたロードスター仕様のVT750Sに、ホンダ伝統のトリコロールデ
ザインのパールヘロンブルーが追加。ヘビーグレーメタリックは継続して販売。価格はカラー
によって異なる。

ホンダ VT750S
2011年1月

●空冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●48PS/6500rpm●6.3㎏-m/2500rpm●216㎏●
100/90-19・130/80-18●85万円

W650の後継モデル。端正でクラシカルなスタイリングはW650から大きな変更はされていな
いが、エンジンは排気量をアップするとともにフューエルインジェクション化。細部のリファ
インと仕上げの向上により美しさにも磨きが掛けられた。

カワサキ W800
2011年2月
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●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●399㏄●
55PS/11000rpm●4.1㎏-m/8500rpm●206㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●80万8500円

細部のカラーを変更。フロントフェンダーのABSデ
カールを廃止し、ボディカラーも3色のラインアップ
から、2種類のツートーンカラーへと変更された。

スズキ グラディウス400ABS
2011年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●394㏄●
31PS/7250rpm●3.4㎏-m/6000rpm●221㎏●
120/80・150/70-13●73万5000円

新色としてガンメタが加わり、落ち着きのある継続
色のホワイトとあわせ全2色のカラー設定に。両色
とも、フロントフォークをシルバー仕上げに変更。

ヤマハ グランドマジェスティ400
2011年5月

●空冷４ストOHC２バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.4㎏-m/7000rpm●68㎏●
80/90-10・80/90-10●13万4400円

2004年から2ストのレッツ２の後継として4ストエ
ンジンで登場したレッツ4。リアキャリアを大型へ
と変更してマイナーチェンジ。速度計のデザインも
変わった。

スズキ レッツ4
2011年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ2気筒●638㏄●
50PS/7000rpm●6.1㎏-m/5000rpm●277㎏●
120/70-15・160/60-14●111万3000円

シートヒーター、グリップヒーター、電動スクリーン、
電動格納式のミラーなど豪華装備。カラーはオール
トグレーメタリックとパールミラージュホワイトの
2色設定。

スズキ スカイウェイブ650LX
2011年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
31PS/11000rpm●2.1㎏-m/8500rpm●168㎏●
110/70-17・130/70-17●55万3000円

ライムグリーンをベースにブラックを基調したグラ
フィックを採用し、前後ホイールにピンストライプ
を施したスペシャルエディション。400台の限定販売。

カワサキ Ninja 250Rスペシャルエディション
2011年6月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1140㏄●
88PS/7500rpm●9.4㎏-m/5000rpm●247㎏●
110/80R18・140/70R18●109万2000円

タイプⅠABSをベースに、車体をパールセイレンブ
ルーとし、シルバーのエンジンやホイール、色調変更
したエンブレムを組み合わせた受注期間限定モデル。

ホンダ CB1100＜TypeⅠ＞ABS・スペシャルエディション
2011年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●499㏄●
38PS/7000rpm●4.5㎏-m/5500rpm●222㎏●
120/70R15・160/60R15●97万6500円

MotoGPマシンのYZR-M1と共通デザインの、ヤ
マハWGP参戦50周年記念カラーを採用した期間限
定受注生産モデル。スポンサーステッカーも同梱。

ヤマハ TMAX WGP 50周年記念カラー
2011年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
20PS/7500rpm●2.0㎏-m/6000rpm●142㎏●
90/90-18・100/90-17●51万8000円

シンプルでありながら、上質な造形と機能性を兼備
した250シングル。2012年モデルでは新色のキャン
ディアラビアンレッド、メタリックミッドナイトサ
ファイアブルーを採用。

カワサキ エストレヤ
2011年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
19PS/7500rpm●1.8㎏-m/6000rpm●134㎏●
90/90-19・110/90-18●41万8000円

2012年モデルでは鮮やかなパールソーラーイエロー
と、漢字を用いた独創的なデザインのエンブレムを
あしらったポーラホワイトの2色をラインアップ。

カワサキ 250TR
2011年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ直列4気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●252㎏●
120/70-17・180/55-17●108万1500円

ハーフカウル装備のバンディット1250Sが色変更。
新色のサンダーグレーメタリックと既存のパールネ
ブラーブラックの2色に。ABSデカールがフロント
フェンダー上部へ。

スズキ バンディット1250S ABS
2011年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
31PS/11000rpm●2.1㎏-m/8500rpm●168㎏●
110/70-17・130/70-17●53万3000円

カラーリングを変更し、ライムグリーン、メタリック
スパークブラック、パッションレッドの3色を展開。
リアブレーキの220㎜ペタルディスクなど装備内容
に変更はない。

カワサキ Ninja 250R
2011年8月

●水冷4ストDOHC2バルブ並列4気筒●399㏄●
44PS/9500rpm●3.8㎏-m/7500rpm●203㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●64万9000円

視認性に優れるLEDテールランプ、前後に装備した
ペタルディスクなど所有感を満たしてくれる400ス
ポーツ。カラー変更で青、赤の2色を設定する。

カワサキ Ninja 400R
2011年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●107㏄●8.4PS/8250rpm●0.89㎏-m/6500rpm●103㎏●
80/90-14・90/90-14●19万9500円

スポーティーな走りをイメージさせるスタイリングの車体は、14インチの大径ホイールによ
る優れた安定性と、シート下収納スペースなど高い実用性を兼ね備える。新設計の空冷エンジ
ンは、低燃費と十分なパワーを発揮。

ホンダ ディオ110
2011年7月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●779㏄●
106PS/10000rpm●8.4㎏-m/8000rpm●211/216㎏
（ABS）●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

白ベースに赤いストロボラインという、ヤマハの
WGP参戦50周年記念カラーを採用したアニバーサ
リーエディションはFZ8にも設定された。

ヤマハ FZ8 WGP50周年記念カラー
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●749㏄●
106PS/10000rpm●NA●210/213㎏●120/70-
17・180/55-17●輸出車

GSX-R750をベースにしたエンジンを、スチール製
ツインスパーフレームに積んで攻撃的なスタイリン
グを与えられたネイキッドモデル。GSR600の後継
にあたる。

スズキ GSR750/ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●NA
●NA●203㎏●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出
車

2本出しだったマフラーを1本出しにするなど、軽量
化を徹底。サスセッティングなど細かな熟成でさら
に戦闘力を絞り出している。

スズキ GSX-R1000
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●750㏄●NA
●NA●190㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出
車

2012年モデルはカラーチェンジのみ、ブルー×ホワ
イトを各国で販売、欧州でブラック、北米とオセアニ
アでイエローを設定。

スズキ GSX-R750
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
200PS/13000rpm※欧州仕様●11.4㎏-m/11500rpm
●198㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●輸出車

2011年にモデルチェンジしたカワサキ製SSのフラ
ッグシップ。2012年モデルの変更点はカラーライン
アップのみだ。

カワサキ Ninja ZX-10R
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
70.7PS/8000rpm（東南アジア仕様）●6.5㎏-m/7000rpm
（東南アジア仕様）●209㎏ /211㎏●120/70ZR17・
160/60ZR17●輸出車

欧米で人気のニンジャ650Ｒがフルモデルチェンジ。
車体・エンジンともにポテンシャルアップ。フルカウ
ルは風洞実験により、快適さとスポーツ性を両立。

カワサキ Ninja 650R/ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
136PS/9000rpm●11.2㎏-m/7800rpm●228/231
㎏●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

2012年モデルはカラー変更、これまでの黒×赤に代
わって、銀×黒を設定。継続のライムグリーンも配色
デザインが新しくなった。

カワサキ Ninja 1000/ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
72PS/8500rpm●6.5㎏-m/7000rpm●209㎏/211
㎏(ABS)●120/70ZR17・160/60ZR17●輸出車

基本コンセプトを受け継ぎつつモデルチェンジ。フ
レーム、スタイリングなど車体は一新、エンジンは低
中速トルクを強化して魅力アップ。

カワサキ ER-6n/ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
138PS/9600rpm●11.2㎏-m/7800rpm●218/221
㎏●120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

2012年モデルはカラー変更のみで、初代Z1000のイ
メージカラーだったオレンジが復活。シュラウドに
はZのグラフィックも入った。

カワサキ Z1000/ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
N.A.●N.A.●206㎏●120/70ZR17・160/60ZR17
●輸出車

ロングストロークのサスペンションに17インチホイ
ールを組み合わせたフリーライド系スポーツ、ヴェ
ルシス。カラーは黒×黄が追加された。

カワサキ ヴェルシス
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
72PS/9000rpm●6.5㎏-m/6400rpm●202/205㎏●
120/70-17・160/60-17●88万2000円/93万4500円

国内モデルのグラディウス400の兄貴分は輸出仕様。
Vツインらしさを残しながら扱いやすいエンジンと、
特徴的なスタイリングが魅力。

スズキ グラディウス650/ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.1㎏-m/6400rpm●214㎏●
110/80R19・150/70R17●輸出車

使い勝手の良いVストロームがモデルチェンジ。新
デザインのフロントカウルやスクリーンで快適性ア
ップ、ABSも標準化。エンジンもよりトルクフルに。

スズキ Vストローム650ABS
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●
123.7PS/14500rpm●6.7㎏-m/10500rpm●189
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

レースでの勝利を目指す先鋭的なR6､2012年モデル
はカラー変更。他のヤマハ車に用意されているWGP
参戦50周年記念カラーもラインアップ。

ヤマハ YZF-R6/WGP50周年記念カラー
2012年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●NA
●NA●187㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出
車

2012年型はカラーチェンジのみで、ブラックとブル
ー×ホワイトの2タイプ設定に。

スズキ GSX-R600
2012年
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏ -m/9500rpm●194㎏
/199㎏●120/60ZR17・160/60ZR17●71万9250円
～81万3750円

単色タイプは従来の3色のバリエーションを継続。ツ
ートーンタイプは細部のカラーが変更された。カラ
ーにより価格は異なる。

ホンダ CB400 スーパーフォア/ABS
2012年1月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
18PS/7500rpm●1.9㎏-m/6500rpm●130㎏●
2.75-21・120/80-18●49万3500円

ホワイト×グリーンは、シートをモノトーンとし、ゴ
ールドホイールを装着。ホワイト×レッドは、ツート
ンシートにシルバーホイールという組み合わせ。

ヤマハ セロー250
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●194㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●75万750円

グラファイトブラックを基調にゴールドを配したツ
ートーンカラーで、エンジンや足まわりまで黒で統
一。期間限定受注モデル。

ホンダ CB400 スーパーフォア スペシャルエディション
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●198/203
㎏●120/60ZR17・160/60ZR17●79万2750円～89
万7750円

単色タイプは従来のバリエーションを継続、ツート
ーンタイプはバリエーションは変えず、ホイールな
どのカラーを変更。カラーによって価格は異なる。

ホンダ CB400 スーパーボルドール/ABS
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏-m/9500rpm●198㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●82万4250円

スペシャルエディションも、グラファイトブラック
に車体の前方から後方にかけゴールドのラインを入
れたゴージャスなイメージのカラーと装備が特徴。

ホンダ CB400 スーパーボルドール スペシャルエディション
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
31PS/7000rpm●3.4㎏-m/5000rpm●227㎏●
120/80-14・150/70-13●78万7500円

グラススパークルブラック×パールムーンストーン
グレーの新色を採用し、ホイールピンストライプを
追加。車載工具の内容を変更するとともに「400」エ
ンブレムを廃止。

スズキ スカイウェイブ400 リミテッドABS
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●221㎏●
120/80-14・150/70-13●71万4000円

ブレーキレバー部のゴムカバーを廃止、車載工具の
内容変更、スタートスイッチリングの照明をオレン
ジにするなど小変更。

スズキ スカイウェイブ250 タイプM
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●214㎏●
120/80-14・150/70-13●64万500円

新色のサンダーグレーメタリックが登場。レバーの
ゴムカバーを廃止し、車載工具の見直しの他にトラ
ンスポンダイモビライザーを変更。

スズキ スカイウェイブ250タイプS ベーシック
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●215㎏●
120/80-14・150/70-13●68万2500円

スクリーンレスのエアロマスクにクロームメッキの
ハンドルバー、ミラー、サイドスタンドを採用する
SSが、車載工具の内容などを小変更して価格は据え
置き。

スズキ スカイウェイブSS
2012年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/7500rpm●2.5㎏-m/6000rpm●218㎏●
120/80-14・150/70-13●67万2000円

高いスクリーンや手の先を寒さから守るナックルバ
イザー、グリップヒーターを採用したのがリミテッ
ド。シリーズ中もっとも質実剛健。車載工具も変更。

スズキ スカイウェイブ250リミテッド
2012年1月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1140㏄●
88PS/7500rpm●9.4㎏-m/5000rpm●243/247㎏
●110/80R18・140/70R18●99万7500円 /107万
1000円

CB1100がマイナーチェンジでアップハンドルタイ
プに統一。さらにシート変更で乗り心地を向上し、サ
イドカバーには立体エンブレムも装着された。

ホンダ CB1100/ABS
2012年2月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1140㏄●
88PS/7500rpm●9.4㎏-m/5000rpm●243/247㎏
●110/80R18・140/70R18●96万6000円 /103万
9500円

車体色を精悍なグラファイトブラックとし、エンジ
ンや前後ホイール、サスペンションパーツまで黒で
統一しワイルドなイメージを強調したモデル。ABS
仕様もラインアップ。

ホンダ CB1100ブラックスタイル/ABS
2012年2月

●交流同期電動機●定格出力0.58kW●2.3PS/2050rpm●1.5㎏-m/350rpm●72㎏●80/90-10・
80/90-10●31万2900円/39万6900円

ホイールイン電気モーターとリチウムイオン電池を使った排気ガスゼロの電動スクーター。車
体のベースとなったのはレッツ4バスケット。Wはもうひとつバッテリーが追加される。

スズキ e-レッツ/W
2012年1月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●638㏄●
50PS/7000rpm●6.1㎏-m/5000rpm●277㎏●
120/70R15・160/60R14●111万3000円

車体色に新色パールムーンストーングレーを追加設
定。継続して販売されるパールミラージュホワイト
と合わせて2色設定となった。

スズキ スカイウェイブ650LX
2012年5月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
12PS/8500rpm●1.2㎏-m/6500rpm●128㎏●
90/90-14・100/90-14●29万9250円

エンジンを改良し、耐久性と静粛性、燃費性能をさら
に追求した新型のeSPエンジンを搭載。シート形状
など細部も熟成され、さらに使いやすく進化した。

ホンダ PCX
2012年5月

●水冷4ストOHC4バルブV型4気筒●1237㏄●
129PS/7750rpm●12.8㎏-m/6500rpm●275/285
㎏●120/70ZR17・160/60ZR17●163万2750円/175
万3500円

アドベンチャーツアラーVFR1200Xが、無限製マフ
ラーなどを装着した無限仕様として国内販売を開始。
DCT仕様のXDも用意。

ホンダ VFR1200X/XD 無限
2012年6月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●669㏄●
50PS/6250rpm●6.2㎏-m/4750rpm●228㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●75万2850円

NC700XのABS仕様をベースに、インテグラに採
用されていたATモードやスイッチでのシフト操作
も可能なDCTを組み合わせたエンジンを搭載。

ホンダ NC700X デュアルクラッチトランスミッション＜ABS＞
2012年6月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●669㏄●
50PS/6250rpm●6.2㎏-m/4750rpm●225㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●70万1400円

ニューミッドコンセプトのスタンダードモデルであ
る、ネイキッドスタイルのNC700SにもXと同様
DCT仕様が追加された。

ホンダ NC700S デュアルクラッチトランスミッション＜ABS＞
2012年6月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●669㏄●
50PS/6250rpm ● 6.2 ㎏ -m/4750rpm ●
214kg/218kg(ABS)/228kg(DCT)●120/70ZR17・
160/60ZR17●64万9950円/69万9300円（ABS)/75
万2850円(DCT)

NC700XにNC700Sのサスペンションを装着し、シ
ート高を下げ取り回しやすくしたモデル。ノーマル、
ABS、DCTのいずれでも選択できる。

ホンダ NC700X タイプLD/ABS/DCT＜ABS＞
2012年6月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●152㏄●
13PS/8500rpm●1.4㎏-m/5500rpm●129㎏●
90/90-14・100/90-14●32万9700円

PCXの使いやすいサイズや装備など車体はそのま
まに、排気量を拡大した152㏄の排気量を持つeSP
エンジンでパワーアップした、軽二輪バージョンの
PCX。

ホンダ PCX150
2012年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●252㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●108万1500円

バンディット1250シリーズのスタンダードモデル、
1250Sがマイナーチェンジ。フレームのカラーがグ
レーに変わり、ウインカーも変更された。

スズキ バンディット1250S ABS
2012年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●256㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●112万3500円

高速走行が快適なフルカウルを備えたバンディット
1250F。ボディカラーにオールトグレーメタリック
を追加し、全4色のラインアップとなった。

スズキ バンディット1250F ABS
2012年7月

●水冷4ストOHC2バルブ並列2気筒●248㏄●
24PS/8500rpm●2.2㎏-m/6500rpm●183㎏●
110/80-17・140/70-17●43万8900円

存在感の強いネイキッドスタイルが特徴の新型250
㏄ネイキッドスポーツ。大柄なボディサイズによる
安定感の高い乗り味、粘り強くスムーズなパワー特
性の水冷並列2気筒エンジンで快適に長距離走行が
可能。中国で生産を行なうことで、価格もリーズナブ
ルな設定とされている。

スズキ GSR250
2012年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●3.7PS/7500rpm●0.39㎏-m/5500rpm●95㎏●
60/100-17・60/100-17●18万7950円

スーパーカブ50が46年ぶりにフルモデルチェンジ。外装デザインをはじめ、パイプアンダー
ボーンフレーム＋樹脂製外装ボディ、二段クラッチを採用した新型エンジン、フロントサスの
テレスコピックフォーク化など、スーパーカブ110と共通した設計に。中国で生産することで
価格も引き下げられた。

ホンダ スーパーカブ50
2012年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●23PS/8500rpm●2.2㎏-m/7000rpm●143㎏●
3.00-21・120/80-18●44万9400円

ホンダが国内向けに開発した久々の250㏄フルサイズオフローダー。CBR250R用単気筒エン
ジンをオフロード向けにリファインし、新設計のスチール製ツインチューブフレームに搭載。
倒立フォークなどを組み合わせ、市街地からオフロードまで軽快な走りを楽しめる。CBR250R
と同様にタイで生産されている。

ホンダ CRF250L
2012年5月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
101PS/7000rpm●11.7㎏-m/5500rpm●267㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●122万6400円～125万
7900円

CB1300SFがモデルチェンジ。6速ミッション化、新
型ホイールの装着、新設計のメーターなど多岐にわ
たる変更で熟成度をアップ。

ホンダ CB1300スーパーフォア
2014年3月

●水冷4ストOHC4バルブV型4気筒●1236㏄●
106PS/6000rpm●12.7㎏-m/5500rpm●288㎏●
110/80R19・150/70R17●183万7500円

ホンダのアドベンチャーツアラーVFR1200Xの国
内仕様。車名の通りVFR1200Fと基本メカニズムを
同じくし、DCTやABSなど装備も充実。

ホンダ VFR1200Xデュアルクラッチトランスミッション
2014年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏ -m/9500rpm●200㎏
/203㎏（ABS）●120/60ZR17・160/60ZR17●83万
4750円～91万5600円

視認性、被視認性に優れデザインの自由度も高い
LEDヘッドライトを採用し、フロントカウルもより
精悍さを感じさせるものとなった。

ホンダ CB400スーパーボルドール
2014年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
53PS/10500rpm●3.9㎏ -m/9500rpm●197㎏
/200㎏（ABS）●120/60ZR17・160/60ZR17●74万
250円～82万1100円

サイドカバーやリアカウル、メーターなどに新デザ
インを採用。ホイールも10本スポークの新型を装着。
ポジションの設定も見直された。

ホンダ CB400スーパーフォア
2014年3月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
31PS/11000rpm●2.1㎏-m/8500rpm●168㎏●
110/70-17・140/70-17●48万8250円

ニンジャベースの250ストリートファイターである
Z250の2014年モデルは、特徴的なスタイルとメカニ
ズムはそのまま、新たなカラーリングを採用。

カワサキ Z250
2014年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.4PS/8500rpm●0.35㎏-m/5000rpm●68㎏●
3.50-8・3.50-8●33万6960円

モンキーをベースに、熊本県のPRマスコットくま
モンをイメージさせる黒×赤のカラーや、くまモン
のイラストバッジなど専用パーツを装着。

ホンダ モンキー・くまモンバージョン
2014年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●749㏄●
106PS/12000rpm●8.2㎏-m/9000rpm●213㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●96万9840円 /100万
2240円

スズキのミドルスーパーネイキッドGSR750に、青
×白の専用ツートーンカラーのモデルを追加。青色
のチェーンやチタン色のハンドルも特徴。

スズキ GSR750 ABS/専用ツートーン
2014年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●846㏄●
110PS/8500rpm●8.9㎏-m/8500rpm●188/191
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●84万9960円/89万
9640円

ロードスポーツとモタードが融合したような独特の
スタイル、パワフルな3気筒エンジン、軽量コンパク
トさを活かした切れ味鋭い走りで注目のMT-09に待
望の国内仕様が登場。

ヤマハ MT-09/ABS
2014年4月

●水冷4ストOHC2バルブ水平対向6気筒●1832㏄●117PS/5500rpm●17.1㎏-m/4000rpm●
342㎏●130/60R19・180/55R17●199万8000円

ゴールドウイングシリーズのバリエーションモデル。独特のアルミフレームやパワフルで滑
らかな水平対向6気筒エンジンなどをゴールドウイングと共用。LEDヘッドライト＆テール
ライトなどを採用することで実現された独特なプロポーションを組み合わせ、まさに「ストリ
ート・マッスル・クルーザー」と呼ぶにふさわしい強い存在感を見せている。

ホンダ ゴールドウイングF6C
2014年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●83PS/9500rpm●6.4㎏-m/8000rpm●211㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●99万9000円

4000回転以下でも豊かなトルクを発揮する新開発された水冷直4エンジンや、スチール製の
楕円断面ダイヤモンドフレームなど、主要コンポーネンツはCB650Fと共用。ハンドルはコ
ントロール性を重視したクリップオンハンドルに変更されている。

ホンダ CBR650F
2014年4月

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●105PS/10250rpm●7.6㎏-m/8500rpm●242㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●135万円

フレームは先代のVFRがベースだが、サイドに配置されていたラジエターをエンジン前に移
すことで実現されたシャープなフルカウルで大幅にイメージチェンジ。ハイパーVTEC機構
を備えるV4エンジンも吸気系の改良で力強さを増し、トラクションコントロールも装備。こ
の国内仕様は受注生産モデルで、ETC車載器とグリップヒーターを標準装備。

ホンダ VFR800F
2014年4月
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●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●782㏄●
105PS/10250rpm●7.6㎏-m/8500rpm●244㎏●
120/70R17・180/55R17●138万2400円

VFR800Xがモデルチェンジ。中低速で力強さを増
したエンジンやトラクションコントロール採用のほ
か、LEDライトやヒートクリップなどの装備も充実
化。

ホンダ VFR800X
2014年12月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.0PS/8000rpm●0.37㎏-m/6000rpm●92㎏●
120/90-10・120/90-10●23万2200円

オフロード車的なディテールを大きく取り入れた個
性的スタイルが人気のBW’Sにマットチタン1を設
定し、継続色のブルーとともに足まわりをブラック
アウト。

ヤマハ BW’S
2014年12月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.1PS/8000rpm●0.38㎏-m/7000rpm●69㎏●
80/90-10・80/90-10●15万4440円

4スト化から約10年を経てフルモデルチェンジ。17
％もの燃費向上のほか、フロントインナーポケット
など装備も充実。レッツGは各部にメッキが採用さ
れ、シートにはパイピングが施される。

スズキ レッツG
2014年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
185PS/11,000rpm●NA●205㎏●120/70ZR17・
190/50ZR17●輸出車

2015年はGSX-RRレプリカなどの通常カラーのモ
デルに加え、GSX-R30周年記念の限定アニバーサリ
ーモデルもラインアップされていた。

スズキ GSX-R1000
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
120PS/9000rpm●10.4㎏m/7500rpm●249㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

2015年モデルで初のモデルチェンジ。フロントマス
クに、ロードスポーツ風デュアルヘッドライトを備
えた、ニンジャ1000を思わせるデザインに変更。

カワサキ ヴェルシス1000
2015年

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1251㏄●
98PS/8000rpm●11.1㎏-m/6000rpm●240㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

2015年にイメージを一新したXJR1300の輸出モデ
ルをベースにした上級仕様。専用デザインのビキニ
カウルを追加した、70年代的なカフェレーサースタ
イルが特徴。

ヤマハ XJR1300レーサー
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●750㏄●
148PS/13200rpm●NA●190㎏●120/70ZR17・
180/55ZR17●輸出車

GSX-R750にもカウルにスズキロゴを大胆にあしら
ったGSX-RRのレプリカカラーがラインアップ。そ
の他にはグレー×ホワイト、レッド×ホワイトが用
意された。

スズキ GSX-R750
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1352㏄●
155PS/8800rpm●13.9㎏-m/6200rpm●305㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●輸出車

2015年モデルでは、電動ウインドスクリーンに空気
導入口を追加。その他、1速をローギアード化して低
回転域のレスポンスを向上。シートの改良による快
適性もアップ。

カワサキ 1400GTR
2015年

●水冷４ストDOHC4バルブ並列２気筒●689㏄●
74.8PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●186㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

MT-07の基本コンポーネンツをもとに、クラシカル
なスポーツバイクを想わせる個性的なスタイリング
を合体させたヘリテイジカスタムバージョン。

ヤマハ XSR700
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
69PS/8500rpm●6.5㎏-m/7000rpm●216㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●輸出車

ER-6をベースにロングストロークのサス、アップラ
イトなポジション設定などを与えたアドベンチャー。
2015年モデルでフルモデルチェンジ、スタイルも走
りもさらに洗練された。

カワサキ ヴェルシス650ABS
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒スーパーチャージャー●998㏄●200PS/11000rpm●13.6㎏
-m/10500rpm●238㎏●120/70ZR17・200/55ZR17●輸出車

カワサキの技術の粋を集めたニンジャシリーズの最高峰。新設計の1000㏄水冷直４を専用開
発のスーパーチャージャーで過給するエンジンを搭載。ハイパワーに動じない安定性とシャ
ープなハンドリングを両立するスチール製トレリスフレームは、ピポットレス構造も採用。ス
イングアームはカワサキ車初となる片持ちタイプ。

カワサキ Ninja H2
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●200PS/13500rpm●11.5㎏-m/11500rpm●199
㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●輸出車

6年ぶりにフルモデルチェンジ。新しいアルミ製デルタボックスフレームに搭載される新型エ
ンジンは、大幅に軽量化しながら最高出力200PSを発揮し、マルチプレートスリッパークラ
ッチも装備。市販二輪車で初搭載された6軸姿勢センサーは、トラクションコントロールや
ABSなどのデバイスを統合した「YRC」の制御などに活用される。

ヤマハ YZF-R1
2015年
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●
126PS/13500rpm●10.7㎏-m/9500rpm●187㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●輸出車

GSX-R600の2015年モデルでは、この年から参戦を
はじめたMotoGPマシン・GSX-RRのレプリカカ
ラーも用意してレーシーさをアピール。

スズキ GSX-R600
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●252/256
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●111万2400円/115
万5600円

オールラウンドなビッグバイクとして人気のバン
ディッド1250Sがモデルチェンジ。ハーフカウル
のデザイン変更などでさらに使い勝手の良さが増
した。フルカウルを装備したバンディット1250F
はカラー変更がおこなわれた。

スズキ バンディット1250S/F ABS
2015年1月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1140㏄●
90PS/7500rpm●9.3㎏-m/5500rpm●257㎏●
100/80R18・140/70R18●116万3160円

キャストホイール化することでトラディショナルな
イメージと軽快さを融合。この変更によって、スタン
ダードなCB1100EXよりも2㎏軽量化が図られて
いる。

ホンダ CB1100EX＜ABS＞特別仕様車
2015年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
123PS/9500rpm●9.9㎏-m/8500rpm●211㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●211万1400円

2014年シーズンのMotoGPで、レプソル・ホンダチ
ームがライダー、コンストラクター、チームの3タイ
トルを独占したことを記念して特別仕様車が受注期
間限定で発売。

ホンダ CBR1000RR SP チャンピオンスペシャル
2015年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●
83PS/9500rpm●6.4㎏-m/8000rpm●211㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●99万9000円

2015年1月には、ホンダ伝統のトリコロールイメージ
のカラーリングを採用した特別モデルが、100台限定
で発売された。

ホンダ CBR650F特別カラー
2015年1月

●水冷4ストOHC2バルブ並列2気筒●248㏄●
24PS/8500rpm●2.2㎏-m/6500rpm●188㎏●
110/80-17・140/70-17●49万2480円

大型ハーフカウルとアップ気味のハンドルを装着
し、快適性をさらに高めたGSR250Sがマイナー
チェンジ。サイドアッパーカウルのカラーがシル
バーとなり、GSRのロゴデカールのカラーを変更。

スズキ GSR250S
2015年1月

●水冷４ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/7500rpm●79㎏●
80/100-10・80/100-10●17万2800円

タクトの名を冠したスクーターが久々に復活。コン
パクトで実用的な造りのボディに、ダンクにも採用
された50㏄版水冷eSPエンジンを搭載。

ホンダ タクト
2015年1月

●水冷４ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/7500rpm●78㎏●
80/100-10・80/100-10●15万9840円

久々に復活を遂げたタクトのバリエーションモデル。
スタンダード版より15㎜低いシート高による良好な
足つき性を確保しつつ、価格も同様に抑えられてい
る。

ホンダ タクト ベーシック
2015年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●
105PS/10250rpm●7.6㎏-m/8500rpm●242㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●135万円

2015年2月には、新色としてパールグレアホワイトが
追加設定され、ヴィクトリーレッド、ダークネスブラ
ックメタリックと合わせて3色が揃った。

ホンダ VFR800F
2015年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●749㏄●
106PS/10000rpm●8.2㎏-m/9000rpm●213㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●96万9840円 /100万
2240円（ツートーン）

2015年2月のマイナーチェンジでは、ハンドルバーの
色をマットシルバーに、車体色が白のモデルのホイ
ールをブラックに、車体色が黒のモデルのGSRロゴ
の色をグレーに変更。

スズキ GSR750ABS
2015年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●200PS/13500rpm●11.5㎏-m/11500rpm●200
㎏●120/70ZR17・200/55ZR17●輸出車

新型YZF-R1の上級モデル。サーキットでのライディングをより積極的に楽しむために開発
されたYZF-R1Mには、専用のカーボン製カウルが装着されるだけでなく、オーリンズ製の
電子制御サスペンションを標準装備。さらに内蔵のGPSシステムや6軸姿勢センサーで走行
データ記録用のWi-Fiインターフェースまで搭載されている。

ヤマハ YZF-R1M
2015年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●530㏄●48PS/6750pm●5.4㎏-m/5250rpm●222㎏●
120/70R15・1160/60R15●105万8400円/109万800円

TMAX530が2015年モデルでモデルチェンジ。LEDヘッドライト採用とそれに合わせてフロ
ントマスクを変更。さらにフロントフォークを倒立タイプに変更しハンドリングに磨きをか
けると同時に、スマートキーシステムなどで実用性も向上。スエード調のシートや専用メータ
ーを装備する上級版のアイアンマックスも同様の改良を受けた。

ヤマハ TMAX530/アイアンマックス
2015年1月



112諸元の並び順●エンジン形式●総排気量●最高出力●最大トルク●車両重量●前・後タイヤサイズ●価格（発売当時）

日本二輪車大全後編　2001-2024

●水冷4ストOHC単気筒●124㏄/152㏄●12（14）
PS/8500rpm●1.2（1.4）㎏ -m/5000rpm●130
（131）㎏● 90/90-14・100/90-14 ● 32 万 9400 円
（PCX）/36万720円（PCX150）

新色としてPCXには精悍なイメージのマットテク
ノシルバーメタリックを、150には鮮やかなキャンデ
ィーノーブルレッドがそれぞれ追加された。

ホンダ PCX/150
2015年5月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●4.1PS/85
00rpm●0.38㎏-m/6500rpm●73㎏●80/90-10・
80/90-10●15万5520円

新型FI採用によって低燃費を実現したSEPエン
ジンを採用。スタイリングなどは従来モデルのま
まだが、タンク容量もレッツのように従来の4.5L
から4.8Lへと増量。

スズキ アドレス V50
2015年5月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●4.1PS/85
00rpm●0.38㎏-m/6500rpm●75㎏●80/90-10・
80/90-10●16万6320円

レッツバスケットも新エンジンを搭載。さらに燃料
タンク容量もレッツと同様に4.5Lから4.8Lへと
増やされて最大航続距離も伸ばされている。

スズキ レッツ バスケット
2015年5月

●空冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1251㏄●
98PS/8000rpm●11.1㎏-m/6000rpm●240㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●135万円

定番ビッグネイキッド・XJR1300をベースに、クラ
シカルなディテールと最新技術を融合させる最新の
ヘリテイジカスタムを取り入れたカフェレーサー仕
様。

ヤマハ XJR1300C
2015年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
44PS/9500rpm●3.8㎏-m/7500rpm●149㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●75万1680円

ニンジャ400ABSのスタンダードモデルともスペシ
ャルエディションとも異なるゴージャスな専用カラ
ーのリミテッドエディションが登場。限定300台のみ。

カワサキ Ninja 400ABSリミテッドエディション
2015年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
145PS/10000rpm●10.7㎏-m/9500rpm●214㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●116万6400円

GSX-S1000に高速走行での快適性を重視したフル
カウルを装備した万能モデル。ネイキッドのGSX-
S1000同様トラクションコントロールも採用。

スズキ GSX-S1000F ABS
2015年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
145PS/10000rpm●10.7㎏-m/9500rpm●209㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●111万5640円

GSX-R1000譲りのハイパフォーマンスをストリー
トで楽しめる、魅力的な新型スーパーネイキッドと
して誕生。コンパクトなシュラウドとマスコットカ
ウルを装着している。

スズキ GSX-S1000 ABS
2015年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒スーパーチャ
ージャー●998㏄●310PS（ラムエア加圧時：326PS）
/14000rpm ● 16.8㎏ -m/12500rpm ● 216㎏●
120/600R17・190/650R17●540万円

Ninja H2をベースに開発された、クローズドコース
専用モデル。最高出力は300PSで前後タイヤもレー
シングスリックが装着される。

カワサキ Ninja H2R
2015年7月

●水冷4ストOHC単気筒●124㏄●11PS/8500rpm●1.2㎏-m/5000rpm●114㎏●90/90-12・
100/90-10●29万3760円

スタイリッシュで実用性に優れた原付二種スクーターのリード125がマイナーチェンジ、同時
にカラーバリエーションも変更された。アイドリングストップシステムの見直しでバッテリ
ーの寿命を伸ばし、メーターのオイル交換時期の目安を表示する機能もより使いやすく改良。
新色を加えたカラーバリエーションは全4色に。

ホンダ リード125
2015年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●61PS/7500rpm●6.4㎏-m/6600rpm●224㎏●
120/70-R18・160/60-R17●77万40円/82万800円

カワサキのクルーザーとして長年親しまれてきたバルカンシリーズは、2007年以降水冷Vツ
イン搭載の900系のみだったが、久々にニューモデルのバルカンSが登場。ER-6系の水冷並
列2気筒エンジンを新たにデザインされたモダンで個性的な車体に搭載、街乗りからツーリン
グまで、多彩なニーズにフィットできるアーバンランナーだ。

カワサキ バルカン S/ABS
2015年6月

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●999㏄●70PS/6000rpm●8.8㎏-m/5000rpm●170㎏
（乾燥）●120/70ZR17・190/55ZR17●2190万円＊日本仕様参考値

MotoGPレーサー・ホンダRC213Vのストリートバージョンとして、2014年のEICMAで初
公開。RC213Vの基本メカニズムを踏襲。保安部品こそ装着されているものの、カウルの形状
やフレーム、スイングアーム、マフラーなど、RC213Vそのままで、その妥協のない造り込み
はまさにMotoGPレプリカだ。

ホンダ RC213V-S
2015年7月（受付開始）
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●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
36PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●56万7000円

MotoGPマシン・YZR-M1を思わせるスポンサー
ロゴ入りカラーを採用。限定400台のみが販売された。

ヤマハ YZF-R25 モビスターヤマハMotoGPエディション
2015年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ2気筒●638㏄●
50PS/7000rpm●6.1㎏-m/5000rpm●277㎏●
120/70R15・160/60R14●114万4800円

マイナーチェンジを敢行。変更点は、フロントフォー
クアウターチューブのカラーがブラックに変更され
たことのみ。

スズキ スカイウェイブ650LX
2015年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
31PS/7000rpm●3.4㎏-m/5000rpm●227㎏●
120/80-14・150/70-13●84万2400円

グリップヒーターやナックルバイザー、大型のバッ
クレストを装備したリミテッドABSが新色のマッ
トフィブロイングレーメタリックを採用。

スズキ スカイウェイブ 400 リミテッドABS
2015年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/9000rpm●2.1㎏-m/7000rpm●138㎏●
110/70-17・130/70-17●57万4560円

2016年モデルは、前年と同様にカラーの変更のみ。オ
リエンタルブルー、エボニー×メタリックフラット
ロウグレーストーンの2色に。

カワサキ Dトラッカー X
2015年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/9000rpm●2.1㎏-m/7000rpm●136㎏●
3.00-21・4.60-18●55万4040円

高い信頼性が魅力のデュアルパーパスKLX250。
2016年モデルはカラーとグラフィックの変更のみで、
ライムグリーンとブライトホワイトを用意。

カワサキ KLX250
2015年8月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.4PS/7750rpm
● 0.43 ㎏ -m/6000rpm ● 110 ㎏ ● 90/90-12・
110/90-10●23万2200円/24万3000円

50㏄ビジネススクーターのベンリィ/プロがモデル
チェンジ。水冷eSPエンジンの採用に加え、実用性
やメンテナンス性がさらに向上している。

ホンダ ベンリィ/プロ
2015年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
31PS/11000rpm●2.1㎏ -m/8500rpm●172㎏
/174㎏(ABS)●110/70-17・140/70-17●55万3500
円/56万9160円/62万460円

2016年モデルはメーターパネルのデザインとカラー
バリエーションを変更。スペシャルエディションと
そのABSモデルも、それぞれ新しいカラーが採用さ
れている。

カワサキ Ninja 250/スペシャルエディション/ABS スペシャルエディション
2015年9月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/7500rpm●1.4㎏-m/6000rpm●145㎏●
120/70-13・130/70-13●34万9920円

クッションを増した柔らかいタンデムシートの採用
をはじめとして、サスの改良などが施された。さらに
新色も追加、カラーバリエーションモデルのSPも
追加設定。

ヤマハ マジェスティ S
2015年9月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/7500rpm●1.4㎏-m/6000rpm●145㎏●
120/70-13・130/70-13●36万720円

スタンダードモデルとは別に用意された新たなカラ
ーリングバリエーションモデルがSP。マットチタ
ンとパープルという専用ボディカラー2色が存在す
る。

ヤマハ マジェスティS SP
2015年9月

● 空 冷 ４ ス ト OHC 単 気 筒 ● 107 ㏄ ●
7.9PS/7000rpm●0.88㎏ -m/5000rpm●117㎏
/119㎏●90/90-12・110/80-10●27万3240円/28万
4040円

ベンリィの原付二種版の110/プロもモデルチェンジ。
こちらはエンジンは従来モデルのままだが、やはり
メンテナンス性の改善などが図られた。

ホンダ ベンリィ110/プロ
2015年9月

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●
48PS/6500rpm●6.3㎏-m/2500rpm●216㎏●
100/90-19・130/80-18●87万4800円/90万6120円

2016年モデルはカラー変更のみで、メタリックオー
シャンブルー×パールアルパインホワイトの1色設
定に。専用カラーのスペシャルエディションではシ
ートのデザインも変更。

カワサキ W800/スペシャルエディション
2015年9月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
66PS/8800rpm●6.0㎏-m/6500rpm●214㎏●
110/80R19・150/70R17●90万7200円

新色のグラススパークルブラック、キャンディダー
リングレッドが追加され、継続販売されるマットフ
ィブロイングレーメタリックと合わせて3色設定に。

スズキ Vストローム650 ABS
2015年9月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
66PS/8800rpm●6.0㎏-m/6500rpm●215㎏●
110/80R19・150/70R17●95万400円

2014年に追加されたVストローム650XTは、フロン
トカウルを前輪の上まで延ばしたユニークなフロン
トマスクと、スポークホイールが特徴。新色2タイプ
が追加。全3色に。

スズキ Vストローム650XT ABS
2015年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
31PS/100000rpm●2.4㎏-m/8000rpm●134㎏●
110/70R17・140/70R17●75万3840円

2016年モデルは、カラーバリエーションはブラック、
ホワイトのままだが、タンクサイドからサイドカバ
ーにまたがるロゴグラフィックに。ホイールにゴー
ルドリムも採用された。

ヤマハ WR250X
2015年9月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●530㏄●
48PS/6750rpm●5.4㎏ -m/5250rpm●222㎏●
120/70R15・160/60R15●105万8400円/109万800円

TMAX530の2016年モデルは新色のマットシルバー
を採用。アイアンマックスはダークグレーにゴール
ドホイールやエンブレムを採用。写真はアイアンマ
ックス。

ヤマハ TMAX530/ABS アイアンマックス
2016年1月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/5500rpm●161㎏●
90/90-18・110/90-17●53万3520円/54万8640円

カラーが一新され、メタリックスパークブラック、パ
ールアルパインホワイトの2色に。スペシャルエデ
ィションはシートのデザインを変更、カラーも各部
をブラックアウトしたキャンディクリムゾンレッド
とされた。

カワサキ エストレヤ／スペシャルエディション
2016年1月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●745㏄●
54PS/6250rpm●6.9㎏-m/4750rpm●216/218㎏
(ABS)/228 ㎏ (DCT・ABS) ● 120/70ZR17・
160/60ZR17●69万120円～82万2960円

Xと共通の熟成エンジンとSモードに３種類のレベ
ルを設定できるDCT、新しいマフラーと足まわりな
ど採用。SはETCとグリップヒーターを標準装備。

ホンダ NC750S/ABS/DCT/DCTABS
2016年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1339㏄●
197PS/9500rpm●15.8㎏-m/7200rpm●266㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●160万9200円

新色のレッド×ホワイトを追加し、継続色のホワイ
ト×シルバー、グレー×ブラックと合わせて3色に。
その他、前後ホイールリムにピンストライプテープ
も装着されている。

スズキ ハヤブサ
2016年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●179/182㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●69万9840円/74万
9520円

ABS仕様専用色としてタンクグラフィックとホイ
ールをブルーにしたマットシルバーが登場。スタン
ダードモデルと共通色のセンターカバーなどをブラ
ックにしたレッドを用意。ホワイト、マットグレーは
継続販売。

ヤマハ MT-07/A
2016年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●252㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●111万2400円

2015年にマイナーチェンジが行なわれた、メカニズ
ム、諸元、カラーの大きな変更がなく、継続モデルと
してリリースされた。

スズキ バンディット1250S ABS
2016年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1254㏄●
100PS/7500rpm●10.9㎏-m/3500rpm●256㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●115万5600円

1250Sの2016年モデルと同じく、1250Fも2015年モ
デルの継続モデルとして販売された。

スズキ バンディット1250F ABS
2016年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1164㏄●
110PS/8000rpm●10.9㎏-m/6000rpm●246㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●131万7600円

専用カラーに加えて、オーリンズ製のフルアジャス
タブルリアサス、専用シート、ブレーキキャリパーや
ホイールなどをゴールド仕上げとするなどグレード
アップ。

カワサキ ZRX1200ダエグ カワサキ正規取扱店特別仕様車
2016年2月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●745㏄●54PS/6250rpm●6.9㎏-m/4750rpm●218㎏
/220㎏(ABS)/230㎏(DCT・ABS)/231㎏(Eパッケージ)●120/70ZR17・160/60ZR17●74万3040
円/79万3800円(ABS)/85万9680円(DCT・ABS)/92万4480円(Eパッケージ)

NC750Xが初のモデルチェンジ。LEDヘッドライトを採用してスタイリングを一新し、タン
ク部のラゲッジボックスの大型化など実用性も大きく向上。エンジンは細部にわたる熟成を
図り扱いやすさを増し、DCTの制御プログラムも変更して完成度もアップ。フロントフォー
クなど足まわりにも手が入り、乗り心地とハンドリングも改善された。

ホンダ NC750X
2016年1月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●998㏄●92PS/7500rpm●9.7㎏-m/6000rpm●232/242㎏
(DCT・ABS)●90/90-21・150/70R18●135万円～138万2400円/145万8000円～149万400円(DCT)

90年代に人気を集めた国産アドベンチャーツアラーの先駆けであるアフリカツインが、全て
を一新したニューモデルとして復活。先代同様、道を選ばずどこへでも行けるモデルを目指し、
新開発の998㏄水冷並列2気筒エンジンなど、新技術を全身に取り入れて開発。オフロード走
行にも対応したDCT搭載モデルも用意されるなど、快適性も非常に高い。

ホンダ CRF1000L アフリカツイン/ABS/DCT
2016年2月

●水冷4ストDOHC 4バルブ 並列2気筒●399㏄●46PS/9500rpm●3.8㎏-m/7500rpm●192/194㎏
●120/70ZR17・160/60ZR17●69万9840円～73万2240円/75万600円～78万3000円

フルカウルボディにスムーズで扱いやすく燃費も良好な水冷並列2気エンジンを搭載した
CBR400Rがモデルチェンジ。LEDヘッドライトとテールランプを新たに採用、これを活か
してシャープさを増したフロントマスクからテールまでエッジの効いたスタイリングが魅力。
増量された燃料タンク、足まわりのリファイン、新しいマフラーなど各部も変更された。

ホンダ CBR400R/ABS
2016年2月
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●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.3PS/8500rpm●0.42㎏-m/6500rpm●84㎏●
90/90-10・90/90-10●18万4680円

スタンダードなスタイルに、アルミホイールにディ
スクブレーキ、シルバーのキャリパーを装着するジ
ョグデラックスにも新色が追加設定された。

ヤマハ ジョグ デラックス
2017年2月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.3PS/8500rpm●0.42㎏-m/6500rpm●83㎏●
90/90-10・90/90-10●20万9520円

ジョグシリーズの中、リアスポイラーやアルミホイ
ール、ディスクブレーキを装着したスポーティバー
ジョンのZR。2017年モデルで新色を追加。

ヤマハ ジョグZR
2017年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/8500rpm●2.3㎏-m/6750rpm●144（143）㎏
●3.00-21・120/80-18●49万7880円※（）はタイプLD

スロットルボディの口径を大径化するとともに、マ
フラーの変更などで改良。フルデジタルメーターも
装備している。ローダウン仕様のタイプLDも設定。

ホンダ CRF250L/Type LD
2017年2月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.3PS/8500rpm●0.42㎏-m/6500rpm●83㎏●
90/90-10・90/90-10●17万1720円

ジョグをベースに、シート高を725㎜から700㎜にダ
ウンして扱いやすさを向上させたのがジョグプチ。
2017年モデルでやはり新色が登場。

ヤマハ ジョグ プチ
2017年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/8500rpm●2.3㎏-m/6750rpm●146㎏●
110/70-17・130/70-17●53万8920円

エンジンを改良。メーターもフルデジタルとなった
ほか、リアフェンダーがシャープなものとなりテー
ルランプも新設計されるなど、オフロードモデルのL
と同様に変更。

ホンダ CRF250M
2017年2月

●水冷4ストOHC3バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.43㎏-m/6000rpm●80㎏●
90/90-10・90/90-10●20万9520円

ポップで可愛らしいスタイルが人気の50㏄スクータ
ー、ビーノ。2017年モデルで新カラー3色が加わり、
全6色という豊富なラインアップに。

ヤマハ ビーノデラックス
2017年2月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/7500rpm●1.4㎏-m/6000rpm●145㎏●
120/70-13・130/70-13●36万720円

500台限定のスペシャルエディション。ヤマハレーシ
ングブルーの専用カラーや金色のブレーキキャリパ
ーなどでスポーティイメージを強調。

ヤマハ マジェスティS スペシャルエディション
2017年2月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/8500rpm●1.2㎏-m/5000rpm●130㎏●
90/90-14・100/90-14●32万9400円～34万200円※諸
元は125

カラーバリエーションを変更。クリッパーイエロー
のほか、上質感をより際立たせるツートーンのキャ
ンディーロージーレッド、ポセイドンブラックメタ
リックを設定。

ホンダ PCX/150
2017年2月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●118㎏●
110/70-12・120/70-12●31万8600円

シグナス-XSRのスペシャルエディションを500台
限定発売。ブルー×シルバーの専用カラー、専用エン
ブレム、金色のキャリパーなどが特徴だ。

ヤマハ シグナス-X SR スペシャルエディション
2017年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.4PS/8500rpm●0.35㎏-m/5000rpm●68㎏●
3.50-8・3.50-8●35万2080円

1967年のモンキーZ50Mの雰囲気を再現したカラー
リングや、復刻デザインのウイングマークバッジや
記念マーク入りメインキーなどを採用している。

ホンダ モンキー・50周年アニバーサリー
2017年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●235㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●127万4400円

2017年モデルでモデルチェンジ。エンジンが5PSパ
ワーアップ。IMU（慣性計測装置）を搭載し、KCMF
を核とした電子制御デバイスを実現、加えて防風性
能も向上した。

カワサキ Ninja 1000
2017年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1339㏄●
197PS/9500rpm●15.8㎏-m/7200rpm●266㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●160万9200円

ハヤブサの国内仕様がカラーリングを変更。パール
グレッシャーホワイト×グラススパークルブラック、
パールビガーブルー×グラススパークルブラック、グ
ラススパークルブラックに。

スズキ ハヤブサ
2017年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●24.75PS/8500rpm●2.3㎏-m/6750rpm●157㎏●
3.00-21・120/80-18●64万8000円

CRF250Lのアドベンチャーバージョンというべき、CRF250ラリーの市販モデルが発売され
た。非対称デザインのヘッドライト、大型のスクリーンが目立つフロントマスクをはじめ、そ
のスタイルはホンダのダカールラリー用マシンのノウハウを取り入れたもの。サスペンショ
ンやエンジン、装備類も見直されて長距離走行も快適に。

ホンダ CRF250ラリー
2017年2月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
192PS/13000rpm ● 11.6 ㎏ -m/11000rpm ●
196/195㎏●120/70ZR17・190/50ZR17●201万
4200円～246万2400円

フルモデルチェンジで徹底した軽量・コンパクト化、
エンジンのパワーアップに加え最新の電子制御技術
を採用。足まわりなどの専用化を図った一人乗り仕
様のSPも設定される。

ホンダ CBR1000RR/SP
2017年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998c㏄●
148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●209㎏
/214㎏●120/70ZR17・190/50ZR17●113万1840円
/118万5840円

GSX-S1000/F ABSが平成28年国内排ガス規制
に対応しつつ、最高出力は3PSアップの148PSに。
ネイキッド版のSには特別色マットブラックメタリ
ックが設定された。

スズキ GSX-S1000 ABS/F ABS
2017年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●749㏄●
112PS/10500rpm●8.2㎏-m/9000rpm●212㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●96万9840円

GSX-R750ベースのエンジン、ラジアルマウント
ブレーキキャリパーなどの贅沢な足まわりに加え、
トラクションコントロールやローRPMアシスト
も装備するなど扱いやすさにも配慮。

スズキ GSX-S750 ABS
2017年3月

●水冷４ストOHC２バルブ並列２気筒●248㏄●
24PS/8500rpm●2.2㎏-m/6500rpm●183㎏●
110/80-17・140/70-17●45万6840円

シュラウドからタンク、サイドカバーに印象的なグ
ラフィックが入ったカラーに変更。ホワイト×ブラ
ック、ブルー×ブラック、レッド×ブラック、ブラッ
クの4色に。

スズキ GSR250
2017年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/5500rpm●161㎏●
90/90-18・110/90-17●53万6760円

エストレヤの2017年モデル、メカニズムは従来モデ
ルと同様。ブルー×ホワイト、オレンジ×ホワイトの
明るいイメージの新色2色を設定。

カワサキ エストレヤ
2017年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/5500rpm●161㎏●
90/90-18・110/90-17●55万1880円

スペシャルエディションの2017年モデルは、エンジ
ン、エキゾーストなど車体各部をブラックアウトし
た専用カラーに、専用デザインのニーパッドやシー
ト、立体エンブレムなどを装着。

カワサキ エストレヤスペシャルエディション
2017年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9500rpm●3.8㎏-m/7500rpm●192㎏（194
㎏）●120/70ZR17・160/60ZR17●74万1960円～79
万2720円※（）内はABS

マフラーやメインステップホルダーが変更され、ア
ンダーカバーは廃止。カラーリングも新色が2色追
加された。

ホンダ 400X
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●220㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●115万200円

独特な「Sugomi」スタイルが特徴のZシリーズの
最高峰、Z1000に国内仕様が登場。兄弟モデルのニン
ジャ1000と異なり、電子制御デバイスを備えない。

カワサキ Z1000
2017年4月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●745㏄●
54PS/6250rpm ● 6.5 ㎏ -m/8000rpm ● 238 ㎏●
120/70R17・160/60R15●120万9600円～124万2000円

オフロードモデル的なディテールを盛り込みながら、
コミュータ的な利便性を高次元で融合した合体した
ユニークなアドベンチャーツアラー。DCTやETC
車載器やグリップヒーターも標準装備。

ホンダ X-ADV
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●530㏄●
46PS/6750rpm●5.4㎏-m/5250rpm●215/218㎏●
120/70R15・160/60R15●135万円/124万2000円

TMAX530がモデルチェンジ。電子制御スロットル
を採用したエンジンと、新設計のアルミフレームに
リンク式リアサスを組み合わせた車体を採用。スタ
ンダード仕様のSX、装備を充実させたDXを設定。

ヤマハ TMAX530 DX/SX
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●26PS/9500rpm●2.2㎏-m/7750rpm●168㎏（170㎏）
●130/90-16・150/80-16●53万7840円～58万8600円/78万5160円※諸元は250（）内はABS

幅広い層にオートバイを楽しんでもらうために開発された新世代クルーザー。タフでクール
なイメージのスタイルで、軽量スリムな車体は取り回しやすさも良好。250㏄単気筒エンジン
は扱いやすい出力特性を備える。共通の車体にパワフルな水冷並列2気筒エンジンを搭載し
た兄貴分の500も同時デビュー。写真は250。

ホンダ レブル250/500
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●38PS/12500rpm●2.3㎏-m/11000rpm●
165/167㎏●110/70R17・140/70R17●75万6000円～82万8360円

ホンダファン待望の最新250㏄スーパースポーツ。新開発の水冷並列2気筒エンジンは、最高
出力38PSと国内クラス最高のパワーを発揮。鋼管トラスフレームに倒立フォークを組み合
わせた車体でシャープなハンドリングも実現。LEDヘッドライトを活かした先鋭的なフルカ
ウルスタイルも魅力的だ。

ホンダ CBR250RR/ABS
2017年4月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●
90PS/11000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●208㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●92万3400円

ベーシックなミドルネイキッド・CB650Fの国内仕
様もモデルチェンジ。LEDヘッドライトでスタイル
をリファイン、吸排気系の改良で7PSパワーを向上。

ホンダ CB650F
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●
90PS/11000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●213㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●99万9000円～103万
1400円

エンジンのパワーアップ、ミッションのギア比変更、
サスの改良など変更点はCB650Fと基本的に共通。
スタイリングもよりスポーティに変身。

ホンダ CBR650F
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9500rpm●3.8㎏-m/7500rpm●192㎏（194
㎏）●120/70ZR17・160/60ZR17●69万9840円～78
万3000円※（）内はABS

扱いやすく燃費性能に優れた並列2気筒エンジンと、
レーシーなフルカウルスタイルが特徴のCBR400R。
カラーリングを変更され新色2色が追加。

ホンダ CBR400R
2017年4月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●199㏄●
18PS/8000rpm●1.6㎏-m/6000rpm●163㎏●
110/90-13・130/70-12●52万3800円

トータルバランスに優れた実用的なスクーター、バ
ーグマン200が2017年モデルで平成28年国内排ガス
規制に対応。カラーリングも変更された。

スズキ バーグマン200
2017年4月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
8.2PS/6500rpm●0.99㎏-m/5000rpm●100㎏●
100/90-10・100/90-10●24万3000円

実用性を重視した新型125㏄スクーター。低燃費を狙
った空冷ブルーコアエンジンを軽量ボディに搭載、大
容量のシート下収納などの装備も充実。

ヤマハ アクシスZ
2017年4月

●空冷4ストOHC単気筒●108㏄●9.0PS/7500rpm
● 0.95 ㎏ -m/5500rpm ● 100 ㎏ ● 80/90-14・
90/90-14●23万1120円～23万4360円

2015年にデビュー、高効率なeSPエンジンを積んだ
ハイホイールスクーターディオ110。新色が2色追加
され、全5色のラインアップが揃った。

ホンダ ディオ110
2017年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.6㎏-m/6500rpm●187㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●78万6240円

ニンジャ650と基本メカニズムを共用するネイキッ
ド仕様。従来型までは車名がER-6nだったが、この
モデルチェンジでZ650に変更された。

カワサキ Z650
2017年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
31PS/11000rpm●2.1㎏-m/8500rpm●170㎏●
110/70-17・140/70-17●55万3500円/56万9160円

エンジンやフレームなど、ニンジャ250をベースした
ネイキッドバージョン。2017年モデルはカラー変更
のみで、スペシャルエディションも設定される。

カワサキ Z250ABS/スペシャルエディション
2017年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
29PS/9700rpm●2.2㎏-m/8200rpm●148㎏●
100/80-17・130/70-17●43万7400円

250㏄シングルエンジンを搭載したライトウエイト・
ネイキッドのZ250SL。2017年モデルはカラーリン
グのみ変更。グリーンのフレームが印象的だ。

カワサキ Z250SL
2017年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●997㏄●
160PS/11500rpm ● 11.3 ㎏ -m/9000rpm ●
210/212㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●167万
4000円/199万8000円

エンジン、電子制御システム、車体などをYZF-R1
から受け継いだMT-10の日本国内向けモデルが登場。
オーリンズ製電子制御サスなどを装備した上級モデ
ル・MT-10SPも同時発売。

ヤマハ MT-10/SP
2017年5月

●水冷４ストOHC２バルブ並列２気筒●248㏄●24PS/8000rpm●2.2㎏-m/6500rpm●178㎏●
110/80-17・140/70-17●52万7040円

GSX250Rはスーパースポーツのようなレーシーなフルカウルを装備しているが、その
開発コンセプトは日常的な扱いやすさを持つスタイリッシュでスタンダードなストリー
トスポーツ。GSRベースの248㏄水冷並列2気筒エンジンは街乗りで多用する低中速の
扱いやすさを重視、セパハンを採用しながらも快適なポジション設定も備えている。

スズキ GSX250R
2017年4月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列２気筒●248㏄●33PS/11500rpm●2.1㎏-m/10000rpm●
175/183㎏●100/90-19・130/80-17●62万9640円/68万3640円

大きなスクリーンやシート、アップライトなポジション設定を備えた機能的なアドベンチャ
ースタイルのボディに、スポークホイールとストロークに余裕のあるサスを組み合わせ、ニン
ジャ250ベースの水冷並列ツインのパワーで、あらゆる道で快適な走りを楽しめる。ツアラー
はパニアケース、エンジン・ハンドガード、DCソケット、センタースタンドを装備する。

カワサキ ヴェルシスX250ABS/ツアラー
2017年4月
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●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●
99PS/8000rpm●10.2㎏-m/4000rpm●232/233
㎏●110/80R19・150/70R17●140万4000円/144万
7200円

モデルチェンジで650と共通イメージのスタイルを
採用。メカニズム面ではIMUを新搭載し、モーショ
ントラックブレーキを実現。スポークホイール仕様
のXTも新たに用意された。

スズキ Vストローム1000/XT ABS
2017年5月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●212/215㎏
●110/80R19・150/70R17●90万7200円/95万400
円

フルモデルチェンジで定評のあるメカニズムを磨き
上げた上、スタイリングを1000と共通デザインに。ト
ラクションコントロールも新たに採用。スポークホ
イール仕様のXTも引き続き設定。

スズキ Vストローム650/XT ABS
2017年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.6㎏-m/6500rpm●193㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●80万7840円

2012年以来のフルモデルチェンジ。エンジンは従来
型ベースだが、車体はリアサスをリンク式とするな
ど一新された。国内仕様はETCも標準装備。

カワサキ Ninja 650
2017年5月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●
18PS/7500rpm●1.8㎏-m/5500rpm●161㎏●
90/90-18・110/90-17●57万5640円

往年の名車・W3を想わせるシックなカラーに、専用
エンブレムやデカール、ロゴ入りスペシャルシート
などの特別装備が奢られている。

カワサキ エストレヤ ファイナルエディション
2017年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
192PS/13000rpm●11.5㎏-m/11000rpm●194㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●302万4000円

CBR1000RRSPをベースにマルケジーニ製ホイー
ル装着、特別仕様のエンジン搭載など、さらなる性能
向上を図った。国内限定35台のみの希少モデル。

ホンダ CBR1000RR SP2
2017年6月受注開始

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●638㏄●
53PS/7000rpm●5.9㎏-m/4750rpm●281㎏●
120/70R15・160/60R14●114万4800円

グリップヒーターを全周タイプのものとし、シート
のステッチパターンも変更。同時に平成28年国内排
ガス規制に対応した。カラーは白、黒、グレーの3色。

スズキ スカイウェイブ650LX
2017年7月

●空冷4ストOHC4バルブV型2気筒●941㏄●54PS/5500rpm●8.2㎏-m/3000rpm●252㎏●
100/90-19・140/80R17●106万560円

スポーティなクルーザーのボルトをベースに、70年代風の軽快なスクランブラースタイルに
変身させたのがSCR950。空冷Vツインエンジンなどはボルトとほぼ共通だが、リア周りの
フレームの改良、サスペンションの変更やスポークホイール化、ブロックパターンのタイヤを
装着してフラットダートならば苦もなく走れる。

ヤマハ SCR 950
2017年5月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●3.4PS/8500rpm●0.35㎏-m/5000rpm●68㎏●
3.50-8・3.50-8●43万2000円

2017年春に生産終了が発表されたモンキー。その最終モデルとなったのがこの50周年スペシ
ャル。前後フェンダーや燃料タンク、ヘッドライトケース、サイドカバーが美しいクロームメ
ッキ仕上げとされているのが特徴。限定500台に対し4万5000通もの購入申込みが殺到、公開
抽選が行なわれた。

ホンダ モンキー50周年スペシャル
2017年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●197PS/13200rpm●11.9㎏-m/10800rpm●203
㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●204万1200円

GSX-R1000が5年ぶりにフルモデルチェンジ。軽量コンパクトな車体とハイグレードなサス、
軽量コンパクトで可変バルブタイミングを採用したエンジン、先進の電子制御システムなど、
MotoGPテクノロジーを全身に取り入れて最高のパフォーマンスを発揮。待望の国内仕様は
ハイグレードなサスなどを装備する上級版のRだ。

スズキ GSX-R1000R ABS
2017年7月

●水冷4ストOHC2バルブ並列2気筒●248㏄●24PS/8000rpm●2.2㎏-m/6500rpm●188㎏●
110/80-17・140/70-17●57万240円

Vストロームシリーズらしい個性的なスタイルに、低中速域トルクを重点的に向上させ、パワ
フルさと扱いやすさを両立させた248㏄水冷並列2気筒エンジン、安定性に優れた車体と充実
した装備を組み合わせたアドベンチャーツアラー。扱いやすさに250㏄クラスとは思えない快
適さも兼ね備える1台。

スズキ Vストローム250
2017年7月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7000rpm●1.1㎏-m/5250rpm●104㎏●
120/70-12・130/70-12●35万1000円

前後のホイールとブレーキキャリパー、エンジン右
側面のカバーにゴールドカラーを採用。車体色はマ
ットアクシスグレーメタリックを新たに設定。白と
赤は継続。

ホンダ グロム
2017年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/6000rpm●81㎏●
90/90-10・90/90-10●21万4920円～22万320円

マットガンパウダーブラックメタリックと、マット
ビュレットシルバーの2色を新たに設定。ブレーキ
キャリパー、リアサスペンションスプリングなどは
専用色で、ツートーンカラーのシートを採用。

ホンダ ダンク
2017年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●31PS/
6300rpm●3.7㎏-m/4800rpm●215㎏●120/70-
15・150/70-13●79万9200円

スカイウェイブ400の後継としてデビュー。流麗な
スタイルのボディはスカイウェイブよりも軽量で、
フロントホイールを15インチに大径化している。

スズキ バーグマン400 ABS
2017年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
33PS/11500rpm●2.1㎏-m/10000rpm●175㎏
（183㎏）●100/90-19・130/80-17●62万9640円～64
万440円（68万3640円～70万5240円）※（）内はツアラ
ー

カワサキの250アドベンチャーツアラー、ヴェルシス
-X250/ツアラーの2018年モデルが登場。ツアラーに
は400台限定販売のカラーも用意された。

カワサキ ヴェルシスX250/ツアラー
2017年8月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●127㎏●
110/70-13・130/70-13●35万1000円

MAXシリーズの125㏄版であるNMAXが、平成28
年国内排出ガス規制適合モデルへとチェンジ。同時
にカラーリングも変更された。

ヤマハ NMAX
2017年8月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●118㎏●
110/70-12・120/70-12●31万8600円

スポーティな125㏄スクーターとして人気のシグナ
スX SRがカラーリングを変更、同時に平成28年国
内排出ガス規制適合のためモデルチェンジ。

ヤマハ シグナスX SR
2017年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●220㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●115万200円

2018年モデルではウインカーをLED化した以外メ
カニズム面では従来モデルと同様で、カラーリング
のみ変更。ABSも標準装備。

カワサキ Z1000
2017年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●235㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●127万4400円

2018年モデルはカラー変更のみ。車名に表記はない
が、ABSは標準装備されている。

カワサキ Ninja 1000
2017年9月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●118㎏●
110/70-12・120/70-12●32万9400円

シグナスX SRをベースに、MotoGPマシン・
YZR-M1のモビスターカラーを再現、金色のキャリ
パー、黄色いリアサススプリングも装着。限定1300
台。

ヤマハ シグナスX SR モビスターヤマハ MotoGPエディション
2017年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.4PS/7000rpm●1.0㎏-m/6000rpm●109㎏●
90/90-12・100/90-10●22万1400円

アドレスV125がフルモデルチェンジ。快適さと実用
性を追求した新デザインのボディへ、優れた燃費と
走りを両立した新開発のSEPエンジンを搭載。

スズキ アドレス125
2017年9月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●49㏄●
4.6PS/7500rpm●0.45㎏-m/7000rpm●139㎏●
100/100-12・130/70-8●39万7440円円

平成28年排出ガス規制に対応。新たにリアフェン
ダーの左側にエンジンオイルの点検・交換時に役
立つ開閉式の点検窓を設置しメンテナンス性を向
上している。

ホンダ ジャイロキャノピー
2017年9月

●水冷4スト OHC4バルブ単気筒●49㏄●
4.6PS/7500rpm●0.45㎏-m/7000rpm●113/110
㎏●90/100-10・130/70-8●39万7440円/41万9040円

平成28年排出ガス規制対応として燃料蒸発ガス抑
制装置や、排出ガスの異常を警告する車載故障診
断装置を装着。開閉式のオイル点検窓も設置。

ホンダ ジャイロXベーシック/スタンダード
2017年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8500rpm●0.35㎏-m/7000rpm●74㎏●
80/90-10・80/90-10●17万4960円

SEPエンジンを搭載するスポーツスクーター。ト
リトンブルーメタリック、スプラッシュホワイト、
グラスシャインブラックの3色がラインアップ。

スズキ アドレスV50
2017年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8500rpm●0.35㎏-m/7000rpm●70㎏●
80/90-10・80/90-10●16万3080円

優れた燃費性能と使い勝手のよいコンパクトな車
体サイズが特徴のレッツが平成28年国内排気ガス
対応。新色のディープマゼンタを加え全4色のラ
インアップに。

スズキ レッツ
2017年9月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8500rpm●0.35㎏-m/7000rpm●76㎏●
80/90-10・80/90-10●18万2520円

フロントに大型バスケットやフロントインナーラ
ックを装備して利便性を高めたモデル。レッツと
同様、平成28年国内排気ガス対応。新色の「ソリッ
ドスペシャルホワイトNo.2」を加え、全3色に。

スズキ レッツバスケット
2017年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●167㎏●
110/70-17・140/70-17●64万2600円/56万7000円
※諸元はR25

YZF-R3/25 に、ヤ マ ハ の MotoGP マ シ ン・
YZR-M1のカラーリングを再現したモデルが登場
した。国内ではR3が9月発売で300台、R25が10月発売
で400台の限定販売となる。

ヤマハ YZF-R25/3モビスターヤマハ MotoGPエディション
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●133㎏●
90/80-17・130/70-17●35万4240円

水冷DOHC単気筒エンジン、フレームやサスは
GSX-R125をベースにしているが、ワイルドな雰
囲気に仕上げたネイキッドスタイルで印象を大き
く変えている。

スズキ GSX-S125 ABS
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
110PS/7250rpm●12.0㎏-m/5500rpm●274㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●155万5200円

CB1300SFをベースにハーフカウルを装着、高速走
行での快適性を高めたCB1300スーパーボルドール
もモデルチェンジ。CB1300SFと同様の改良が施さ
れた。

ホンダ CB1300スーパーボルドール
2017年10月

●空冷4スト OHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/6000rpm●79/78㎏
●80/100-10・80/100-10●17万8200円～16万5240円

平成28年排出ガス規制対応を施すとともに、カラー
バリエーションを変更。タクトはヘビーグレーメタ
リック-Uを追加し全2色に。ベーシックはキャンデ
ィーブレイズオレンジを追加して6色に。

ホンダ タクト/ベーシック
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
N.A●N.A●206㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●
210万6000円

全日本ロードレース・JSB1000クラスへの参戦用ベ
ース車両としてZX-10RRを販売。登録書類が付属
せず公道走行も不可とされている。

カワサキ Ninja ZX-10RR国内向けレースベース
2017年10月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●49㏄●
4.4PS/7750rpm●0.43㎏-m/6000rpm●110㎏●
90/90-12・110/90-10●23万7600円※諸元・価格はベ
ンリィ

平成28年度排出ガス規制に適合。タンクは10Lとな
り、オイル点検窓を装備。

ホンダ ベンリィ/プロ/110/110プロ
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●599㏄●
N.A●N.A●191㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●
92万4480円

全日本選手権のレースでST600クラスに参戦するた
めのベース車両で、レース用ECUとサブハーネスが
付属する。公道走行は不可。

カワサキ Ninja ZX-6R国内向けレースベース
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.6㎏-m/6500rpm●193㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●82万9440円

ニンジャ650の2018年モデルに、世界スーパーバイク
選手権で活躍するZX-10Rのカラーリングを再現し
たKRTエディションが追加された。

カワサキ Ninja 650 KRT Edition
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
56PS/11000rpm●4.0㎏-m/9500rpm●199㎏（201
㎏）●120/60ZR17・160/60ZR17●81万5400円～89
万8560円※（）内はABS

ロングセラーにしてベストセラーの400㏄ネイキッ
ド。エンジンは3PSのパワーアップと同時に平成28
年度排出ガス規制をクリア。ヘッドライトもLEDに。

ホンダ CB400スーパーフォア/＜ABS＞
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●110PS/7250rpm●12.0㎏-m/5500rpm●268
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●144万7200円

伝統と最新技術をミックスしたCBシリーズの最高峰モデルで、根強い支持を集め続ける
CB1300SF。今回のモデルチェンジで、丸形LEDヘッドライトの採用などスポーティで堂々
たるネイキッドスタイルをリファイン。排ガス規制をクリアしつつ9PSパワーアップされた
水冷直4エンジンは、アシストスリッパークラッチも装備。

ホンダ CB1300スーパーフォア
2017年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●56PS/11000rpm●4.0㎏-m/9500rpm●205㎏
（206㎏）●120/60ZR17・160/60ZR17●94万7160円～104万7600円※（）内はABS

トータルバランス抜群なCB400SFの双子モデルで、ハーフカウルを装備したCB400SBも
モデルチェンジ。平成28年度排出ガス規制対応、パワーアップ、前後サスペンションの改良に
よるハンドリングの改善などはCB400SFと共通。CB400SBは全車ABSが標準装備なの
がCB400SFとは異なっている。

ホンダ CB400スーパーボルドール＜ABS＞
2017年10月
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2017-2018

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
200PS/13000rpm●11.6㎏-m/11500rpm●208㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●輸出車

2017年ミラノショーで初公開されたZX-10R SEは、
カワサキ製スポーツモデルとしては初の電子制御サ
スペンション・KECSを標準装備する。

カワサキ Ninja ZX-10R SE
2018年

●空冷4ストOHV4バルブV型2気筒●1854㏄●N.A
●N.A●396.9㎏●130/70R18・200/55R16●輸出
車

スターベンチャーから派生したニューモデル。ベン
チャーの基本構成はそのままに、バガースタイルを
採用してワイルドなイメージを強調している。

ヤマハ スターエルダー
2018年

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
200PS/11000rpm●14.0㎏-m/9500rpm●256㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●輸出車

H2シリーズに、スポーツツアラー仕様のH2SXが
追加。アップライトなポジションと大型スクリーン、
タンデムも配慮したシートなどで快適性アップ。

カワサキ Ninja H2SX/SE
2018年

●水冷４ストDOHC４バルブV型2気筒●645㏄●
76.1PS/8500rpm●6.5㎏-m/8100rpm●197㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17● 73万 8270円 /78万
1920円

ベーシックなネイキッドスタイルのSV650と、そ
のSV650をベースにヘッドライトカウル、シュラ
ウド、セパレートハンドル、タックロールシートを
装備したSV650Xに2019年モデルが登場。
※写真はSV650X ABS

スズキ SV650/X ABS
2018年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●167㎏
（170㎏）●110/70-17・140/70-17●56万7000円（61
万200円）/64万2600円※諸元はR25（）内はABS

人気の250スーパースポーツ・YZF-R25と排気量を
拡大版のR3に2018年モデルが登場。変更点はカラー
のみ、シリーズ共通の新色3タイプが揃った。

ヤマハ YZF-R25/ABS/R3ABS
2018年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/7500rpm●1.4㎏-m/6000rpm●145㎏●
120/70-13・130/70-13●37万2600円

コンパクトボディに155㏄エンジンを搭載し、俊敏な
走りと高い実用性で人気のマジェスティSが、LED
ヘッドライトを採用し大きくイメージチェンジ。

ヤマハ マジェスティS
2018年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●159/164㎏
●90/80-14・130/70-13●39万4200円/43万2000円

124㏄ブルーコアエンジンを搭載。4バルブ化すると
ともに、VVA機構を採用し最高出力を1PS向上。
さらに、43.6㎞/Lという低燃費も実現。フレームも
新設計。

ヤマハ トリシティ125/ABS
2018年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
23PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●179㎏●
120/70-15・140/70-14●64万2600円

ヨーロッパなどで人気のXMAXの250㏄モデルが、
2018年に国内向けにも発売開始。洗練されたスタイ
リング、高効率のブルーコアエンジンを採用してい
ることが特徴。

ヤマハ XMAX ABS
2018年1月

●空冷４ストOHC４バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●119㎏●
120/70-12・130/70-12●32万9400円

平成28年度国内排出ガス規制へ適合。チタンカラー
とブラウンをロートーンで組み合わせたマットチタ
ン1と、ビビットイエローソリッド2の2色が新色とし
て設定された。

ヤマハ BW’S125
2018年2月

●水冷４ストOHC４バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●127㎏●
110/70-13・130/70-13●35万1000円

高級感を強めた、ビビッドパープリッシュブルーカ
クテル5とマットグレーメタリック3の2色を新色に加
え、ホワイトメタリック6は継続販売される。

ヤマハ NMAX ABS
2018年2月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列4気筒●1297㏄●
147PS/8000rpm●14.1㎏-m/7000rpm●296/289
㎏●120/70-17・180/55-17●183万6000円/151万
2000円

高品質なイメージのダークグレーメタリックに加え、
マットブルーをベースカラーにしたマットダークパ
ープリッシュブルーメタリックを新色に設定。

ヤマハ FJR1300AS/A
2018年2月

●水冷４ストOHC４バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●118㎏●
110/70-12・120/70-12●31万8600円

新車体色、マットダークブルーイッシュグレーメタ
リック2はマットダークブルーをベースにオレンジ
をアクセントに、マットブラック2はホワイトとの組
み合わせ。全６色設定。

ヤマハ シグナスX SR
2018年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●134㎏●
90/80-17・130/70-17●38万6640円

スズキのスーパースポーツ・GSX-Rシリーズの長い歴史の中で初めて登場した最小排気量の
125㏄モデル。最新GSX-Rシリーズのノウハウを活かしたDOHC4バルブ単気筒エンジン
など、小さくても本格的な走りを支えるメカニズムやレーシーなフルカウルスタイルで、ルッ
クスも走りもGSX-Rらしさにあふれている1台。

スズキ GSX-R125 ABS
2018年1月
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●水冷４ストDOHC４バルブ並列４気筒●999㏄●
197PS/13200rpm●11.9㎏-m/10800rpm●203㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●204万1200円

GSX-R1000RABSの新車体色は、トリトンブル
ーメタリック、パールグレッシャーホワイト、グラ
ススパークルブラックの３色設定に。

スズキ GSX-R1000R ABS
2018年4月

●空冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●1140㏄●
90PS/7500rpm●9.3㎏-m/5500rpm●253/255／
252㎏●●110/80-18・140/70-18（CB1100/RS） 
120/70-17・180/55-17（RS）●122万400円/133万
8120円/137万8080円

CB1100の車体色は白系１色、EXの車体は赤系と青
系の２色設定となる。RSは、３色車体設定と共に、
グリップヒーター、ETC車載器、ABSを標準装備と
した。

ホンダ CB1100/EX/RS
2018年4月

●水冷４ストOHC４バルブV型2気筒●941㏄●
54PS/5500rpm●8.2㎏-m/3000rpm●252㎏●
100/90-19・150/80-16●96万120円／100万6560円

新車体色にブラックメタリックを用意したBOLT 
ABS。RスペックABSは、ブルーイッシュグレー
ソリッド4、ビビッドパープリッシュブルーカクテル
5の2色の車体色を設定。

ヤマハ ボルト ABS/RスペックABS
2018年4月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9500rpm●3.8㎏-m/7500rpm●194㎏●
120/70-17・160/60-17●79万2720円

車体色にキャンディークロモスフィアレッドとマッ
トバリスティックブラックメタリックを新採用。こ
のモデルよりアンチロックブレーキシステム(ABS)
が標準装備される。

ホンダ 400X
2018年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
38PS/12500rpm●2.3㎏-m/11000rpm●165㎏●
110/70R17・140/70R17●80万6760円

CBR250RRのABS仕様のみの新色として、CBR
らしい先鋭的なフォルムを際立たせるパールグレア
ホワイトが追加された。

ホンダ CBR250RR＜ABS＞
2018年4月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列4気筒●948㏄●
125PS/9500rpm●10.0㎏-m/7700rpm●210㎏●
120/70-17・180/55-17●95万0400円

Z900RS同様のエンジンを新設計の軽量トレリスフ
レームに搭載。パワフルで軽快、機敏な運動性能を高
次元でバランスさせ、高いコントロール性と快適な
乗り心地を両立。

カワサキ Z900
2018年4月

●水冷４ストOHC４バルブ並列2気筒●745㏄●
54PS/6250rpm●6.9㎏-m/4750rpm●218~231㎏
●120/70-17・160/60-17●74万3040円/88万200円
/94万6080円

これまでDCTモデルにのみ設定されていた、グリッ
プヒーター&ETC車載器を標準装備した「Eパッケ
ージ」を、マニュアルトランスミッション仕様の
NC750X＜ABS＞にも設定。

ホンダ NC750X/ ＜ABS＞Eパッケージ/ DCT＜ABS＞Eパッケージ
2018年4月

●水冷４ストOHC単気筒●149㏄●15PS/8500rpm
● 1.4 ㎏ -m/6500rpm ● 131 ㎏ ● 100/80-14・
120/70-14●37万3680円/39万5280円

フロントからリアまで連続的に流れる様なボディラ
インを描く「流麗で伸びやか」なデザインや、熟成を
図ったグローバルエンジンを採用するなど、PCX同
様にフルモデルチェンジ。

ホンダ PCX150/＜ABS＞
2018年4月

●水冷４ストOHC４バルブ並列2気筒●745㏄●
54PS/6250rpm●6.9㎏-m/4750rpm●218~228㎏
●120/70-17・160/60-17●74万880円～75万7080円
/82万2960円～80万6760円

全タイプにアンチロックブレーキシステム(ABS)を
標準装備すると共に、グラファイトブラック（ツート
ーン）とキャンディークロモスフィアレッドの２色の
ボディカラー設定となった。

ホンダ NC750S/DCT
2018年4月

●水冷4ストOHC単気筒●124㏄●12PS/8500rpm
● 1.2 ㎏ -m/5000rpm ● 130 ㎏ ● 100/80-14・
120/70-14●34万2360円

2度目のフルモデルチェンジでは、ダブルクレードル
構造の新フレームや熟成の進んだeSPエンジン、ス
マートキーの採用などでさらに進化。

ホンダ PCX
2018年4月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列3気筒●845㏄●116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8100rpm●214
㎏●120/70-17・180/55-17●111万2400円

MT-09から派生したスポーツツアラー、トレーサー900がモデルチェンジ。定評のあったスポ
ーツ性はそのまま、快適な乗り心地とツーリング機能を強化するため、防風性能を高めた新型
フロントスクリーンをはじめ、新しい前後シート、サイドケース用マウント追加、60㎜延長さ
れたスイングアームなど大改良を受けた。

ヤマハ トレーサー900 ABS
2018年4月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列2気筒●688㏄●73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●183㎏
●120/70-17・180/55-17●77万7600円

MTシリーズのミドルバージョンとして、軽快な走りとトータルバランスの高さで高く評価さ
れたMT-07がモデルチェンジ。スタイリングを一新し、ライダーの操作に対し優れたパフォ
ーマンスを発揮するべく、前後サスをリニューアル。また、ライディングポジションの自由度
を高める設定となっている。

ヤマハ MT-07ABS
2018年4月



141

2018-2019

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●
107PS/10250rpm●7.9㎏-m/8500rpm●246㎏●
120/70-17・180/55-17●147万3120円

ボディカラーは、キャンディープロミネンスレッド
の１色設定となる。従来より装備していたETC車載
器を、ETC2.0へとバージョンアップした。

ホンダ VFR800X
2018年12月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列4気筒●636㏄●
126PS（ラムエア加圧時：132PS）/13500rpm●7.1㎏
-m/11000rpm●197㎏●120/70-17・180/55-17●
132万8400円

リニューアルされたNinjaZX-6Rのバリエーショ
ンモデル。車体グラフィックには、スーパーバイク世
界選手権で戦うNinjaZX-10RRと同イメージのカ
ラーリングを採用する。

カワサキ Ninja ZX-6R KRT EDITION
2018年12月

●水冷4ストDOHC4バルブV型4気筒●781㏄●
107PS/10250rpm●7.9㎏-m/8500rpm●243㎏●
120/70-17・180/55-17●141万9120円/80万6760円
～149万4720円

ETC2.0車載器を採用。2019年3月には80年代にア
メリカのレースシーンで活躍した「VFR750Fインタ
ーセプター」をイメージさせるカラーを採用したパ
ールグレアホワイト・ストライプを発売。

ホンダ VFR800F
2018年12月/2019年3月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 78 ㎏ ● 80/100-10・
80/100-10●16万7400円

タクトのシート高をダウンし足着き性を向上させた
のがベーシック。スペシャルは専用カラーを採用し
た受注期間限定車。

ホンダ タクト・ベーシック スペシャル
2019年1月

●空冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●1140㏄●
90PS/7500rpm●9.3㎏-m/5500rpm●256/255／
252 ㎏ ● 110/80R18・140/70R18（CB1100/EX）
120/70ZR17・180/55ZR17（RS）●123万1200円～
137万8080円

各部熟成を進めると共に、各モデル新車体色を採用。
CB1100が、ダークネスブラックメタリック１色の設
定。EXは、フェンダーも車体色と同一色に変更。RS
の車体色は３色設定。

ホンダ CB1100/EX/RS
2019年1月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 81 ㎏ ● 80/100-10・
80/100-10●19万9800円

ジョルノは愛らしいスタイルと扱いやすさが特徴の
50㏄スクーター。スペシャルは専用カラーを採用し
た受注期間限定車。

ホンダ ジョルノ・スペシャル
2019年1月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●999㏄●
192PS/13000rpm●11.6㎏-m/11000rpm●196/
195㎏●120/70-17・190/50-17●204万6600円・207
万9000円/249万4800円

後輪のスリップや加速時の前輪浮きを抑止する
Hondaセレクタブルトルクコントロールの旋回中
のタイヤ周長変化の精度が向上した。また、制御介入
量を任意で選択可能に。

ホンダ CBR1000RR/SP
2019年1月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
33PS/11500rpm●2.1㎏-m/10000rpm●183㎏●
110/90-19・130/80-17●68万9040円

ニンジャ譲りのエンジンを積んだ250アドベンチャ
ー。2019年モデルはカラーリングとグラフィックを
一新した。

カワサキ ヴェルシスX250 ツアラー
2019年1月

●水冷４ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
76.1PS/8500rpm●6.5㎏-m/8100rpm●197㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●73万8720円

SV650がフロントブレーキキャリパーを片押し2
ポットから異径対向4ポットに。カラーも新色で
マフラーカバーも新デザインに。

スズキ SV650 ABS
2019年1月

●水冷４ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
76.1PS/8500rpm●6.5㎏-m/8100rpm●197㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●78万1920円

SV650のカフェレーサーバージョン、SV650Xも
スタンダードなSV650と同様のマイナーチェン
ジを受けている。

スズキ SV650X ABS
2019年1月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/9500rpm●2.2㎏-m/7750rpm●168㎏（170
㎏）●130/90-16・150/80-16●53万7840円 (58万
8600円)（ ）はABS

水冷単気筒エンジンを積む軽快でスタイリッシュな
クルーザーのレブル。新色2色が追加され、全4色の
ラインアップに。

ホンダ レブル250
2019年1月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●62万9640円/64万440円

250スーパースポーツの人気モデル・ニンジャ250の
2019年カラーが登場。新色2色がラインアップされ
た。

カワサキ Ninja250
2019年1月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列4気筒●636㏄●126PS（ラムエア加圧時：132PS）/13500rpm●
7.1㎏-m/11000rpm●197㎏●120/70-17・180/55-17●132万8400円

ZX-6Rが久々にモデルチェンジを受け国内発売。フレームやエンジンなどは従来モデルがベ
ースだが、LEDヘッドライトを採用した新スタイリングとなり、さらにKQS（カワサキクイ
ックシフター）、KTRC（カワサキトラクションコントロール）、パワーモードなど最新のライ
ダーサポート技術を搭載。国内仕様はETC2.0も標準装備する。

カワサキ Ninja ZX-6R
2018年12月
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●水冷４ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.7PS/8000rpm●0.98㎏-m/6000rpm●102㎏●
100/90-12・120/70-12●34万5600円/35万3160円

Zシリーズの最小排気量モデルで、本格装備と軽快な
走り、独特なデザインが魅力。カラー＆グラフィック
を変更。

カワサキ Z125 PRO
2019年1月

●空冷４ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/6000rpm●81㎏●
80/100-10・80/100-10●19万9800円

レトロポップなスタイルで人気の50㏄スクーター。カ
ラーリングとグラフィックを変更した2019年モデル
が登場。新色はイエロー、ライトブルー、ブルーの３
色。

ヤマハ ビーノ
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●214㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●118万5840円

GSX-S1000のフルカウル版。新色としてスズキの
MotoGPマシンを想わせるグラフィックのブルー
が追加された。

スズキ GSX-S1000F ABS
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●209㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●113万1840円

GSX-R譲りの走りが魅力のスーパーネイキッド。
2019年モデルではカラー、グラフィックが変更され
た。

スズキ GSX-S1000 ABS
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
210PS/11000rpm●14㎏-m/9500rpm●256㎏●
120/70-17・190/55-17●198万8000円

ニンジャH2シリーズのスポーツツアラーバージョ
ン。防風性の高いカウルやタンデムでも快適なシー
トなどを備える。

カワサキ Ninja H2 SX
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
210PS/11000rpm●14㎏-m/9500rpm●260㎏●
120/70-17・190/55-17●239万7600円

ニンジャH2 SXにフルカラーTFT液晶メーターパ
ネルやLEDコーナリングライトなどのさらなる機
能や装備を追加したモデル。

カワサキ Ninja H2 SX SE
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
210PS/11000rpm●14㎏-m/9500rpm●262㎏●
120/70-17・190/55-17●277万5600円

ニンジャH2 SXの最上位版として、SE+も国内発
売。SXSEに電子制御サス・KECSやブレンボ製ブ
レーキなどを追加装備してグレードアップ。

カワサキ Ninja H2 SX SE+
2019年2月

●空冷４ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
8.2PS/6500rpm●0.99㎏-m/5000rpm●100㎏●
100/90-10・100/90-10●24万3000円

軽快な125㏄スクーターのアクシスZがカラー変更。
2019年モデルとして新色4色を追加、全5色のライン
アップに。

ヤマハ AXIS Z
2019年2月

●水冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●745㏄●
54PS/6250rpm●6.9㎏-m/4750rpm●238㎏●
120/70-17・160/60-15●124万920円～127万3320円

独特なスタイルが特徴のATアドベンチャー・
X-ADV。ETC2.0車載器が標準搭載され、カラーリ
ングも変更されている。

ホンダ X-ADV
2019年2月

●空冷４ストOHC単気筒●108㏄●9PS/7500rpm
● 0.95 ㎏ -m/5500rpm ● 100 ㎏ ● 80/90-14・
90/90-14●23万1120円～23万4360円

14インチホイール採用の原付二種スクーター。カラ
ーリングを変更するのと同時に、ツートーンカラー
シートも採用。

ホンダ ディオ110
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●530㏄●
46PS/6750rpm●5.4㎏-m/5250rpm●215㎏(218
㎏)●120/70-15・160/60-15●124万2000円(135万
円)（ ）はDX

スタンダードモデルのSX、豪華装備のDX、両モデ
ルのカラーリングを変更。2019年カラーとして発売
を開始。

ヤマハ TMAX530SX/DX
2019年2月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 78 ㎏ ● 80/100-10・
80/100-10●16万5240円

スタンダードなタクトと、アイドリングストップを
省略し、シート高も落としたベーシック。2019年は
カラーのみ変更。

ホンダ タクト/ベーシック
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●1040㏄●120PS/9000rpm●10.4㎏-m/7500rpm●257
㎏●120/70-17・180/55-17●186万8400円

ニンジャ1000系の基本メカニズムをベースにしたアドベンチャーツアラー・ヴェルシス1000。
2019年モデルから電子制御スロットルやIMUなど最新の電子制御システムが盛り込まれて
いるが、国内仕様としては電子制御サス、クイックシフターなどを追加した上級版のSEのみ
が販売された。この国内仕様にのみETC2.0車載器も標準装備されている。

カワサキ ヴェルシス1000SE
2019年2月
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●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●471㏄●
46PS/8500rpm●4.4㎏-m/6500rpm●190㎏●
130/90-16・150/80-16●78万5160円

レブルと基本的に共通の車体に、471㏄並列2気筒エ
ンジンを積んだモデル。2019年モデルでは車体色の
みが変わった。

ホンダ レブル500
2019年2月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 81 ㎏ ● 80/100-10・
80/100-10●19万4400円/20万3040円

丸みを帯びた愛らしいスタイルのスクーター、ジョ
ルノ。カラーバリエーションの変更が行われた。くま
モンバージョンも設定。

ホンダ ジョルノ/くまモン バージョン
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.6㎏-m/6500rpm●193㎏●
120/70-17・160/60-17●80万7840円

650㏄水冷並列ツインを積んだミドルフルカウルス
ポーツ。2019年はカラー＆グラフィックを変更、ブ
ラック1色のみ。

カワサキ Ninja650
2019年2月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 81 ㎏ ● 80/100-10・
80/100-10●19万9800円

ジョルノの上級版。上品でかわいらしいジョルノの
印象をより際立たせる、専用ツートーンカラー2色が
用意されている。

ホンダ ジョルノ・デラックス
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.6㎏-m/6500rpm●193㎏●
120/70-17・160/60-17●82万9440円

ニンジャ650をカワサキのワークスチーム・KRTイ
メージのカラーとしたモデル。2019年モデルでグラ
フィック変更。

カワサキ Ninja650 KRT EDITION
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●398㏄●
48PS/10000rpm●3.9㎏-m/8000rpm●166㎏●
110/70-17・150/60-17●66万7440円

Zシリーズの400㏄版がフルモデルチェンジ。ER-6
系から、2018年にフルモデルチェンジしたニンジャ
400にベースを変更。

カワサキ Z400
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/8500rpm●2.3㎏-m/6750rpm●144㎏(143
㎏ ) ● 3.00-21・120/80-18● 49万 7880円（ ）は
TypeLD

定番250㏄オフローダー・CRF250Lが新カラーに。
前後サスを変更してシート高をダウンしたタイプLD
も追加設定。

ホンダ CRF250L/Type LD
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10500rpm●164㎏●
110/70-17・140/70-17●59万7240円

ニンジャ250のネイキッド版がフルモデルチェンジ。
2018年のモデルチェンジで大幅に進化した新型ニン
ジャベースとなる。

カワサキ Z250
2019年2月

●水冷４ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●
99PS/8000rpm●10.2㎏-m/4000rpm●232㎏●
110/80R19・150/70R17●140万4000円

スポーティなアドベンチャー、Vストローム1000の
2019年モデルはカラーリングの変更のみとなってい
る。

スズキ Vストローム1000 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●
99PS/8000rpm●10.2㎏-m/4000rpm●233㎏●
110/80R19・150/70R17●144万7200円

Vストローム1000にスポークホイールを装着したモ
デル。2019年モデルはカラーリングのみ変更された。

スズキ Vストローム1000XT ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
212PS/13500rpm●11.6㎏-m/11200rpm●206㎏
●120/70-17・190/55-17●206万2800円

2019年国内で販売されるZX-10Rシリーズのスタン
ダードモデル。カラーリングはWSBKで活躍する
ワークスマシンをイメージ。

カワサキ Ninja ZX-10R KRT EDITION
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
212PS/13500rpm●11.6㎏-m/11200rpm●208㎏
●120/70-17・190/55-17●265万6800円

電子制御サス・KECSを装備した上級モデル。マル
ケジーニ製アルミ鍛造ホイールも標準装備。自己修
復する特殊塗装も採用。

カワサキ Ninja ZX-10R SE
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
213PS/13500rpm●11.7㎏-m/11200rpm●206㎏
●120/70-17・190/55-17●292万6800円

レース用ベースモデル。チタンコンロッドを使用し
たエンジンをはじめ、鍛造ホイールやサーキット向
けのサスも装備。

カワサキ Ninja ZX-10RR
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●183㎏●
120/70-17・180/55-17●77万7600円

688㏄水冷並列ツインを搭載するミドルネイキッド・
MT-07がカラーチェンジ、全3色のラインアップと
なった。

ヤマハ MT-07 ABS
2019年3月
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●水冷４ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●267㎏●
120/70-15・190/55-17●194万4000円

大排気量LMWスポーツモデルのナイケンをベース
に、大型スクリーンやグリップヒーター、専用シート
を追加したツアラー仕様。

ヤマハ ナイケン GT
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●186㎏●
120/70-17・180/55-17●89万9640円

XSR700の2019年カラーは大人の雰囲気。カラー以
外にメカニズムなどの変更点はない。

ヤマハ XSR700 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●214㎏●
120/70-17・180/55-17●111万2400円

街乗りからツーリングまでスポーティで快適な走り
を楽しめるトレーサー900。走りへの情熱を表現した
新色を採用。

ヤマハ トレーサー900 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●215㎏●
120/70-17・180/55-17●119万8800円

フルアジャスタブル倒立フォークやクルーズコント
ロールを備えるトレーサー900の上級モデル・GTも
カラーを変更。

ヤマハ トレーサー900 GT ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●195㎏●
120/70-17・180/55-17●104万2200円

レトロでスポーティなイメージのXSR900。ヤマハ
スポーツの伝統とスポーティさを表現する新色が追
加された。

ヤマハ XSR900 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●215㎏●
110/80R19・150/70R17●95万400円

Vストローム650にスポークホイールを装着した
650XT。2019年モデルもカラーリングのみを変更し
ている。

スズキ Vストローム650XT ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●648㏄●95PS/12000rpm●6.5㎏-m/8500rpm●207㎏
●120/70-17・180/55-17●103万6800円～106万9200円

CBR650Fから“操る楽しみ”を狙いフルモデルチェンジ。LEDライトを活かした新デザイン
のフルカウルで一新。剛性バランスを見直した新フレームを中心に、軽量化とマスの集中化を
進めた車体に倒立フォークなどを組み合わせ運動性能も向上。エンジンもフレキシブルさと
高回転での力強さを両立。アシストスリッパークラッチで快適でスムーズな乗り味に。

ホンダ CBR650R
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●648㏄●95PS/12000rpm●6.5㎏-m/8500rpm●202㎏
●120/70-17・180/55-17●96万1200円

CB650Fの後継モデルとして登場。CB1000Rと共通な凝縮感のあるカフェレーサー的スタ
イルに一新、LEDヘッドライトも採用。フレームも一新され軽量化と同時に剛性バランスも
改善し、より軽快で上質な乗り味に。エンジンは扱いやすいトルク特性を備えつつ高回転での
出力を向上し、アシストスリッパークラッチやセレクタブルトルクコントロールも装備。

ホンダ CB650R
2019年3月

●空冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●52PS/6500rpm●6.3㎏-m/4800rpm●223㎏●
100/90-18・130/80-18●111万2400円

W800カフェはエンジンやフレーム、足まわりなどの基本的なメカニズムはW800ストリート
と共通。コンパクトなビキニカウルをはじめ、低く構えたスワローハンドルや、軽快なイメー
ジのカフェシートを装着することで、クラシカルさ満点のカフェレーサースタイルへとイメ
ージチェンジを図った。ETC2.0車載器キットも標準装備されている。

カワサキ W800カフェ
2019年3月

●空冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●52PS/6500rpm●6.3㎏-m/4800rpm●221㎏●
100/90-18・130/80-18●99万3600円

往年の名車Wシリーズの重厚なスタイリングや走りを現代に甦らせたW800シリーズ。W800
ストリートは、全身ブラックアウトしたオーソドックなスタイルと、アップライトなハンドル
がもたらすゆったり快適なポジションが特徴。熟成を重ねた空冷バーチカルツイン、前後18イ
ンチホイール、LEDヘッドライト、ETC2.0車載器などはカフェと共通。

カワサキ W800ストリート
2019年3月
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●水冷４ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●212㎏●
110/80R19・150/70R17●90万7200円

Vストロームシリーズのミドルバージョンである
Vストローム650もカラー変更。シリーズ各車とも
に価格は据え置き。

スズキ Vストローム650 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.6㎏-m/6500rpm●187㎏●
120/70-17・160/60-17●78万6240円

Z650は650㏄水冷並列2気筒エンジン搭載の軽快な
ミドルネイキッド。カラーとグラフィックが変更さ
れた。

カワサキ Z650
2019年3月

●水冷４ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/8000rpm●1.4㎏-m/6000rpm●165㎏●
90/80-14・130/70-13●47万5200円

トリシティの軽二輪バージョン。2019年モデルはフ
ィット感に優れたシートを採用し、シート高も15㎜
ダウン。新色も採用した。

ヤマハ トリシティ155 ABS
2019年3月

●水冷４ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●164㎏●
90/80-14・130/70-13●45万3600円

フロント二輪のLMW機構を採用する三輪スクータ
ー・トリシティ125のABS版。軽快なイメージの新
色を追加して全3色に。

ヤマハ トリシティ125 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●320㏄●
42PS/10750rpm●3㎏ -m/9000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●56万7000円

MT-25と共通の車体に320㏄エンジンを搭載する
MT-03。 2019年モデルはカラーとグラフィックを変
更している。

ヤマハ MT-03
2019年3月

●水冷４ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●159㎏●
90/80-14・130/70-13●41万5800円

ABSを備えていないトリシティ125のスタンダード
モデル。ABS版とカラーリングが共通になりブルー
メタリックとホワイトメタリック、グレーメタリッ
クの全3色のラインアップに。

ヤマハ トリシティ125
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/8500rpm●2.3㎏-m/6750rpm●157/156㎏
●3.00-21・120/80-18●70万2000円

最新のダカールラリー参戦マシン・CRF450ラリーの
イメージを踏襲するカラーを新採用。低シート高仕
様のタイプLDも追加。

ホンダ CRF250ラリー/Type LD
2019年3月

●空冷４ストOHC単気筒●109㏄●8PS/7500rpm
● 0.87 ㎏ -m/5500rpm ● 99 ㎏ ● 70/90-17・
80/90-17●28万6200円

スーパーカブ110をベースに、街に溶け込む落ち着い
た印象のカラーを採用したおしゃれで特別感にあふ
れたモデル。

ホンダ スーパーカブ110・ストリート
2019年3月

●空冷４ストOHC単気筒●49㏄●3.7PS/7500rpm
● 0.39 ㎏ -m/5500rpm ● 96 ㎏ ● 60/100-17・
60/100-17●24万3000円

実用車であるスーパーカブ50を、淡い色合いボディ
を中心に上品で洗練されたカラーコーディネートで
まとめた1台。

ホンダ スーパーカブ50・ストリート
2019年3月

●水冷４ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 81 ㎏ ● 90/90-10・
90/90-10●21万4920円～22万320円

上質さと個性的なスタイルが特徴のダンク。上質感
を際立たせるカラーを新たに追加設定し、全6色の
ラインアップに。

ホンダ ダンク
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●46PS/9000rpm●3.9㎏-m/7500rpm●196㎏●
110/80-19・160/60-17●81万1080円

モデルチェンジでスタイリングを変更するのと同時に、フロントホイールを19インチ化して
走破性の向上を図った。

ホンダ 400X
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●35PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●167㎏
●110/70-17・140/70-17●59万9400円

毎日乗れるスーパースポーツとして根強い人気を集めているYZF-R25が、初めて大規模なモ
デルチェンジを受けた。フロントマスクをはじめ、スタイリングは最新のMotoGPマシン・
YZR-M1を想わせる新デザインになり、LEDヘッドライトも採用。フロントフォークは倒立
タイプとなり、快適性とスポーツ性をハイレベルで両立させている。

ヤマハ YZF-R25
2019年3月
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●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●170㎏●
110/70-17・140/70-17●64万2600円

R25のABS仕様もスタンダードモデルと同じくカ
ラー変更。レッド、ブラック、ブルーの3色。

ヤマハ YZF-R25 ABS
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●53万4600円

YZF-R25ベースのネイキッドモデルMT-25のカラ
ー＆グラフィックが変更され、MT-03や07と同様の
新色を追加。マットブラックは継続。

ヤマハ MT-25
2019年3月

●水冷４ストOHC4バルブ単気筒●199㏄●
18PS/8000rpm●1.6㎏-m/6000rpm●163㎏●
110/90-13・130/70-12●52万3800円

使い勝手の良い軽二輪スクーター・バーグマン200が
カラー変更で新色を追加し、全3色の設定となった。

スズキ バーグマン200
2019年3月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●997㏄●
160PS/11500rpm●11.3㎏-m/9000rpm●210㎏
●120/70-17・190/55-17●167万4000円

MTシリーズのフラッグシップモデル。2019年は新
色マットライトグレー、ブルー、マットダークグレー
の3色が用意され、継続販売のシルバーと合わせ全4
色に。

ヤマハ MT-10 ABS
2019年4月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
197PS/13200rpm●11.9㎏-m/10800rpm●203㎏
●120/70ZR17・190/55ＺＲ17●211万6800円

GSX-R1000Rがマイナーチェンジ。フロントブレ
ーキホースがステンメッシュなり、タイヤやマフラ
ーカバーも変更。

スズキ GSX-R1000R ABS
2019年4月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●193㎏●
120/70-17・180/55-17●111万2400円

カラーリングのみ変更され、ホイールが朱色に。スポ
ーティなスタイリングとアグレッシブさを際立たせ
る新色マットライトグレーを追加、全３色に。

ヤマハ MT-09 ABS
2019年4月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
27PS/9000rpm●2.3㎏-m/8000rpm●144㎏●
110/70-17・150/60-17●55万4040円

前後サスの変更とメインステップバーの形状変更に
よって足着き性を向上。ABSも標準装備となった。

ホンダ CB250R
2019年4月

●水冷４ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
23PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●179㎏●
120/70-15・140/70-14●64万2600円

MAXシリーズの250㏄モデル。2019年モデルではボ
ディカラーが全面変更され、ラインアップが一新さ
れた。

ヤマハ XMAX ABS
2019年4月

●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/8000rpm●1.4㎏-m/6000rpm●128㎏●
110/70-13・130/70-13●37万8000円

手頃なサイズのボディにパワフルな155㏄エンジン
を積むスクーター・NMAX155に、マットグレーとホ
ワイトの新色2色が追加された。

ヤマハ NMAX155 ABS
2019年4月

●空冷４ストOHC4バルブV型2気筒●941㏄●
54PS/5500rpm●8.2㎏-m/3000rpm●252㎏●
100/90-19・150/80-16●96万1200円

シンプルでスポーティなミドルクルーザーで人気の
ボルトがカラーリングを変更。ボバースタイルのイ
メージを強調している。

ヤマハ ボルト ABS
2019年5月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●215
㎏●120/70ZR17・190/50ZR17●151万2000円

新生カタナがついに国内発売開始。GSX1100Sカタナから受け継がれた研ぎ澄まされ
た刀のようなシャープなボディラインに、LEDヘッドライト、短く切り詰められたテー
ルやスイングアームマウントのリヤフェンダーなど、最新のディテールを融合させたデ
ザインが印象的。GSX-S1000ベースのメカニズムで現代的な走りを可能としている。

スズキ KATANA
2019年5月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●320㏄●42PS/10750rpm●3㎏-m/9000rpm●170㎏●
110/70-17・140/70-17●67万5000円

モデルチェンジで大幅に進化したYZF-R25に続いて、排気量を拡大してパワーアップを図っ
た兄弟車・YZF-R3も新型へと生まれ変わった。力強いエンジンはそのままに、レーシーな雰
囲気で優れた空力特性を備える新デザインのフルカウルをはじめ、LEDヘッドライト、フル
液晶メーター、倒立フロントフォークなどで魅力をアップ。

ヤマハ YZF-R3 ABS
2019年6月
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●空冷４ストOHC4バルブV型2気筒●941㏄●
54PS/5500rpm●8.2㎏-m/3000rpm●252㎏●
100/90-19・150/80-16●100万6560円

ボルトシリーズの上級モデルであるボルトRスペッ
クが、カジュアルかつスポーティなイメージを強調
する新カラーとなって登場。

ヤマハ ボルトRスペックABS
2019年5月

●空冷４ストOHC単気筒●124㏄●9.7PS/7500rpm
●1㎏-m/5000rpm●110㎏●70/90-17・80/90-17●
39万9600円

スーパーカブC125に新色・パールカデットグレーを
追加。シートはツートーンタイプが標準装備となる。

ホンダ スーパーカブC125
2019年6月

●空冷４ストOHC単気筒●49㏄ (109㏄ )●
3.7PS/7500rpm(8PS/7500rpm) ● 0.39 ㎏
-m/5500rpm(0.87㎏-m/5500rpm)●100㎏（106㎏）
●60/100-14・60/100-14(80/90-17・80/90-17)●30
万2400円(34万5600円)

クロスカブ50/110に、熊本県PRキャラクター・くま
モンとコラボしたくまモンバージョンを追加。

ホンダ クロスカブ50/110・くまモンバージョン
2019年6月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列4気筒●998㏄●
310PS(ラムエア圧加圧時：326PS)/14000rpm●
16.8 ㎏ -m/12500rpm ● 216 ㎏ ● 120/600-17・
190/650-17●594万円

最高出力326PSを絞り出す、クローズドコース専
用モデルのH2R。一般公道の走行は適わないが、そ
の驚異のパフォーマンスを594万円で購入できた。

カワサキ Ninja H2R
2019年6月

●水冷４ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●127㎏●
110/70-13・130/70-13●35万1000円

斬新なスタイルとスポーティな走りのスクーター・
NMAXのカラーリングを、アクティブなイメージを
表現するように変更。

ヤマハ NMAX ABS
2019年6月

●空冷４ストOHC単気筒●49㏄ (109㏄ )●
3.7PS/7500rpm(8PS/7500rpm) ● 0.39 ㎏
-m/5500rpm(0.87㎏-m/5500rpm)●100㎏（106㎏）
●60/100-14・60/100-14(80/90-17・80/90-17)●29
万1600円(33万4800円)※（）内は110

50はカムフラージュグリーンとクラシカルホワイト
の全2色、110はそれに加えてパールシャイニングイ
エローの全3色がラインアップ。

ホンダ クロスカブ50/110
2019年6月

●水冷４ストDOHC４バルブ並列4気筒●998㏄●
231PS(ラムエア圧加圧時：242PS)/11500rpm●
14.4 ㎏ -m/11000rpm ● 238 ㎏ ● 120/70-17・
200/55-17●356万4000円

「全てを超える」をコンセプトに、最大出力231PSを
発揮するスーパーチャージドエンジンを搭載。2018
年12月10日～2019年1月18日までの受注期間限定。

カワサキ Ninja H2 CARBON
2019年7月

●水冷４ストOHC2バルブ並列2気筒●248㏄●
24PS/8000rpm●2.2㎏-m/6500rpm●178㎏●
110/80-17・140/70-17●52万7040円～53万8920円

GSX250Rが2020年モデルでカラー変更。新色の2
トーンカラー2色、単色2色の合計4色となった。

スズキ GSX250R
2019年7月

●空冷４ストOHC単気筒●124㏄●9.4PS/7000rpm
●1.1㎏ -m/5250rpm●105/107㎏●120/80-12・
130/80-12●39万9600円/43万2000円

モンキー125のボディカラーに、遊び心を刺激する爽
やかなパールグリッターリングブルーが新たに追加
された。

ホンダ モンキー125/ABS
2019年7月

●空冷４ストOHC単気筒●108㏄●9PS/7500rpm●
0.95㎏-m/5500rpm●100㎏●80/90-14・90/90-14●
23万4360円

ディオ110に受注期間限定のカラーリングとして、ス
ポーティなイメージのパールジャスミンホワイトが
追加設定された。

ホンダ ディオ110
2019年7月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列4気筒●948㏄●
111PS/8500rpm●10㎏-m/6500rpm●215㎏●
120/70-17・180/55-17●132万8400円

Z900RSの2020年モデルはカラー変更のみ。Z1の
タイガーカラーを再現したキャンディトーングリー
ンなど新色を用意。

カワサキ Z900RS
2019年8月

●水冷４ストOHC2バルブ並列2気筒●248㏄●
24PS/8000rpm●2.2㎏-m/6500rpm●188/189㎏
●110/80-17・140/70-17●57万240円/60万2640円

フレンドリーな250アドベンチャーとして人気のV
ストローム250がボディカラーをリニューアル。ABS
モデルには専用色も用意される。

スズキ Vストローム250/ABS
2019年8月

●空冷４ストOHC2バルブ単気筒●112㏄●
8.8PS/7750rpm●0.88㎏-m/6250rpm●99㎏●
80/90-14・90/90-14●21万3840円

軽量な車体に14インチホイールを組み合わせたアド
レス110に新色が加わり、全4色のラインアップとな
っている。

スズキ アドレス110
2019年8月

●電動モーター●-●10HP/3000rpm●2.65㎏-m/0
ｰ2500rpm●126㎏●100/80-14・110/70-13●海外
モデル

ヤマハとGogoro社とのEVビジネス協業に基づい
て開発され、台湾でヤマハブランドでの販売を開始
した電動スクーター。

ヤマハ EC-05
2019年8月
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●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
31PS/6300rpm●3.7㎏-m/4800rpm●215㎏●
120/70-15・150/70-13●79万9200円

カラーリングを変更。車体色自体は従来同様だが、ホ
ワイトとブラック車体のホイールカラーのみレッド
からブルーにされた。

スズキ バーグマン400 ABS
2019年9月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●64万2600円

WSBKに参戦するZX-10RRと共通カラーを採用
したKRTエディションの2020年モデル。こちらも
250･400で共通デザインだ。

カワサキ Ninja 250 KRT EDITION
2019年9月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●64万2600円

ニンジャ250の2020年モデル。車体を共用する250と
400で、排気量表示以外のカラー&グラフィックが共
通となった。

カワサキ Ninja250
2019年9月

●空冷４ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●119㎏●
110/70-12・120/70-12●34万200円

シグナスXを人気のMotoGPマシン・YZR-M1の
イメージを再現したカラーリングとしたモデル。限
定1300台。

ヤマハ シグナスX モンスターエナジーヤマハ MotoGPエディション
2019年9月

●空冷４ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.4PS/7000rpm●1㎏ -m/6000rpm●109㎏●
90/90-12・100/90-10●22万1400円/22万6800円

アドレス125がカラーリングのみ変更。アドレス125、
フラットシート仕様でそれぞれ新色を設定し、いず
れも全3色に。

スズキ アドレス125/フラットシート仕様
2019年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
200PS/13500rpm●11.6㎏-m/11500rpm●202㎏
●120/70ZR17・200/55ZR17●海外モデル

YZF-R1Mがモデルチェンジして9月より欧州で発
売。オーリンズ製電子制御サス、カーボンアッパーカ
ウルを採用している。国内向けはYZF-R1と同様に
8月に発売。

ヤマハ YZF-R1M
2019年9月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●398㏄●
48PS/10000rpm●3.9㎏-m/8000rpm●167㎏●
110/70-17・150/60-17●71万2800円

ニンジャ400のフルカウルを、カワサキのWSBKワ
ークスマシンをイメージしたカラーリングとしたモ
デル。

カワサキ Ninja400 KRT EDITION
2019年9月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列2気筒●398㏄●
48PS/10000rpm●3.9㎏-m/8000rpm●167㎏●
110/70-17・150/60-17●71万2800円

250ベースの軽量コンパクトなスポーツモデル・ニン
ジャ400の2020年モデル。主な変更点はカラー＆グ
ラフィック。

カワサキ Ninja400
2019年9月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●1284㏄●
110PS/7250rpm●12㎏-m/5500rpm●268㎏●
120/70-17・180/55-17●188万5400円

CBシリーズの頂点に立つCB1300SFの足まわりを
グレードアップしたSP。往年のCBを想わせる伝統
的なカラーを追加。

ホンダ CB1300スーパーフォア SP
2019年10月

●水冷４ストDOHC4バルブ並列４気筒●1284㏄●
110PS/7250rpm●12㎏-m/5500rpm●274㎏●
120/70-17・180/55-17●199万5400円

CB1300ボルドールにオーリンズ製前後サスなどを
装着した上級版のSP。SFと同じCBらしさ溢れる
新色が追加された。

ホンダ CB1300スーパーボルドール SP
2019年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●200PS/13500rpm●11.6㎏-m/11500rpm●201
㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●海外モデル

シリンダーヘッドをはじめとしたエンジンを大改良。前後サスのセッティング変更、進化した
電子制御システムの採用、イメージチェンジを図りつつ空力特性を向上させた新デザインの
カウルなど、大幅にポテンシャルをアップして9月より欧州で発売。国内向けは2020年5月28
日から9月30日までの期間限定で予約受付をして、8月に発売された。

ヤマハ YZF-R1
2019年9月

●水冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●102PS/7500rpm●10.7㎏-m/6250rpm●240㎏
（250㎏）●90/90-21・150/70-18●194万7000円(205万7000円)（ ）はDCT

CRF1100Lアフリカツインへ、大容量燃料タンクや大型スクリーンといったハードな走りを
可能とする装備を与えたアドベンチャースポーツ。このアドベンチャースポーツに、スピード
や車体の状態に合わせ瞬時に減衰力を最適化できるショーワ製電子制御サス・EERAを装備
したモデルがESだ。

ホンダ CRF1100L アフリカツイン アドベンチャースポーツ ES
2019年10月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●399㏄●
56PS/11000rpm●4.0㎏-m/9500rpm●201㎏●
120/60ZR17・160/60ZR17●91万7400円

熟成を重ねた高い完成度とスポーティさによって、長
年400㏄クラスのベストセラーとなっている
CB400SF。受注期間限定カラーとしてマットベー
タシルバーメタリックを発売。

ホンダ CB400スーパーフォア
2020年1月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
11PS/8500rpm●1.1㎏-m/5500rpm●114㎏●
90/90-12・100/90-10●31万9000円

eSPエンジンや充実した装備を備える実用的な原付
二種スクーターとして人気のリード125。受注期間限
定モデルとして限定カラーマットギャラクシーブラ
ックメタリックが登場。

ホンダ リード125
2020年1月

●水冷４ストOHC水平対向6気筒●1833㏄●
126PS/5500rpm●17.3㎏ -m/4500rpm●365㎏
（364㎏）●130/70-18・200/55-16●278万7400円
（293万400円） ※（）内はDCT

左側サドルバッグ内にUSBケーブルを標準装備。同
時にカラーバリエーションも変更され全2色のライ
ンアップになった。

ホンダ ゴールドウイング
2020年2月

●水冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●
102PS/7500rpm●10.7㎏-m/6250rpm●226㎏～
250㎏●90/90-21・150/70-18●161万7000円～205
万7000円

アフリカツイン・アドベンチャースポーツにストロー
クの長いサスを装着、オフロード走破性を高めた受
注期間限定モデル。

ホンダ CRF1100Lアフリカツイン アドベンチャースポーツ＜s＞／ES＜s＞
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
145PS/10500rpm●10.6㎏-m/8250rpm●212㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●167万900円

新世代CBシリーズのフラッグシップとなる大排気
量ネイキッドのCB1000Rがカラーバリエーション
を変更。新色のマットパールグレアホワイトを追加、
全3色のラインアップに。

ホンダ CB1000R
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●209㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●115万2800円

GSX-R1000譲りのエンジンを、アグレッシブなスタ
イルと軽快なハンドリングを備えたボディに積んだ
ネイキッド。2020年はカラーリングを変更、配色と
グラフィックが新しくなった。

スズキ GSX-S1000 ABS
2020年2月

●水冷4ストSOHC2バルブ単気筒●124（149）㏄●
12（15）PS/8500rpm●1.2（1.4）㎏-m/5000（6000）
rpm●130（131）㎏●100/80-14・120/70-14 ●35万
2000円（38万3900円/40万5900円・ABS）　※（）内は
150

実用性、経済性、軽快な走りを高い次元で兼ね備え、
125㏄スクーターのベストセラーとなったPCXと、
その軽二輪版であるPCX150に、受注期間限定カラ
ー2色が発売された。

ホンダ PCX/150
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●214㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●120万7800円

GSX-S1000をベースにフルカウルを装着し、高速走
行や長距離ツーリング向けの性格を与えられたのが
GSX-S1000F。GSX-S1000と同じくカラーリング
が変更されている。

スズキ GSX-S1000F ABS
2020年2月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●149㏄●
15PS/8500rpm●1.4㎏-m/6500rpm●134㎏●
110/80-14・130/70-13 ●45万1000円

スクーターの利便性に、力強いスタイリングと優れ
た走破性を組み合わせることで、冒険ツーリングに
も対応させた個性的な新型スクーター。PCX150譲
りのeSPエンジンを搭載する。

ホンダ ADV150
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●193㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●102万3000円

845㏄並列3気筒エンジンを積んだネイキッドの
MT-09に、新色としてYZF-R1と共通イメージのデ
ィープパープリッシュブルーメタリック Cが追加。
継続色と合わせ全3色に。

ヤマハ MT-09
2020年2月

●空冷４ストOHC2バルブ単気筒●249㏄●20PS/7500rpm●2.1㎏-m/6000rpm●133㎏●2.75-
21・120/80-18●58万8500円

長年オフロードモデルのベストセラーとなっていたセロー250が生産終了を発表。最終モデル
として発売されたファイナルエディション。初代セロー風のカラーリングを採用しており、瞬
く間に完売となった。

ヤマハ セロー250ファイナルエディション
2020年1月

●水冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●102PS/7500rpm●10.7㎏-m/6250rpm●226㎏
（236㎏）●90/90-21・150/70-18●161万7000円(172万7000円)（）はDCT

CRF1000Lからモデルチェンジ。エンジンの排気量拡大や車体の軽量化などで、扱いやすさ
とトータルバランスを大きく向上させた。

ホンダ CRF1100Lアフリカツイン
2020年2月
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●水冷４ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●134㎏●
90/80-17・130-70-17●39万3800円

今回のマイナーチェンジでカラーリング変更、ハザ
ードスイッチの追加、メーター表示が変更された。
カラーはトリトンブルー、タイタンブラック、ブリ
リアントホワイトの３色展開となった。

スズキ GSX-R125 ABS
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●214（215）
㎏●120/70ZR17・180/55ZR17●113万3000円/122
万1000円　※（）内はGT

MT-09から発展したヤマハのスポーツツアラー・ト
レーサー900に、スポーティなイメージの新色2色が
加わった。その上級版であるトレーサー900GTにも
新色1色が追加されている。

ヤマハ トレーサー900
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●133㎏●
90/80-17・130/70-17●36万8000円

GSX-R125がベースのネイキッドバージョンである
GSX-S125も、GSX-R125と同時にマイナーチェン
ジ。ハザードスイッチの追加、メーター変更、新カラ
ーなど変更点はGSX-Rと共通。

スズキ GSX-S125 ABS
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●845㏄●
116PS/10000rpm●8.9㎏-m/8500rpm●195㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●106万1500円

MT-09ベースのメカニズムに、レトロでレーシーな
スタイリングを組み合わせたXSR900。 2020年モデ
ルでは新カラーを追加、ポジションランプを追加し
たヘッドランプも新たに装着。

ヤマハ XSR900
2020年2月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.7PS/8000rpm●0.98㎏-m/6000rpm●102㎏●
100/90-12・120/70-12●35万2000円

空冷125㏄エンジンを積んだコンパクトなボディを、
Zシリーズらしい獰猛なスタイルでまとめた魅力的
なミニスポーツ。新カラーとグラフィックを採用し
たモデルが登場した。

カワサキ Z125 PRO
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●749㏄●
112PS/10500rpm●8.2㎏-m/9000rpm●212㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●98万7800円

GSX-R750から発展したエンジンを搭載する、扱い
やすくバランスの良いスポーティなナナハン・ネイキ
ッド。カラーリングが変更されたが価格やスペック
に変更は無い。

スズキ GSX-S750 ABS
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.4㎏-m/6700rpm●189㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●84万7000円

軽快なミドルネイキッド・Z650がモデルチェンジ。主
な変更点は新採用されたLEDヘッドライトやTFT
カラー液晶メーターをはじめ、EURO5対応エンジ
ン、タイヤの変更なども施された。

カワサキ Z650
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.4㎏-m/6700rpm●194㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●88万円/90万2000円

ニンジャ650がモデルチェンジ、LEDライトや新型
液晶メーターを採用、排ガス対策とトルク向上のた
め吸排気系も改良。WSBKマシン風カラーのKRT
エディションも引き続き設定された。

カワサキ Ninja 650/KRT EDITION
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249（320）㏄
● 35（42）PS/12000（10750）rpm ● 2.3（3.0）㎏
-m/10000（9000）rpm ● 170 ㎏ ● 110/70-17
（110/70R17）・140/70-17（140/70R17）●65万4500円
/68万7500円（R3)　※（）内はR3

250㏄スーパースポーツとして根強い人気のYZF-
R25と、その排気量拡大版のR3。 2020年モデルでは
カラーリングを全面変更。両モデル共通の新色3パ
ターンのラインアップとなった。

ヤマハ YZF-R25/R3
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●183㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●79万2000円

軽量スリムなベーシックネイキッドMT-07の2020
年モデル。変更点はカラーリングのみで、新色として
YZF-R1を連想させるディープパープリッシュブル
ーメタリック Cを設定。

ヤマハ MT-07
2020年3月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
76.1PS/8500rpm●6.5㎏-m/8100rpm●197㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17● 75万 2400円 /79万
6400円

力強い水冷Vツインエンジンを搭載したネイキッド
モデルのSV650と、ビキニカウルなどでカフェレー
サー風に変身したSV650Xがカラーリング変更。価
格や諸元は変更されていない。

スズキ SV650/X ABS
2020年3月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●212㎏●
110/80R19・150/70R17●92万4000円

バランスが良く使い勝手に優れたアドベンチャーツ
アラーとして国内外で高く評価されているVストロ
ーム650がカラーを変更。全3色のラインアップとな
った。

スズキ Vストローム650 ABS
2020年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●218PS/14500rpm●11.5㎏-m/12500rpm●201
㎏●120/70ZR17・200/55ZR17●242万円/278万3000円

ホンダ製スーパースポーツの最高峰がフルモデルチェンジ。サーキット走行やレースでの使
用を前提に、MotoGPで培われた技術を惜しみなく投入して車体もエンジンも一新し、最新
の電子制御技術も満載して超高性能を実現。SPはオーリンズ製電子制御サスなどを標準装
備し、より高度な走りを味わえる上級版。

ホンダ CBR1000RR-R/SP
2020年3月
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2020

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●215㎏●
110/80R19・150/70R17●96万8000円

Vストローム650にワイヤースポークホイールを装
着、アンダーカウルやナックルガードを装備したモ
デルXTもカラーリングを変更。スタンダードと異
なるラインアップを用意。

スズキ Vストローム650XT ABS
2020年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249（320）㏄
● 35（42）PS/12000（10750）rpm ● 2.3（3.0）㎏
-m/10000（9000）rpm ● 169 ㎏ ● 110/70-17
（110/70R17）・140/70-17（140/70R17）●65万4500円
（68万7500円)　※（）内はMT-03

YZF-R25ベースのネイキッドMT-25と、その排気
量拡大版のMT-03がモデルチェンジ。R25同様の倒
立フォークを採用し、スタイリングもLEDヘッドラ
イトの採用でイメージチェンジ。

ヤマハ MT-25/03
2020年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/9500rpm●2.2㎏-m/7750rpm●170（171）㎏
●130/90-16・150/80-16●59万9500円（63万8000
円）　※（）内はSエディション

人気の新世代クルーザーレブル250がモデルチェン
ジ。灯火類を全てLED化し、アシストスリッパーク
ラッチも装着。Sエディションはビキニカウルや専
用シートなどを装着する。

ホンダ レブル250/Sエディション
2020年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●199㏄●
18PS/8000rpm●1.6㎏-m/6000rpm●163㎏●
110/90-13 ・130/70-12 ●53万3500円

扱いやすいサイズの車体とパワフルな200㏄エンジ
ンによる軽快な走りと、利便性に優れたパッケージ
が好評のバーグマン200がカラーリングを変更。価格
や諸元は変更されていない。

スズキ バーグマン200
2020年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●154㏄●
14PS/8000rpm●1.4㎏-m/6000rpm●139㎏●
100/80-17・140/60R17●35万2000円

力強い150㏄エンジンをスリムな車体と合体、軽快な
走りを実現したジクサー150がモデルチェンジ。洗練
されたスタイリングに加え、フロントABSの採用な
どで完成度をアップ。

スズキ ジクサー
2020年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7000rpm●1.1㎏-m/5250rpm●104㎏●
120/70-12・130/70-12●36万3000円

個性的で躍動感あふれるスタイルのコンパクトボデ
ィに、粘り強いエンジンを投資したミニスポーツの
グロムが、スポーティさ、精悍さを強調する新しいカ
ラー2色を採用した。

ホンダ グロム
2020年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
23PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●179㎏●
120/70-15・140/70-14●65万4500円

スポーティで環境性能にも優れるブルーコアエンジ
ンを搭載した、MAXシリーズの250㏄版である
NMAXの2020年モデル。カラーリング変更のみで、
新色3色を含む全5色を用意。

ヤマハ XMAX
2020年3月

●水冷４ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●
102PS/7500rpm●10.7㎏ -m/6250rpm●238㎏
（248㎏）●90/90-21・150/70-18●180万4000円(191
万4000円)※（）内はDCT

CRF1100Lアフリカツインのオフロード性能をその
まま、大容量燃料タンクなどを装備しツーリング適
性を高めたモデル。

ホンダ CRF1100Lアフリカツイン アドベンチャースポーツ
2020年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
197PS/13200rpm●11.9㎏-m/10800rpm●203㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●215万6000円

スズキの創立100周年に合わせ、GSX-R1000Rをベ
ースに発売された特別色。スズキがMotoGPに参
戦させているマシン・GSX-RRのレプリカカラーリ
ングが特徴。

スズキ GSX-R1000R ABS特別色
2020年4月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●
106PS/8500rpm●10.1㎏-m/6000rpm●247㎏●
110/80R19・150/70R17●151万8000円

Vストローム1050の上級版。専用カラーとワイヤー
スポークホイールに加え、クルーズコントロールを
はじめとする電子制御デバイスや、シート高調整機
能など充実した装備も搭載。

スズキ Vストローム1050XT
2020年4月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●106PS/8500rpm●10.1㎏-m/6000rpm●236
㎏●110/80R19・150/70R17●143万円

Vストローム1000がモデルチェンジし、新世代ビッグ・アドベンチャーツアラーのVストロー
ム1050として生まれ変わった。従来のイメージを受け継ぎつつリファインされた独特なスタ
イリングに、パワーアップしたエンジンや電子制御システムを組み合わせ、スポーティな走り
と快適さを幅広い状況で楽しめるように進化。

スズキ Vストローム1050
2020年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒+スーパーチャージャー ●998㏄●200PS/11000rpm●14.0
㎏-m/8500rpm●240㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●189万2000円

スーパーチャージドエンジンならではのパワーと独特な存在感が魅力のプレミアムスポーツ・
H2シリーズに、新たに追加されたネイキッドモデル。Zシリーズの特徴であるワイルドで力
強いSugomiスタイリングに、H2の最新メカニズムをミックス。ハイグレードなサスやブ
レーキも備え、豪快な走りに対応。

カワサキ Z H2
2020年4月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●561㏄●
48PS/7500rpm●5.7㎏-m/5250rpm●218（220）㎏
●120/70R15・160/60R15●127万6000円/141万
9000円　※（）内はテックマックス

TMAX530の後継であるTMAX560は、エンジンの
排気量拡大やスタイリングの変更、足まわりの熟成
で完成度を高めた。テックマックスはクルーズコン
トロールなど装備充実の上級仕様。

ヤマハ TMAX560/テックマックス
2020年5月

●空冷4ストOHC4バルブV型2気筒●941㏄●
54PS/5500rpm●8.2㎏-m/3000rpm●252㎏●
100/90-19・150/80B16 ●97万9000円/102万5200円
（Rスペック）

シンプルで軽快なスタイルが支持されているミドル
クルーザーボルトがマイナーチェンジ、ヘッドライ
トにポジションランプを追加。上級モデルのRスペ
ックには新色も設定。

ヤマハ ボルトABS/RスペックABS
2020年6月

●油冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/9000rpm●2.2㎏-m/7300rpm●154㎏●
110/70R17・150/60R17●44万8800円

ジクサーSF250のネイキッド版が2ヶ月遅れで登場。
SF同様のメカニズムに、軽快で凝縮感のある個性的
スタイリングを合体。価格も3万円以上低く抑えら
れたスタンダードモデルだ。

スズキ ジクサー250
2020年6月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●109㏄●
8.0PS/7500rpm●0.87㎏-m/5500rpm●106㎏●
80/90-17・80/90-17 ●34万1000円/35万2000円

クロスカブ110と、くまモンバージョンがマイナーチ
ェンジ。二輪車灯火器基準へ対応するための改良を
施されたテールランプが新たに装着された。

ホンダ クロスカブ110/くまモンバージョン
2020年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
197PS/13200rpm●11.9㎏-m/10800rpm●203㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●215万6000円

スズキ製スーパースポーツの最高峰モデルである
GSX-R1000Rがカラーチェンジ。トリトンブルー
メタリック、マットブラックメタリック No.2の2色
となった。

スズキ GSX-R1000R ABS
2020年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
72PS/9000rpm●6.8㎏-m/6500rpm●205㎏●
90/90-21・150/70R18●126万5000円

MT-07系エンジンをラリーマシン的なボディに搭載
し、オフロード走破性とツーリング適性をバランス
させた新世代アドベンチャーモデル。低シート高の
アクセサリーパッケージも用意。

ヤマハ テネレ700
2020年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9000rpm●3.9㎏-m/7500rpm●192㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●80万8500円

街乗りからツーリングまで、扱いやすく多様なシチ
ュエーションをカバーする400㏄フルカウルスポー
ツ・CBR400R。ロゴデザインがCBR1000RR-Rと
共通のものに変更された。

ホンダ CBR400R
2020年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9000rpm●3.9㎏-m/7500rpm●196㎏●
110/80R19・160/60R17●82万6100円

使い勝手の良い400㏄アドベンチャーツアラーとし
て人気の400Xがカラーリングを変更。新たに軽快な
印象のパールグレアホワイトが追加され、全2色のラ
インアップとなった。

ホンダ 400X
2020年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.7PS/7500rpm●1.0㎏-m/5000rpm●110㎏●
70/90-17・80/90-17 ●40万7000円

伝統のスタイルとパッケージに、最新のデザインと
技術を取り入れ上質さを追求したスーパーカブC125。
新色として高級感を感じさせるパールシャイニング
ブラックを追加。

ホンダ スーパーカブC125
2020年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●134㎏●
90/80-17・130/70-17●39万3800円

スズキ創立100周年を記念し、小さなスーパースポー
ツ GSX-R125に MotoGP に参戦するスズキ
GSX-RRをモチーフにした特別色ソラリスシルバ
ー/トリトンブルーメタリックを追加。

スズキ GSX-R125 ABS
2020年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●109（49）㏄●8.0
（3.7）PS/7500rpm●0.87（0.39）㎏-m/5500rpm●
99（96）㎏ ● 70/90-17（60/100-17）・80/90-17
（60/100-17）●31万3500円（26万9500円）　※（）内は
50

スーパーカブ110/50をベースに、新海 誠監督のアニ
メ映画「天気の子」に登場したスーパーカブを再現し
たサマーピンクカラーの天気の子バージョンが受注
期間限定で登場。

ホンダ スーパーカブ50/110『天気の子』ver.
2020年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●636㏄●
126PS/13500rpm●7.1㎏-m/11000rpm●197㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●135万3000円

カワサキのミドルスーパースポーツZX-6Rがカラ
ーリングを変更。スタンダードモデルに加えて、
WSBKのワークスZX-10Rのカラーを再現した
KRTエディションも新しくなった。

カワサキ Ninja ZX-6R/KRT EDITION
2020年8月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●8.8PS/7000rpm●1.1㎏-m/4500rpm●120㎏●
80/90-17・80/90-17 ●44万円

2019年東京モーターショーで話題を呼んだCT125・ハンターカブ。往年のCT110のクラシカ
ルで機能的な面を見事に再現したスタイルを、最新のスーパーカブC125をベースにABSや
LEDライトなども採用する現代的なメカニズムと融合。日常的な街乗りからロングツーリン
グまで幅広く楽しめる魅力的な1台となっている。

ホンダ CT125・ハンターカブ
2020年6月
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2020

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●
52PS/6500rpm●6.3㎏-m/4800rpm●223㎏●
110/90-18・130/80-18●113万3000円

W800にビキニカウル、低く構えたハンドルバーとス
ポーティなシートを装着し、カフェレーサー風スタ
イルとしたのがW800カフェ。このモデルもグラフ
ィックが変更されている。

カワサキ W800カフェ
2020年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●398㏄●
48PS/10000rpm●3.9㎏-m/8000rpm●167㎏●
110/70R17・150/60R17●71万5000円～72万6000円
/72万6000円（KRTエディション）

ニンジャ250の車体に、パワフルな398㏄エンジンを
搭載したモデルがニンジャ400。特別仕様車のKRT
エディションも含め、新デザインのグラフィックに
変更。

カワサキ Ninja 400/KRT EDITION
2020年10月

●空冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6000rpm●119㎏●
110/70-12・120/70-12 ●34万6500円

スポーティな125㏄スクーターであるシグナスXの
限定車として、ヤマハのMotoGPマシンYZR-M1
のレーシーなカラーリングを再現したモデルを発売。
生産台数は800台。

ヤマハ シグナスXモンスターエナジー
2020年10月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
9.7PS/8000rpm●0.98㎏-m/6000rpm●102㎏●
100/90-12・120/70-12●35万2000円

Zシリーズの中で最小の124㏄エンジンとコンパク
トな車体で、軽快な走りを楽しめるZ125プロに新し
いグラフィックを採用したモデルが登場。このモデ
ル以降、国内販売は行われていない。

カワサキ Z125 PRO
2020年10月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●112㏄●
8.8PS/7750rpm●0.88㎏-m/6250rpm●100㎏●
80/90-14・90/90-14●22万5500円

軽量で扱いやすく、燃費も良好で実用的な原付二種
スクーター・アドレス110がモデルチェンジ。新たに
前後連動ブレーキが装備されて、これまで以上に安
全性が高まった。

スズキ アドレス110
2020年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●398㏄●
48PS/10000rpm●3.9㎏-m/8000rpm●166㎏●
110/70R17・150/60R17●68万2000円

Z250と基本的に共通のスリムで軽量な車体へパワフ
ルな398㏄エンジンを搭載して、力強い走りを実現し
たのがZ400。新たにカラー＆グラフィックを変更。

カワサキ Z400
2020年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10500rpm●164㎏●
110/70-17・140/70-17●68万2000円

248㏄並列2気筒エンジンを積んだフルカウルスポー
ツのニンジャ250をベースにした、俊敏でパワフルな
ネイキッドモデルであるZ250。カラー＆グラフィッ
クが変更された。

カワサキ Z250
2020年11月

●電動モーター●0.58kw ●1.6PS/3760rpm●0.8
㎏-m/330rpm●68㎏●90/90-10・90/90-10●25万
9600円

コンパクトでポップなスタイルが目立つスクーター
のVinoをベースに開発された、原付一種電動スクー
ターがE-Vino。カラー変更でイエロー/ホワイト、
ホワイトの2色設定に。

ヤマハ E-Vino
2020年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●948㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●215㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●135万3000円

現代的なメカニズムとZ-1のイメージを再現したス
タイリングを融合したスポーティなネイキッドとし
て人気のZ900RSに、新デザインのグラフィックが
登場した。

カワサキ Z900RS
2020年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
61PS/7500rpm●6.4㎏-m/6600rpm●229㎏●
120/70R18・160/60R17●85万8000円

独特なスタイルが印象的な車体に、Z650などと同系
の並列2気筒エンジンを搭載した軽快で扱いやすい
クルーザーのバルカンS。2021年モデルでは新グラ
フィックが採用された。

カワサキ バルカンS
2020年11月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒+スーパーチ
ャージャー ●998㏄●200PS/11000rpm●14.0㎏
-m/8500rpm●240㎏●120/70ZR17・190/55ZR17
●189万2000円

H2シリーズのスーパーチャージドエンジンと、Zシ
リーズのワイルドで力強いSugomiスタイリング
を組み合わせたZH2。新しいデザインのグラフィッ
クのモデルが登場した。

カワサキ Z H2
2020年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●948㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●215㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●138万6000円

Z900RSをベースに、ビキニカウルとローポジショ
ンハンドル、専用シートで精悍さを増したモデルが
Z900RSカフェ。こちらも新しいデザインのグラフ
ィックとなっている。

カワサキ Z900RS CAFE
2020年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/9000rpm●2.3㎏-m/6500rpm●140㎏●
80/100-21・120/80-18●59万9500円

CRF250シリーズがフルモデルチェンジ。軽量化と
パワーアップが図られた改良が施され、オフロード
走行を重視したストロークの長いサスを備える＜s
＞も設定される。

ホンダ CRF250L/L＜s＞
2020年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
24PS/9000rpm●2.3㎏-m/6500rpm●152㎏●
80/100-21・120/80-18●74万1400円

CRF250ラリーも同様の改良を受け、こちらもオフ
ロード重視のストロークの長いサスを備える＜s＞
が設定される。

ホンダ CRF250ラリー/ラリー＜s＞
2020年12月
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●水冷4ストOHC2バルブ並列2気筒●248㏄●
24PS/8000rpm●2.2㎏-m/6500rpm●178㎏/181
㎏（ABS）●110/80-17・140/70-17●53万6800円～
58万1900円

街乗りで扱いやすく快適な乗り味と、スポーティな
フルカウルスタイルが人気のGSX250R。モデルチ
ェンジを受けて新たにABS仕様が追加設定されて
いる。

スズキ GSX250R/ABS
2020年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10500rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●64万3500円/65万4500円
（KRTエディション）

レーシーなフルカウルスタイルと、パワフルなエン
ジンが魅力の250㏄スポーツ・ニンジャ250と、その特
別仕様のKRTエディションに、新しいグラフィック
が採用された。

カワサキ Ninja 250/KRT EDITION
2020年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
148PS/10000rpm●10.9㎏-m/9500rpm●215㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●159万5000円

カタナに特別色を設定。カラーはWeb上のアンケー
トで人気だったキャンディダーリングレッドで、各
部にゴールド仕上げのパーツも装着。100台のみの限
定販売。

スズキ KATANA特別色
2021年1月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8500rpm●0.35㎏-m/7000rpm●70㎏●
80/90-10・80/90-10●16万6100円

コンパクトで使い勝手の良い原付一種スクーターの
レッツがカラーリングを変更。新色としてサンディ
ベージュが追加され、全4色の設定となっている。

スズキ レッツ
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●948㏄●
125PS/9500rpm●10.0㎏-m/7700rpm●213㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●110万円

Zシリーズの中でバランスの良いミドルモデルであ
るZ900。カラー＆グラフィックの変更に加え、3年
間の定期点検とオイル交換が無償というカワサキケ
アの対象モデルとなった。

カワサキ Z900
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●134㎏●
90/80-17・130/70-17●41万5800円

排気量は小さくてもスポーツライディングを楽しめ
る原付二種スーパースポーツであるGSX-R125がカ
ラーリングを変更。ストロンガーレッド／タイタン
ブラックほか全3色となった。

スズキ GSX-R125 ABS
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●
95PS/12000rpm●6.5㎏-m/8500rpm●201㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●97万9000円

ミドルネイキッドCB650Rがモデルチェンジ。フロ
ントフォークはショーワ製SFF-BPを採用し、シー
トカウルとリアフェンダーの形状も変更。カラーリ
ングの配色も新しくなった。

ホンダ CB650R
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.1㎏-m/8000rpm●133㎏●
90/80-17・130/70-17●38万2800円

スポーティな走りを楽しめるネイキッドモデルGSX
‐SシリーズのエントリーモデルがGSX-S125。カ
ラーリングを変更、トリトンブルーメタリックなど
全2色設定に。

スズキ GSX-S125 ABS
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●
95PS/12000rpm●6.5㎏-m/8500rpm●206㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●105万6000円～108万
9000円

CBR650Rがモデルチェンジを受け、フロントフォ
ークをショーワ製SFF-BPとしてハンドリングを改
善。シートカウルなどスタイリングもリファイン。カ
ラーリングも変更されている。

ホンダ CBR650R
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249（320）㏄
● 35（42）PS/12000（10750）rpm ● 2.3（3.0）㎏
-m/10000（9000）rpm ● 170 ㎏ ● 110/70-17
（110/70R17）・140/70-17（140/70R17）●65万4500円
（68万7500円)　※（）内はR3

250㏄スーパースポーツYZF-R25と、排気量を320
㏄に拡大したR3。 2021年モデルはカラーリングを
変更、新色シアン、マットダークグレーなど全3色の
ラインアップになった。

ヤマハ YZF-R25/R3
2021年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒+交流同期電動機●
124㏄●エンジン・12.5PS/8750rpm 　電動機・
1.9PS/3000rpm●エンジン・1.2㎏-m/6500rpm  
電動機・0.44㎏-m/3000rpm●136㎏●110/70-14・
130/70-13 ●44万8800円

従来型PCXにあったPCXハイブリッドの後継モデ
ル。新型PCXをベースに、リチウムイオンバッテリ
ーと、ACGスターターに駆動アシスト機能も担わせ
るハイブリッドシステムを搭載する。

ホンダ PCX e:HEV
2021年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12.5PS/8750rpm●1.2㎏-m/6500rpm●132㎏●
110/70-14・130/70-13 ●35万7500円

125㏄スクーターのベストセラーPCXがフルモデル
チェンジ。新設計エンジン・eSP+をはじめ、フレー
ム、スタイリング、装備類と全てを一新して、従来よ
り大きく利便性を向上。

ホンダ PCX125
2021年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●156㏄●15.8PS/8500rpm●1.5㎏-m/6500rpm●132㎏●
110/70-14・130/70-13 ●40万7000円

エンジンをはじめ、全てを一新してフルモデルチェンジされたPCXの軽二輪バージョン。エ
ンジンの排気量を156㏄に拡大し、PCXより3.3PSパワーアップして高速走行に対応。

ホンダ PCX160
2021年1月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
3.7PS/8500rpm●0.35㎏-m/7000rpm●74㎏●
80/90-10・80/90-10●18万2600円

軽快で扱いやすい走りと、低燃費を両立する原付一
種スクーターアドレスV50。諸元やボディカラーは
従来のままだが、価格設定のみが変更された。

スズキ アドレスV50
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
76.1PS/8500rpm●6.5㎏-m/8100rpm●197㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●82万9400円

ベーシック・ネイキッドであるSV650に、セパレー
トハンドルやビキニカウルなどを装着したカフェレ
ーサー版SV650Xの2021年モデル。メカニズムは従
来モデルのものを受け継ぎ、カラーリングのみを変
更。

スズキ SV650X ABS
2021年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
76.1PS/8500rpm●6.5㎏-m/8100rpm●197㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●78万5400円

力強い645㏄Vツインエンジンを搭載する、ベーシッ
クなミドルネイキッドのSV650に2021年モデルが
登場。メカニズムについては従来モデルのものが受
け継がれていて、カラーリングのみが変更された。

スズキ SV650 ABS
2021年1月

●空冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●773㏄●
52PS/6500rpm●6.3㎏-m/4800rpm●227㎏●
110/90-19・130/80-18●127万6000円

Wシリーズのルーツとなった、往年のメグロブラン
ドを復活させたモデルの第一弾。メグロの伝統を感
じさせる上質なクラシカルスタイルを、W800のメカ
ニズムに組み合わせた。

カワサキ メグロK3
2021年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000rpm●6.4㎏-m/6700rpm●194㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●90万2000円

軽量フルカウルボディに力強い並列ツインエンジン
を搭載、エキサイティングな走りで評価されている
ニンジャ650。KRTエディションも含め、新しいグ
ラフィックになった。

カワサキ Ninja 650/KRT EDITION
2021年2月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●745㏄●
58PS/6750rpm●7.0㎏-m/4750rpm●214㎏（224
㎏）●120/70ZR17・160/60ZR17●92万4000円（99
万円）※（）内はDCT

デビューから二度目のフルモデルチェンジ。新型フ
レームで軽量化。エンジンは各部改良とスロットル
バイワイヤ化を受け、ライディングモードも搭載。優
れた機能性を持つスタイリングもリファインされた。

ホンダ NC750X/DCT
2021年2月

●水冷4ストOHC（ユニカム）水平対向6気筒●1833㏄
●126PS/5500rpm●17.3㎏-m/4500rpm●386㎏
（389㎏）●130/70R18・200/55R16●294万8000円
（346万5000円）※（）内はツアー

オーディオがアップデートされ、アンドロイドオー
トも標準採用。ミッションはDCT仕様のみになった。
シート一体のリアボックスを備えるツアーは、シー
ト形状を変更しトランク容量も拡大。

ホンダ ゴールドウイング/ツアー
2021年2月

● 空 冷 4 ス ト OHC 単 気 筒 ● 109 ㏄ ●
8.7PS/7500rpm●0.92㎏-m/5750rpm●96㎏●
80/90-14・90/90-14●24万2000円～24万5300円

実用的な原付二種スクーターのディオ110がフルモ
デルチェンジ。低燃費化を進めた新設計のeSPエン
ジンや、軽量で高剛性なeSAFフレームを採用し、基
本メカニズムを一新。スマートキーで利便性も高ま
った。

ホンダ ディオ110
2021年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●749㏄●
112PS/10500rpm●8.2㎏-m/9000rpm●212㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●98万7000円

GSX-R750から発展した強力なエンジンを搭載、ス
トリートファイター的なスタイリングも魅力なネイ
キッドのGSX-S750。カラーリングを変更。メカニ
ズムについては従来モデルと同様のものだ。

スズキ GSX-S750 ABS
2021年2月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●199㏄●
18PS/8000rpm●1.6㎏-m/6000rpm●165㎏●
110/90-13・130/70-12●57万1340円

トータルバランスの良さで支持されているスクータ
ー・バーグマン200の2021年モデル。定評のあった快
適さと優れた利便性、絶妙なサイズ設定による扱い
やすさはそのままに、新たにABSが標準装備となっ
た。

スズキ バーグマン200 ABS
2021年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●561㏄●
48PS/7500rpm●5.7㎏-m/5250rpm●220㎏●
120/70R15・160/60R15●141万9000円

2021年モデルでTMAX560に追加された上級グレー
ド。クルーズコントロールをはじめ、電動調整スクリ
ーン、グリップウォーマー、シートヒーター、調整機
能付きリアサスペンションを標準装備しているのが
特徴。

ヤマハ TMAX560 テック マックス ABS
2021年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
113PS/7750rpm●11.4㎏-m/6250rpm●266㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●156万2000円

CBシリーズの最高峰・CB1300SFがモデルチェン
ジ。パワーモード、セレクタブルトルクコントロール、
クルーズコントロールなど電子制御デバイスの採用
で快適な走りを追求。

ホンダ CB1300スーパーフォア
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1284㏄●
113PS/7750rpm●11.4㎏-m/6250rpm●272㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●156万2000円

CB1300SFをベースに、高速走行での快適性を高め
るハーフカウルを装着したCB1300SBも同時にモ
デルチェンジ。電子制御デバイスによって、さらに完
成度が高められた。

ホンダ CB1300スーパーボルドール
2021年3月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/6000rpm●78㎏（79
㎏）●80/100-10・80/100-10●17万500円（18万3700
円）※（）内はデラックス

スポーティな原付一種スクーターのロングセラー、ジ
ョグの2021年モデル。スタンダードモデルのジョグ、
シルバーの立体エンブレムを装着するジョグ・デラッ
クス共に、新しいボディカラーが採用された。

ヤマハ ジョグ/デラックス
2021年3月
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●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42㎏-m/6000rpm●81㎏●
80/100-10・80/100-10●20万3500円

レトロポップ調のスタイリングで人気の原付一種ス
クーターであるビーノが、カラーリングを変更して
2021年モデルとして登場。新色4色に継続販売され
る2色、全6色という豊富なカラーバリエーションが
揃う。

ヤマハ ビーノ
2021年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●399㏄●
24PS/6500rpm●2.9㎏-m/3000rpm●175㎏●
90/100-18・110/90-18●60万5000円(リミテッドは
74万8000円）

1978年のデビューから長く愛されてきたSR400の
文字通り最終モデル。スタンダード仕様に加えて、手
作業によるサンバースト塗装のタンクなどで上質に
仕上げられた、1000台限定のリミテッドもラインア
ップ。

ヤマハ SR400ファイナルエディション
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
145PS/10500rpm●10.6㎏-m/8250rpm●213㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●167万900円

CBの伝統とモダンなディテール、メカニズムを融合
させたCB1000Rがヘッドライト等の外観をリファ
インし、シートレールやリアフェンダーもスリム化。
スマートフォンとの連携を可能とするHSVCSも搭
載された。

ホンダ CB1000R
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●
106PS/8500rpm●10.1㎏-m/6000rpm●247㎏●
110/80R19・150/70R17●151万8000円

Vストローム1050XTはスズキ製アドベンチャーツ
アラーの最上級版。基本構成はVストローム1050と
共通だが、XTはスポークホイールを装着し、さらに
クルーズコントロールやシート高調整機能など装備
が充実。

スズキ Vストローム1050XT
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●1036㏄●
106PS/8500rpm●10.1㎏-m/6000rpm●236㎏●
110/80R19・150/70R17●143万円

Vストローム1050のスタンダード版。1036㏄Vツイ
ンをはじめメカニズムの多くはXTと共通。XTとの
違いはキャストホイールを装着しているほか装備類
がシンプルになり、価格も低く抑えられている。

スズキ Vストローム1050
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●215㎏●
110/80R19・150/70R17●96万8000円

VストロームシリーズのミドルバージョンであるV
ストローム650の上級モデルがXT。兄貴分の1050と
同じくXTはスポークホイールを装着。ハンドガー
ド、エンジンガードもXTにのみ標準装備される。

スズキ Vストローム650XT ABS
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
69PS/8800rpm●6.2㎏-m/6500rpm●212㎏●
110/80R19・150/70R17●92万4000円

Vストローム650のスタンダードモデル。基本的なメ
カニズムはXTと共通だが、スポークホイールのXT
に対してこちらはキャストホイールを履いているほ
か、一部装備を省くことで価格を抑えている。

スズキ Vストローム650 ABS
2021年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●154㏄●14PS/80
00rpm●1.4㎏-m/6000rpm●139㎏●100/80-17・
140/60R17●35万2000円

スリムで軽量なボディと粘り強いエンジンによって
キビキビとした走りを楽しめる、低価格なライトウ
エイトネイキッドとして人気のジクサー150。 2021
年モデルではボディカラーのみが変更された。

スズキ ジクサー150
2021年3月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●745㏄●
58PS/6750rpm●7.0㎏-m/4750rpm●236㎏●
120/70ZR17・160/60R15●132万円

DCT仕様エンジンをスクーター的な利便性とタフ
なイメージを兼ね備えるボディに搭載するX-ADV
がフルモデルチェンジ。より使い勝手良いスタイル
と、スロットルバイワイヤの採用など各部に改良を
施し完成度を高めた。

ホンダ X-ADV
2021年3月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
23PS/7750rpm●2.4㎏-m/6250rpm●186㎏●
120/70-15・140/70-14●65万8900円

250㏄スクーターの定番フォルツァがモデルチェン
ジ。優れた出力特性と環境性能を高次元で両立させ
た新設計のeSP+エンジンを新たに採用。フレーム
も改良され安定感と快適性をアップしている。

ホンダ フォルツァ
2021年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●123㏄●
10PS/7250rpm●1.1㎏-m/5500rpm●102㎏●
120/70-12・130/70-12●38万5000円

コンパクトボディに125㏄空冷単気筒エンジンを搭
載し、軽快な走りが魅力のミニ・スポーツ、グロムが
モデルチェンジ。新型エンジンを搭載し、ミッション
も5速化。個性的なスタイリングも新デザインに一
新された。

ホンダ グロム
2021年3月

●交流同期電動機●-●4.4PS/5800rpm●1.3㎏
-m/2300rpm●141㎏●90/90-12・130/70-8●55万
円

ホンダのe: ビジネスバイクシリーズの第二弾として、
配送業務などで広く用いられているビジネス三輪ス
クータージャイロの電動版として登場。法人向けモ
デルのため、個人で購入することはできない。

ホンダ ジャイロ e:
2021年3月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●87PS/7000rpm●10.0㎏-m/4750rpm●233㎏●
130/70-18・180/65-16●121万円

250㏄クラスで人気のレブルのコンセプトを、ビッグクルーザーに取り入れたニューモデル。
エンジンはアフリカツイン系の1082㏄並列ツイン。DCT仕様が先行して発売された。

ホンダ レブル1100DCT
2021年3月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1339㏄●
188PS/9700rpm●15.2㎏ -m/7000rpm●264㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●215万6000円～216万7000
円、221万1000円～222万2000円（カラーオーダープラン）

13年ぶりにモデルチェンジした三代目ハヤブサの国
内仕様。先代からエンジンやフレームを受け継ぎな
がら、最新の電子制御デバイスや空力技術を採用す
ることで、持ち前の圧倒的パフォーマンスが大きく
洗練された。

スズキ Hayabusa
2021年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄（320
㏄）●35PS/12000rpm（42PS/10750rpm）●2.3㎏
-m/10000rpm（3.0 ㎏ -m/9000rpm）● 169 ㎏●
110/70-17・140/70-17（110/70R17・140/70R17）●
62万1500円（65万4000円）※（）内はMT-03

MTシリーズの中でもエントリーモデルとして人気
のMT-25と、その排気量を拡大した小型二輪版
MT-03の2021年モデル。アグレッシブさを強調する
ボディカラーを新たに採用。

ヤマハ MT-25/03 ABS
2021年4月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/7500rpm●1.2㎏-m/7250rpm●159㎏（164
㎏）●90/80-14・130/70-13●42万3500円（46万2000
円）※（  ）内はABS

独自のLMW機構により、三輪レイアウトながら二
輪同様の旋回性と、三輪ならではの高い安定性を兼
ね備える125㏄スクーター・トリシティ125。 2021年
モデルでは新色のイエローがボディカラーに追加さ
れた。

ヤマハ トリシティ125/ABS
2021年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
200PS/11000rpm●14㎏-m/8000rpm●241㎏●
120/70ZR17・190/55ZR17●220万円

スーパーチャージド・スポーツ、H2シリーズのネイ
キッドバージョンのZ H2に加わった上級モデル。シ
ョーワのスカイフックテクノロジーを取り入れた電
子制御サスペンションでスムーズな乗り味を実現。

カワサキ Z H2 SE
2021年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.2㎏-m/8000rpm●130㎏●
110/70R17・150/60R17 ●47万3000円

モダンなスタイリングと250譲りの車体が魅力の125
㏄スポーツ、CB125Rがモデルチェンジ。新たに水
冷シングルエンジンをDOHC化し、倒立フロントフ
ォークもSFF-BPタイプを採用。走りの質をグレー
ドアップ。

ホンダ CB125R
2021年4月

●油冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/9000rpm●2.2㎏-m/7300rpm●154㎏●
110/70R17・150/60R17●44万8800円

249㏄の油冷シングルエンジンを、スリムなボディに
搭載する軽快なスポーツネイキッドがジクサー250。
2021年モデルは、スペックなどの変更はなく、基本的
にカラーリング変更のみとなった。

スズキ ジクサー250
2021年4月

●油冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
26PS/9000rpm●2.2㎏-m/7300rpm●158㎏●
110/70R17・150/60R17●48万8800円

ネイキッドモデルのジクサー250をベースに、レーシ
ーなフルカウルを装着し、ライディングポジション
も変更したジクサーSF250。ジクサー250同様、2021
年モデルはカラーリングが変更された。

スズキ ジクサーSF250
2021年4月

●空冷4ストOHC単気筒●348㏄●20PS/5500rpm
●3.0㎏-m/3000rpm●180㎏（178㎏）●100/90-19・
130/70-18（100/90-19・150/70R17）●55万円（59万
4000円）※（）内はGB350S

ホンダの新しいクラシカル・ロードスポーツGB350。
単気筒エンジンのフィーリング、オーソドックスで
存在感の強いスタイリングが魅力。Sは基本メカニ
ズムはそのままに、スポーティなスタイルが与えら
れた。

ホンダ GB350/S
2021年4月/7月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●
87PS/7000rpm●10.0㎏-m/4750rpm●223㎏●
130/70-18・180/65-16●110万円

アフリカツイン譲りのエンジンを積んだレブルシリ
ーズのフラッグシップモデル。3月に発売された
DCT仕様に続いて、通常の6速マニュアルミッショ
ン仕様が5月に登場。

ホンダ レブル1100
2021年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
203PS/13200rpm●11.7㎏-m/11400rpm●207㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●229万9000円

スーパーバイク世界選手権でも活躍するZX-10Rが
2021年にモデルチェンジ。先端の空力技術を取り入
れてカウルの形状が大きく変わり、空力特性が向上。
引き続きワークスマシンのカラーのKRT仕様も用
意。

カワサキ Ninja ZX-10R/KRT EDITION
2021年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
204PS/14000rpm●11.4㎏-m/11700rpm●207㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●328万9000円

レース向けのベースモデルとして設定される
ZX-10RRもZX-10Rと同時にモデルチェンジ。シ
ングルシートやマルケジーニ製ホイールが装着され、
チタンコンロッドや専用カムが組まれたRR専用エ
ンジンを搭載。

カワサキ Ninja ZX-10RR
2021年6月

●空冷4ストOHC4バルブV型2気筒●941㏄●
54PS/5500rpm●8.2㎏-m/3000rpm●252㎏●
100/90-19・150/80B16●104万5000円

個性的なボバースタイルと、軽快な乗り味を兼ね備
えたミドルクルーザーであるボルトRスペック。2021
年モデルは新色としてブルー、ブラックが設定され
た。リザーバータンク付きリアサスなどは従来モデ
ル同様。

ヤマハ ボルト Rスペック ABS
2021年6月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/8000rpm●1.1㎏-m/6000rpm●131㎏●
110/70-13・130/70-13●36万8500円

コンパクトでスタイリッシュ、軽快な走りのNMAX
が2021年にモデルチェンジ。トラクションコントロ
ールも備える新型ブルーコアエンジンに加え、着信
通知や燃費管理が可能なスマホアプリにも対応。

ヤマハ NMAX ABS
2021年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●399㏄●
29PS/6300rpm●3.6㎏-m/4900rpm●218㎏●
120/70-15・150/70-13●84万7000円

スズキの400㏄スクーターであるバーグマン400がマ
イナーチェンジ。新たにトラクションコントロール
が追加され、強力な400㏄エンジンのパワーを効率よ
く路面に伝え、悪条件でも安定した走りが可能とな
った。

スズキ バーグマン400 ABS
2021年6月
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●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●109㏄●
8.0PS/7500rpm●0.87㎏-m/5500rpm●106㎏●
80/90-17・80/90-17●34万1000円

スーパーカブ110をベースに、アウトドアテイストあ
ふれるスタイリングと装備を与えたクロスカブ110。
2021年には、かわいらしさや親しみやすさを感じさ
せるプコブルーを採用したモデルを2000台限定で発
売。

ホンダ クロスカブ110
2021年7月

●水冷4ストOHC単気筒●149㏄●15PS/8500rpm
● 1.45 ㎏ -m/6500rpm ● 134 ㎏● 110/80-14・
130/70-13●45万1000円

スクーターでありながらも、個性的なアドベンチャ
ーモデルの新たなスタイルを提案するモデルとして
人気のADV150。 2021年7月には、8月一杯の受注
期間限定カラーとしてロスホワイトが販売された。

ホンダ ADV150
2021年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●888㏄●
120PS/10000rpm●9.5㎏-m/7000rpm●189㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●110万円

MTシリーズの中でも、個性的なスタイルと並列3気
筒エンジンを備える個性的なモデルであるMT-09が
フルモデルチェンジ。新型フレームに排気量を拡大
したエンジン、最新電子制御デバイスなどで大幅に
進化した。

ヤマハ MT-09 ABS
2021年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●888㏄●
120PS/10000rpm●9.5㎏-m/7000rpm●220㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●145万2000円

エンジン、フレームが新しくなった新型MT-09をベ
ースに、MT譲りの高いスポーツ性能を活かしなが
ら、ツーリングをはじめとする多様な用途に使える
ツアラーとして開発されたトレーサー9GTが登場。

ヤマハ トレーサー9 GT ABS
2021年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/8750rpm●6.8㎏-m/6500rpm●184㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●81万4000円

洗練されたスタイルと扱いやすく軽快な乗り味を備
える、MTシリーズのミドル版のMT-07がマイナー
チェンジ。最新の排ガス規制に対応し、バイファンク
ションLEDヘッドライトの採用でスタイリングも
リファイン。

ヤマハ MT-07 ABS
2021年7月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●
23PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●179㎏●
120/70-15・140/70-14●65万4500円

ヤマハのスポーティな250㏄スクーターXMAXがマ
イナーチェンジ。エンジンの最新ガス規制適合に合
わせて、シート表皮やスマートキーの質感を向上、ヘ
ッドライトも光量アップ。カラーリングも新しくな
った。

ヤマハ XMAX ABS
2021年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
120PS/9000rpm●10.4㎏-m/7500rpm●257㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●199万1000円

パワフルなエンジンと最新の電子制御デバイスによ
る快適でスポーティな万能ツアラー、ヴェルシス
1000SEがマイナーチェンジ。電子制御サス・KECS
が、ショーワ製スカイフックテクノロジーを活用し
た最新仕様に。

カワサキ ヴェルシス1000SE
2021年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
150PS/11000rpm●10.7㎏-m/9250rpm●214㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●143万円

GSX-R1000譲りのエンジンを積んだスーパーネイ
キッドGSX-S1000がモデルチェンジ。最新の電子
制御デバイスで優れたパフォーマンスを幅広く堪能
できる。スタイリングもシャープなイメージに変身。

スズキ GSX-S1000
2021年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
197PS/13200rpm●11.9㎏-m/10800rpm●203㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●215万6000円

GSX-Rシリーズの最高峰モデルである、GSX-
R1000Rの2021年モデル。カラーリングのみが変更
されていて、パワフルなエンジンをはじめ、車体周り
や電子制御などの基本的なメカニズムは従来型のま
まだ。

スズキ GSX-R1000R ABS
2021年7月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●112㏄●
8.8PS/7750rpm●0.88㎏-m/6250rpm●100㎏●
80/90-14・90/90-14●22万5000円

14インチホイールを装着したスリムで軽量な車体と、
力強く燃費も良好な空冷SEPエンジンを積んだ実
用的なアドレス110。同月にはスペシャルエディショ
ンとして、特別色が2タイプ追加設定された。

スズキ アドレス110
2021年8月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●948㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏ -m/6500rpm●215㎏
（217㎏）●120/70ZR17・180/55ZR17●138万6000
円（141万9000円）※（）内はカフェ

Z1を現代に復活させたような魅力的なスタイルと、
現代的なメカニズムを融合させたネイキッドスポー
ツのZ900RSと、カフェレーサー版のZ900RSカフ
ェ。2022年モデルでは、両モデル共にカラーリング
を変更。

カワサキ Z900RS/CAFE
2021年8月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●123㏄●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6250rpm●110㎏●
70/90-17・80/90-17●44万円

スーパーカブシリーズの中でも、クラシカルな美し
いスタイルと125㏄エンジンが魅力のC125がモデル
チェンジ。従来モデルからロングストローク化され
た新しい空冷単気筒エンジンを搭載。

ホンダ スーパーカブC125
2021年9月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●123㏄●
9.4PS/6750rpm●1.1㎏-m/5500rpm●104㎏●
120/80-12・130/80-12●44万円

モンキー125が初めてモデルチェンジ。スタイリング
や車体の基本構成はそのままだが、グロムにも搭載
されたロングストロークのエンジンや、5速ミッショ
ンを新たに採用している。

ホンダ モンキー125
2021年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
37PS/12500rpm●2.3㎏-m/10000rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●65万4500円

パワフルな水冷並列ツインエンジンを、レーシーな
フルカウルと組み合わせた250スーパースポーツ。
2022年モデルは、ボディカラーを新色2色に変更し
てイメージチェンジ。前年まで存在したKRT仕様は
未設定。

カワサキ Ninja 250
2021年9月



164諸元の並び順●エンジン形式●総排気量●最高出力●最大トルク●車両重量●前・後タイヤサイズ●価格（発売当時）

日本二輪車大全後編　2001-2024

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●997㏄●
200PS/13500rpm●11.5㎏-m/11500rpm●201㎏（202㎏）
● 120/70Z R17・190/55Z R17（120/70Z R17・
200/55ZR17）●236万5000円（319万円）※（）内はYZF-R1M

ヤマハ製スーパースポーツの最高峰・YZF-R1と、そ
の上級グレードであるYZF-R1M。2022年モデルは
基本的なメカニズムやスペックに関しては従来モデ
ルに準じた内容で、目立った変更点はカラーリング
のみ。

ヤマハ YZF-R1 ABS/M ABS
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●649㏄●
61PS/7500rpm●6.3㎏-m/6600rpm●229㎏●
120/70R18・160/60R17●91万3000円

独特なスタイルの車体に、Z650などと同系の並列ツ
インエンジンを搭載した個性的なクルーザー。2022
年モデルではボディカラーを変更。排ガス規制クリ
アのためマフラーも新しくなり、型式なども新しく
なった。

カワサキ バルカンS
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/7300rpm●220㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●118万8000円

獰猛なSugomiデザインとアグレッシブな走りが
特徴である、カワサキのスーパーネイキッド、Zシリ
ーズの最高峰モデルがZ1000。 2022年モデルでは、3
年ぶりにボディカラーが変更を受けている。

カワサキ Z1000
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●636㏄●
126PS/13500rpm●7.1㎏-m/11000rpm●197㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●137万5000円

現行のミドルスーパースポーツとしては、希少にな
った並列4気筒エンジンを搭載したニンジャZX-6R。
2022年モデルでは、スタンダードモデルのカラーを
変更。KRTエディションは従来モデルのまま継続販
売。

カワサキ Ninja ZX-6R/KRT EDITION
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/8000rpm●236㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●151万8000円

ニンジャ1000から発展を続け、完成度の高いオール
ラウンドスポーツとして根強い人気を集めるニンジ
ャ1000SX。2022年モデルは、ボディカラーが新色2
色に変更された。

カワサキ Ninja 1000SX
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9000rpm●3.9㎏-m/7500rpm●192㎏●
120/70R17・160/60R17●84万1500円

CBRシリーズの400㏄版であるCBR400Rがマイナ
ーチェンジ。フロントフォークをSHOWA製の
SFF-BPに変更し、スイングアームやブレーキの改
良や、新型ホイールと合わせてハンドリングを改善
した。

ホンダ CBR400R
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●399㏄●
46PS/9000rpm●3.9㎏-m/7500rpm●199㎏●
110/80R19・160/60R17●85万8000円

400㏄クラス唯一のクロスオーバーモデル、400Xが
マイナーチェンジ。CBR400Rと同様のハンドリン
グを改善する足まわりの改良を受けたのに加え、ヘ
ッドライトの配光を最適化し視認性・被視認性を向上。

ホンダ 400X
2022年1月

●水冷4スト DOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
41PS/13000rpm●2.5㎏-m/11000rpm●168㎏●
110/70R17・140/70R17●82万1700円～85万4700円

グラファイトブラックを新たに採用。継続色のグラ
ンプリレッド（ストライプ）、マットガンパウダーブ
ラックメタリック、パールグレアホワイトと合わせ
た全4色を設定している。

ホンダ CBR250RR
2022年1月

●水冷4ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 81 ㎏ ● 80/100-10・
90/90-10●20万9000円

フロントエンブレムのデザインを統一するとともに、
愛らしく個性的なスタイリングをより際立たせる計
5色のカラーバリエーションを設定。くまモンバージ
ョンは継続されたが、デラックスは廃止。

ホンダ ジョルノ
2022年1月

●水冷4ストOHC単気筒●49㏄●4.5PS/8000rpm
● 0.42 ㎏ -m/6000rpm ● 81 ㎏ ● 80/100-10・
90/90-10●22万9900円

上質な印象をより引き立てる計3色のカラーに。そ
れぞれ、リアサスペンションスプリングのカラーを
レッド、シートのカラーをブラック、ブレーキキャリ
パーのカラーをブラックとしている。

ホンダ ダンク
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
72PS/8500rpm●6.4kgf-m/6800rpm●199kg●
120/70ZR17・160/60ZR17●84万7000円

スポーティさとカフェレーサースタイルの融合させ
たSV650X ABSが2022年モデルで令和2年国内
排出ガス規制に適合させ、カラーリングを変更。グラ
ススパークルブラック1色のラインアップ。

スズキ SV650X ABS
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
72PS/8500rpm●6.4kg-m/6800rpm●199kg●
120/70ZR17・160/60ZR17●80万3000円

令和2年国内排出ガス規制に適合させカラーを変更。
グラススパークルブラック、グラススパークルブラ
ック×ブリリアントホワイト、マットブラックメタ
リックNo.2の3色のラインアップ。

スズキ SV650 ABS
2022年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●948㏄●111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●215㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●160万6000円

人気抜群のZ900RSに、2022年モデルで上級グレードのSEが追加。リアサスをオーリンズ
製のS46とし、合わせて倒立フロントフォークもセッティングを変更。カラーリングも専用の
イエローボールカラーだ。

カワサキ Z900RS SE
2022年1月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
218PS/14500rpm●11.5㎏-m/12500rpm●201㎏
●120/70ZR17・200/55ZR17●242万円～278万
3000円

吸気ポートおよびエキゾーストパイプ集合部の形状
とドリブンスプロケット丁数及び、エアクリーナー
ボックス形状やスロットルバイワイヤのリターンス
プリング荷重やHSTCの制御プログラムを変更。

ホンダ CBR1000RR-R FIREBLADE /SP
2022年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●
8.3PS/7000rpm●1.00kg-m/5000rpm●100kg●
100/90-10・100/90-10●27万1700円

静粛かつ振動の少ないエンジン始動をもたらす
SMGを装備するとともに最新の排出ガス規制に適
合。リアブレーキ操作でフロントもバランスよく効
かせるUBSの採用するほか、ヘッドランプの光量を
アップ。

ヤマハ アクシスZ
2022年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●999㏄●
218PS/14500rpm●11.5㎏-m/12500rpm●201㎏
●120/70ZR17・200/55ZR17●283万8000円

1992年に発売された初代「CBR900RR」の発売30周
年記念モデル。初代モチーフの特別カラーを採用し、
30周年記念のマークなどを各部にあしらっている。ト
ップブリッジにはシリアルナンバーを刻印。

ホンダ CBR1000RR-R FIREBLADE SP 30th Anniversary
2022年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/8750rpm●6.8kg-m/6500rpm●188kg●
120/70ZR17・180/55ZR17●93万5000円

XSR700 ABSがマイナーチェンジして平成32年排
出ガス規制適合化。新タイヤの採用とフロントブレ
ーキディスクの大径化、灯火類のLED化やネガポジ
反転LCDメーターの採用などが行われた。

ヤマハ XSR700 ABS
2022年4月

●水冷4ストOHC2バルブ単気筒●49㏄●
4.5PS/8000rpm●0.42kg-m/6000rpm●81kg●
80/100-10・80/100-10●20万3500円

2022年モデルはシンプル＆キュートな新色、ライト
ブルーとマットグリーンの2色を追加。レッド、ブラ
ック、ブラウン、ベージュは継続販売し、あわせて全
6色展開となった。

ヤマハ ビーノ
2022年4月

●水冷4ストDOHC 4バルブ並列2気筒●649㏄●
68PS/8000r pm ● 6.4kg -m/6700r pm ●
188kg/190kg（50th）●120/70ZR17・160/60ZR17●
101万2000円/110万円（50th）

649㏄並列2気筒エンジンと軽量シャーシをZ650か
ら継承し、レトロスポーツZ900RSの流れを受け継
いだ普遍的な美しさをもつスタイルに搭載。ファイ
アーボールカラーのZ50周年記念モデルも登場。

カワサキ Z650RS/50th Anniversary
2022年4月

●水冷4ストDOHC 4バルブ並列4気筒●998cc●
200PS/11000rpm（ラムエア加圧時：210PS/11000rpm）●
14.0kg -m/8500rpm ● 266kg/267kg（SE）●
120/70ZR17・190/55ZR17●265万1000円/297万円（SE）

スーパーチャージドエンジンによる究極の性能と、ロ
ングツーリングのための快適性を追求したモデル。
SEはKECSを搭載し、路面やライディング状況に
合わせ瞬時に減衰力を最適化するなどした上級版。

カワサキ Ninja H2 SX/SE
2022年4月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/8750rpm●6.8kg-m/6500rpm●184kg●
120/70ZR17・180/55ZR17●81万4000円

カラーリングとグラフィックを変更。グレーはホイ
ールにシアンを採用し、ブルーはフラッグシップモ
デルYZF-R1イメージのカラーに、マットダークグ
レーは、ダークトーンでシリアスなイメージを表現
している。

ヤマハ MT-07 ABS
2022年5月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●69PS/8800rpm●6.2kg-m/6300rpm●
212kg/215kg（XT）●110/80R19・150/70R17●95万7000円/100万1000円（XT）

新排ガス規制に対応。Vストローム650ABSはブリリアントホワイトとグラススパークルブ
ラックの2色。XTはチャンピオンイエローNo.2、ブリリアントホワイト、パールビガーブル
ー×マットソードシルバーメタリック、グラススパークルブラックの4色。

スズキ Vストローム650ABS/XT ABS
2022年3月

●空冷 4ストOHC単気筒●109㏄●8.0PS/7500rpm●0.90㎏-m/5500rpm●107㎏●80/90-17・
80/90-17●36万3000円/37万4000円（くまモン）

最大トルクと燃費性能の向上を図りながら最新の排出ガス規制に対応した新エンジンを搭載。
ABSを採用したフロントディスクブレーキと、前後キャストホイールおよびチューブレスタ
イヤを新たに採用。

ホンダ クロスカブ110/くまモン バージョン
2022年4月

●空冷4ストOHC単気筒●109㏄●8.0PS/7500rpm●0.90㎏-m/5500rpm●101㎏/111㎏（プロ）
●70/90-17・80/90-17／70/100-14・80/100-14（プロ）●30万2500円/34万6500円（プロ）

新エンジンを搭載するとともに、ABS付きのフロントディスクブレーキや前後キャストホイ
ールとチューブレスタイヤを採用してモデルチェンジ。メーター内には新たにギアポジショ
ンや時計などが新たに用意された。

ホンダ スーパーカブ110/プロ
2022年4月/5月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3kg-m/10000rpm●167kg●
110/70-17・140/70-17●63万2500円

エンジン性能を維持しながら、平成32年排出ガス規
制に適合。加えて、クイックシフターをMT-25とし
て初めてアクセサリー設定。カラーは同時に変更さ
れたMT-07ABSと同様の3バリエーション。

ヤマハ MT-25 ABS
2022年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9kg-m/6500rpm●205kg●
90/90-21・150/70R18●128万7000円

エンジンを平成32年排出ガス規制適合化し、新グラ
フィック＆カラーを採用。ブルー、ブラック、ホワイ
トの3色で。ホワイトは赤のスピードブロックを配
しつつゴールドのリムを採用している。

ヤマハ テネレ700 ABS
2022年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3kg-m/10000rpm●169kg●
110/70-17・140/70-17●66万8800円/69万800円
（WGP 60th Anniversary）

エンジン性能を維持しつつ平成32年排出ガス規制に
適合。さらにLEDウインカーを前後に採用し、クイ
ックシフターをYZF-R25として初めてアクセサリ
ー設定。WGP 60周年記念カラーも7月に発売。

ヤマハ YZF-R25 ABS
2022年5月/7月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/8000rpm●1.4kg-m/6500rpm●131kg●
110/70-13・130/70-13●40万7000円

Smart Motor GeneratorやStop & Start 
Systemを装備した平成32年排出ガス規制適合の
ブルーコアエンジンを搭載してモデルチェンジ。着
信通知や燃費管理が可能なスマホ専用アプリに対応。

ヤマハ NMAX155 ABS
2022年5月/7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
145PS/10500rpm●10.6㎏-m/8250rpm●214㎏
●120/70ZR17・190/55ZR17●171万6000円

車体色に精悍なグラファイトブラックを採用。燃料
タンクをはじめとして、ラジエーターシュラウド、シ
ートレール、スイングアーム、マフラー、エキゾース
トパイプ、ホイールナットなど細部まで、ブラックで
統一。

ホンダ CB1000R ブラックエディション
2022年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●320㏄●
42PS/10750rpm●3.1kg-m/9000rpm●169kg●
110/70R17・140/70R17●72万3800円

1980年の「YZR500」をモチーフとしたヤマハレー
シング伝統のカラーリングのほか、記念エンブレム、
ゴールドのホイール、イエローのリアサスペンショ
ンスプリングなどを採用。240台限定。

ヤマハ YZF-R3 ABS WGP 60周年記念カラー
2022年6月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄（156㏄）●
12.5PS/PS/8750rpm（15.8PS/8500rpm）●
1.2kg-m/6500rpm（1.5kg-m/6500rpm）●132kg●
110/70-14・130/70-13●35万7500円（40万7000円） 
※（）はPCX160

PCXとPCX160がカラーバリエーションを変更。両
モデルにマットギャラクシーブラックメタリックと
フォギーブルーメタリックのカラーリングを新たに
設定。PCXは全5色、PCX160は全4色。

ホンダ PCX/160
2022年6月

●空冷 4ストOHC単気筒●49㏄●3.7PS/7500rpm
●0.39㎏ -m/5500rpm●96㎏ /108㎏（プロ）●
60/100-17・60/100-17／70/100-14・80/100-14（プ
ロ）●24万7500円/26万9500円（プロ）

スタンダード、プロともにマフラープロテクターを
ブラックに変更。スーパーカブ50のリアキャリアを
ブラックに変更するとともに、車体色にグリントウ
ェーブブルーメタリックを新たにラインアップ。

ホンダ スーパーカブ50/プロ
2022年6月

●空冷 4ストOHC単気筒●49㏄●3.7PS/7500rpm
● 0.39 ㎏ -m/5500rpm ● 100 ㎏● 70/100-14・
80/100-14●30万8000円/31万9000円（くまモン）

マフラープロテクターをブラックのカラーにすると
ともに車体色を変更。新色となるマットアーマード
グリーンメタリックとパールディープマッドグレー
の２色を設定。くまモンバージョンもラインアップ。

ホンダ クロスカブ50/くまモン バージョン
2022年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●888㏄●
120PS/10000rpm●9.5kg-m/7000rpm●193kg●
120/70ZR17・180/55ZR17●121万円

ヤマハレーシングヘリテージを反映した新スタイル
に変更。エンジンは888㏄へと排気量アップし、軽量
新フレームと軽量ホイールを採用した車体に搭載。
IMUを活用し運転操作を支援する各種制御も装備。

ヤマハ XSR900
2022年6月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/8000rpm●1.4kg-m/6500rpm●130kg●
120/70-13・130/70-13●39万6000円

トラクションコントロールシステムや可変バルブを
採用した155ccのブルーコアエンジンを、ストリー
トモタードを表現したボディに搭載。着信通知や燃
費管理が可能なスマホ専用アプリへ対応している。

ヤマハ Xフォース ABS
2022年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1339㏄●
188PS/9700rpm●15.2kg-m/7000rpm●264kg●
120/70ZR17・190/50ZR17●215万6000円

カラー変更。標準モデルとしてサンダーグレーメタ
リック×キャンディダーリングレッド、グラススパ
ークルブラック×マットブラックメタリックNo.2 、
ブリリアントホワイト/パールビガーブルーの3色
を設定。

スズキ Hayabusa
2022年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10500rpm●1.1kg-m/8500rpm●135kg●
90/80-17・130/70-17●42万200円

GSX-R125ABSと同様、最新の平成32年(令和2
年)国内排出ガス規制に対応し、アンダーカウルの形
状を変更した2022年モデル。トリトンブルーメタリ
ック×タイタンブラックとタイタンブラックの2色
設定。

スズキ GSX-S125 ABS
2022年7月

●水冷4ストDOHC 4バルブ並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3kg-m/8000rpm●236kg
●120/70ZR17・190/50ZR17●159万5000円

平成32年排出ガス規制へ適合するとともにカラーを
変更。メタリックマットソブリンレッド×メタリッ
クディアブロブラックを新たに設定、エメラルドブ
レイズドグリーン×メタリックディアブロブラック
は継続。

カワサキ Ninja 1000SX
2022年7月
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●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●471㏄●
46PS/8500rpm●4.4kg-m/6000rpm●191kg●
130/90-16・150/80-16●83万6000円

平成32年（令和2年）排出ガス規制に適合すると同時
にカラーリングを変更。シンプルで落ち着いた印象
のマットジーンズブルーメタリックと、モダンなパ
ールディープマッドグレーの計2色を設定した。

ホンダ レブル500
2023年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●24PS/
9000rpm●2.3㎏-m/6500rpm●141kg/153kg（ラ
リー）● 80/100-21・120/80-18 ● 62 万 1500 円
（CRF250L/CRF250L＜S＞）/76万4500円（CRF250
ラリー/CRF250ラリー＜S＞）

CRF250Lにスウィフトグレーを新たに設定し、ナッ
クルガードを装備。CRF250L/250ラリーともに平
成32年（令和2年）排出ガス規制に適合。前後のサス
ストロークを伸長させた<S>もラインアップ。

ホンダ CRF250L/CRF250ラリー/<S>
2023年1月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄（156㏄）●
12.5PS/8750rpm（15.8PS/8500rpm）●1.2kg-m/6500rpm
（1.5kg-m/6500rpm）●133kg●110/70-14・130/70-13●36
万3000円（41万2500円） ※（  ）はPCX160

PCXにマットスーツブルーメタリックとマットマ
インブラウンメタリックを、PCX160にマットマイ
ンブラウンメタリックとポセイドンブラックを設定。
ともにシート表皮のカラーをブラックに変更。

ホンダ PCX/160
2023年1月

●水冷4ストDOHC4バルブV型2気筒●645㏄●
72PS/8500rpm ● 6.4 ㎏ -m/6800rpm ● 199 ㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●80万3000円/84万7000円

SV650/X共に諸元などに変更はなく、SV650はグ
ラススパークルブラック／ソリッドアイアングレー、
リフレクティブブルーメタリック、グラススパーク
ルブラックの3色となり、SV650Xはマットソード
シルバーメタリックのみとなった。

スズキ SV650/X ABS
2023年1月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●154㏄●13PS/80
00rpm●1.3㎏-m/5750rpm●139㎏●100/80-17・
140/60R17●38万5000円

154cc空冷単気筒エンジンを搭載したライトウエイ
トスポーツモデルのジクサー150が令和2年国内排出
ガス規制に対応し、カラー＆グラフィックを一新。

スズキ ジクサー150
2023年1月

●水冷4ストOHC4バルブ水平対向6気筒●1833㏄●
126PS/5500rpm●17.3kg-m/4500rpm●390kg●
130/70R18・200/55R16●346万5000円

水平対向6気筒を搭載した大型プレミアムツアラー
ゴールドウイング ツアーが平成32年（令和2年）排出
ガス規制に適合させると同時にカラー変更。ベータ
シルバーメタリックとグラファイトブラックを新た
に採用。

ホンダ ゴールドウイング ツアー
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●648㏄●
95PS/12000rpm ● 6.4kg-m/9500rpm ● 208kg
（CBR）/203kg（CB）●120/70ZR17・180/55ZR17●
107万8000円～111万1000円（CBR）/100万1000円～
102万3000円（CB）

CBR650Rは、パールグレアホワイトを新たに採用
し、継続設定のカラーも車体一部の配色を変更。
CB650Rのカラーリングは、車体一部の配色を変更。
ともに、平成32年（令和2年）排出ガス規制に適合。

ホンダ CBR650R/CB650R
2023年2月

●水冷4スト DOHC4バルブ並列2気筒●249㏄●
42PS/13500rpm●2.5㎏-m/10750rpm●168㎏●
110/70R17・140/70R17●86万9000円～90万7500円

カウルにレイヤー構造を採用。エンジンの細部を見
直すことで最高出力を向上し、フロントはショーワ
製SFF-BP倒立フォークに。Hondaセレクタブル
トルクコントロール、ハザードランプも新採用。

ホンダ CBR250RR
2023年2月

●水冷4ストOHC4バルブ単気筒●124㏄●11PS/87
50rpm●1.2㎏-m/5250rpm●116㎏●90/90-12・
100/90-10●32万4500円～33万円

高級感のあるキャンディーノーブルレッドと、マ
ットブラックの車体に赤いエンブレム、フロント
ブレーキキャリパー、リアサスペンションスプリ
ングを採用したマットギャラクシーブラックメタ
リックを新設定。

ホンダ リード125
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●248㏄●
35PS/12500rpm●2.2kg-m/10500rpm●164kg●
110/70-17・140/70-17●63万8000円

カラー＆グラフィックをキャンディライムグリーン
×メタリックスパークブラックに変更。令和2年排
出ガス規制への適合で型式および型式指定・認定番
号が変わり、それに伴い諸元が変更されている。

カワサキ Z250
2023年2月

●水冷4ストDOHC 4バルブ並列2気筒●248㏄●
35PS/12500rpm●2.2kg-m/10500rpm●166kg●
110/70-17・140/70-17●67万1000円

メタリックマグネティックダークグレー×メタリッ
クマットトワイライトブルーとメタリックカーボン
グレー×メタリックマットカーボングレーにカラー
変更。KRTが再びラインアップされた。

カワサキ Ninja 250/KRT EDITION
2023年2月

● 空 冷 4 ス ト OHC 単 気 筒 ● 123 ㏄ ●
9.8PS/7500rpm●1.0㎏-m/6250rpm●110㎏●
70/90-17・80/90-17●44万円

洗礼されたデザインと高級感のある装備で人気のス
ーパーカブC125に、パールカデットグレー、マット
アクシスグレーメタリックの2色が追加され、継続色
のパールネビュラレッドと合わせて全3色のライン
アップとなった。

ホンダ スーパーカブC125
2023年2月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●87PS/7000rpm●10.0kg-m/4750rpm●223kg（レブル
1100）/233kg（レブル1100DCT）/238kg（レブル1100T）/248kg（レブル1100T DCT）●113万8500円（レブル
1100）/124万8500円（レブル1100DCT）/131万4500円（レブル1100T）/142万4500円（レブル1100T DCT）

大型フロントカウルとサドルバッグを装備したレブル1100T/DCTが登場。カラーはガンメ
タルブラックメタリックのみ。レブル1100/DCTは新色のイリジウムグレーメタリックと継
続色のガンメタルブラックメタリックの2色に。

ホンダ レブル1100/T
2023年2月
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●油冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●26PS/93
00rpm ● 2.2 ㎏ -m/7300rpm ● 154（158）㎏●
110/70R17・150/60R17●48万1800/51万4800円
※（  ）はSF

オイル冷却システムSOCSを搭載した油冷SEPエ
ンジンを搭載し、軽快かつ爽快な走りが魅力のジク
サー250とカウルを纏ったSF。2023年モデルはマッ
トカラーとなり、各モデル2色展開となった。

スズキ ジクサー250/SF
2023年2月

●水冷４ストDOHC 4バルブV型２気筒●1036㏄●
106PS/8500rpm●10.1㎏-m/6000rpm●242㎏●
110/80R19・150/70R17●162万8000万円

双方向クイックシフトシステム、S.I.R.S（スズキイ
ンテリジェントライドシステム）、5インチの大画面
TFTメーターなど、長距離ツーリングでの利便性を
上げる機能がさらに充実。

スズキ Vストローム1050
2023年2月

●水冷４ストDOHC4バルブV型２気筒●1036㏄●
106PS/8500rpm●10.1㎏-m/6000rpm●252㎏●
90/90-21・150/70R17●171万6000万円

Vストローム1050をベースに、フロントに21インチ
ホイールを装着し、セミブロックパターンのタイヤ、
幅広なハンドルを装備し登場した1050DE。トラク
ションコントロールシステムには専用のGモードも
設定される。

スズキ Vストローム1050DE
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列２気筒●688㏄●
73PS/8750rpm●6.8㎏-m/6500rpm●188㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●105万4900円

「Fun Master of Super Sport」がコンセプトの
YZF-R7。ホワイトのボディには大胆にロゴグラフ
ィックを配し、アクセントとなるバーミリオン（朱色）
のホイールがポイントの新色。

ヤマハ YZF-R7 ABS
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列２気筒●320㏄●
42PS/10750rpm●3.1㎏-m/9000rpm●167㎏●
110/70ZR17・140/70ZR17●68万7500円

平成32年排出ガス規制に適合し、ニューグラフィッ
ク・カラーで登場。シアンのホイールにグレーの車体、
YZF-R1を彷彿させるブルー、マットダークグレー
の3色を用意。

ヤマハ MT-03 ABS
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列２気筒●249㏄●
35PS/12000rpm●2.3㎏-m/10000rpm●169㎏●
110/70-17・140/70-17●69万800円

「毎日乗れるスーパーバイク」をコンセプトに若年層
に人気となっているYZF-R25 ABSに、斬新なトレ
ンドカラー"パープル"を取り入れ、継続色のブルー、
ブラックと合わせ3色ラインアップ。

ヤマハ YZF-R25 ABS
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列２気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●205㎏●
90/90-21・150/70R18●139万7000円

人気のアドベンチャーモデルテレネ700 ABSに、マ
ットグレーの新色に、新たなグラフィックを採用し
たブルーが追加され、継続色のホワイトの3色がライ
ンアップ。

ヤマハ テネレ700 ABS
2023年2月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/8000rpm●1.1㎏-m/6000rpm●168㎏●
90/80-14・130/70-13●49万5000円※諸元は125

フロント2輪のLMWモデルトリシティ125/150ABS
が平成32年排出ガス規制適合の新プルーコアエンジン
を採用し新フレーム、ロングホイールベース化で上質
な乗り味になってモデルチェンジ。

ヤマハ トリシティ125/150ABS
2023/2月/4月

●水冷4ストOHC4バルブ並列2気筒●1082㏄●
102PS/7500rpm●10.6kg-m/6250rpm●248kg●
120/70ZR17・180/55ZR17●168万3000円

カラーバリエーションとしてガンメタルブラックメ
タリックを新たに設定。継続色のマットイリジウム
グレーメタリックとあわせて全2色の設定とした。ま
た、マフラーの外観仕上げはヘアライン仕上げに変
更。

ホンダ NT1100
2023年3月

●空冷4ストOHC単気筒●109㏄●8.7PS/7500rpm
●0.92kg-m/5750rpm●96kg●80/90-14・90/90-14
●25万3000/21万7800円

ディオ110はマットディムグレーメタリックの1色展
開となり、新たに価格を抑えたベーシックタイプが
仲間入り。ベーシックはパールジュピターグレー、パ
ールジャスミンホワイト、マットギャラクシーブラ
ックメタリックの3色を用意。

ホンダ ディオ110/ベーシック
2023年3月

●水冷4ストOHC2バルブ2気筒●248㏄●24PS/80
00rpm●2.2㎏-m/6500rpm●191㎏●110/80-17・
140/70-17●64万6800円

令和2年国内排出ガス規制に対応し登場したVスト
ローム250。スポーツアドベンチャーツアラーモデル
として、ビギナーからベテランまでを満足させる１
台。カラーはレッド、ブラック、イエロー、シルバー
の4色展開。

スズキ Vストローム250
2023年3月

●水冷4ストOHC2バルブ2気筒●248㏄●24PS/80
00rpm●2.2㎏-m/6500rpm●181㎏●110/80-17・
140/70-17●60万2800円～61万4900円

2017 年 の デ ビ ュ ー か ら 人 気 と な っ て い る
GSX250Rが、令和2年国内排出ガス規制に対応
させつつ、燃費の向上、出力特性を変化させ登場。
カラーはレッド、ブラック、ブルー、ホワイトの4
色がラインアップ。

スズキ GSX250R
2023年3月

●空冷4ストOHC2バルブ単気筒●124㏄●8.3PS/6
500rpm●1.0㎏-m/5500rpm●112㎏●90/90-12・
100/80-12●31万7900円

ラグジュアリースクーターとして登場したバーグマ
ンストリート125EX。停車時にエンジンを自動的に
停止させるアイドリングストップシステムや、静か
に始動させるサイレントスターターシステムが組ま
れたSEP-αエンジンを搭載。

スズキ バーグマンストリート125EX
2023年3月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●775㏄●
82PS/8500rpm●7.7㎏-m/6800rpm●230㎏●
90/90-21・150/70R17●132万円

フロント21インチホイールを採用し、2軸1次バラン
サースズキクロスバランサーを採用した775cc並列
2気筒エンジンを搭載したスポーツアドベンチャー
ツアラーVストローム800DE。

スズキ Vストローム800DE
2023年3月
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● 空 冷 4 ス ト DOHC2 気 筒 ● 471 ㏄ ●
46PS/8500rpm●4.4㎏-m/6250rpm●192㎏●
110/80R19・150/70R17●86万3500円

CL250に続き登場したCL500。レブル500で高い評
価を得るDOHC2気筒エンジンは、アシスト＆スリ
ッパークラッチを採用。カジュアルな印象のグリン
トウェーブブルーメタリック、タフな印象のマット
アーマードグリーンメタリックの2色がラインアッ
プ。

ホンダ CL500
2023年5月

●水冷4ストOHC4バルブ2気筒●754㏄●
91PS/9500rpm●7.6㎏-m/7250rpm●208㎏●
90/90-21・150/70R18●126万5000円

歴代のトランザルプシリーズが受け継いできたオー
ルラウンド性能はそのまま、新開発の水冷4スト
OHC4バルブ2気筒エンジンで、低・中速回転域で力
強いトルク性能を発揮。HSVCS、HSTCなどの最
新機能も搭載される。

ホンダ XL750 トランザルプ
2023年5月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列２気筒●320㏄●
42PS/10750rpm●3.1㎏-m/9000rpm●169㎏●
110/70R17・140/70R17●72万6000円

若年層に高い人気を誇るYZF-R3 ABSが平成32
年排出ガス規制に適合し、前後ウインカーをLEDに
変更し発売。グラフィックの変更以外に、新たにパー
プルを追加し、3色ラインアップとなった。

ヤマハ YZF-R3 ABS
2023年5月

●空冷4ストOHC単気筒●123㏄●10PS/7250rpm
● 1.1 ㎏ -m/6000rpm ● 103 ㎏ ● 120/70-12・
130/70-12●39万500円

前年にモデルチェンジを遂げて登場したグロム。2023
年モデルでは力強く精悍な印象のアステロイドブラ
ックメタリックと、スポーティな印象のゲイエティ
ーレッドの2色展開となった。

ホンダ グロム
2023年6月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●1339㏄●
188PS/9700rpm●15.2㎏-m/7000rpm●264㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●221万1000円※300台
限定抽選

2023年で25周年を迎えるハヤブサに登場した記念
モデル。カラーやタンクの25周年記念エンブレム、
ショットブラストで25周年ロゴが入れられたマフ
ラーなどの特別仕様となっている。シングルシー
トカウルも標準装備。

スズキ Hayabusa 25周年 特別仕様車
2023年6月

●水冷4ストSOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/8000rpm●1.1㎏-m/6000rpm●125㎏●
120/70-12・130/70-12●37万4000円

原付二種スクーターモデルとして高い人気を誇るシ
グナスグリファスに、YZF-Rシリーズとリレーショ
ンを図ったブルーと、インパクトのあるオレンジが
追加され、継続色のホワイト、ブラックと合わせて全
4色ラインアップとなった。

ヤマハ シグナス グリファス
2023年6月

●空冷4ストOHC単気筒●348㏄●20PS/5500rpm
●3.0㎏-m/3000rpm●179（178）㎏●100/90-19・
130/70-18（150/70R17）●56万1000（60万5000）円
※（）はS

2021年に登場したGB350/Sが平成32年排ガス規制
に対応させてつつ、GB350にマットパールグレアホ
ワイトを追加しリアサスのスプリングをブラックに、
Sにはプコブルーが追加されハンドルがマットシル
バー塗装などの変更がなされた。

ホンダ GB350/S
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 399 ㏄●
77PS/14500rpm（ラムエア加圧時80PS/14500rpm）
●4.0㎏ -m/13000rpm●190㎏●120/70ZR17・
160/60ZR17●112万2000円

77PSを発揮する新設計の水冷4ストDOHC4バル
ブ並列4気筒エンジンを搭載した、400ccスーパー
スポーツZX-4R SE。SHOWA SFF-BPフロン
トサスペンション、KTRC、KQSなど充実の装備も
魅力。

カワサキ Ninja ZX-4R SE
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 399 ㏄●
77PS/14500rpm（ラムエア加圧時80PS/14500rpm）
●4.0㎏ -m/13000rpm●189㎏●120/70ZR17・
160/60ZR17●115万5000円

クラストップレベルの性能を発揮するZX-4Rの最
上級モデルZX-4RR KRTエディション。専用カラ
ー以外にもリアにはニンジャZX-10Rと同タイプの
SHOWA BFRC-lite リヤショックアブソーバー
を装備。

カワサキ Ninja ZX-4RR KRT EDITION
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 948 ㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●217㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●151万8000円

人気のZ900RSに、フロントカウル、低いハンドル、
シングル風シートを採用しカフェレーサーのような
いでたちで人気のZ900RS CAFE。仕様、カラーな
ど2023年モデルからの変更はなく、継続販売される。

カワサキ Z900RS CAFE
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 948 ㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●215㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●170万5000円

Z900RSのハイグレードモデルとして発売される
Z900RS SE。ブレンボ社製のフロントブレーキ、オ
ーリンズ製のハイグレードリヤショックを装備し、専
用カラーを採用。2023年モデルからの変更点はない。

カワサキ Z900RS SE
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 948 ㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●215㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●148万5000円

レトロモダンな外装に、最新の機能、装備を搭載し不
動の人気モデルとなっているZ900RS。2024年モデ
ルではブルー/ブラックのツートンと、ブラックにピ
ンストライプを配した2色が登場した。

カワサキ Z900RS
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 948 ㏄●
111PS/8500rpm●10.0㎏-m/6500rpm●216㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●156万2000円

深みのあるキャンディグリーンに鮮やかなイエロー
ボールを配し登場したイエローボールエディション。
ヘリテージKAWASAKIロゴやZ1イメージのサイ
ドカバーマーク、シボ入りのシート、DOHCマーク
がデザインされたカバーなどが採用された。

カワサキ Z900RS Yellow Ball Edition
2023年7月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●888㏄●
116PS/10000rpm●9.3㎏-m/7000rpm●270㎏●
120/70R15・190/55R17●220万円

大型スポーツタイプのLMWモデルナイケンGTが、
新設計フレームに888ccに排気量アップした新型
CP3エンジンを搭載しモデルチェンジ。その他にも
セッティングが見直されたサスペンション、クイッ
クシフターなど各部装備も変更された。

ヤマハ ナイケン GT
2023年7月
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●水冷4ストSOHC4バルブ単気筒●124㏄●
12PS/8000rpm●1.1㎏-m/6000rpm●131㎏●
110/70-13・130/70-13●37万9000円

ヤマハのスポーツコミュ̶ターMAXシリーズから
発売される原付二種モデルNMAX ABSに、ダーク
ブルーが追加され、継続色のマットダークグリーン、
マットダークグレーと合わせて3色ラインアップと
なった。

ヤマハ NMAX ABS
2023年7月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 998 ㏄●
200PS/11000rpm● 14.0㎏ -m/8500rpm● 240
（241）㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●201万3000
（229万9000）円（）はSE

「Sugomi」スタイリングを身に纏ったスーパーネイ
キッドモデルZ H2に2024年モデルが登場。今回の
変更点としては新排出ガス規制に適合し、Z H2の
みカラー変更となり、新たにメタリックカーボング
レー×エボニーが採用された。

カワサキ Z H2/SE
2023年8月

●水冷 4 スト DOHC 並列 4 気筒● 998 ㏄ ●
203PS/13200rpm（ラムエア加圧時213.1PS/13200rpm）
● 11.7 ㎏ -m/11400rpm ● 207 ㎏● 120/70ZR17・
190/55ZR17●236万5000円

ウイングレット一体型のカウルに小型ヘッドライト
と大口径ラムエアインテークを採用するなど、本格
的な装備が魅力のニンジャZX-10R。2024年カラー
ではメタリックグラファイトグレー×メタリックデ
ィアブロブラックが新たに採用された。

カワサキ Ninja ZX-10R/KRT EDITION
2023年8月

●油冷4ストOHC4バルブ単気筒●249㏄●26PS/93
00rpm●2.2㎏-m/7300rpm●164㎏●100/90-19・
140/70-17●56万9800円

油冷単気筒エンジンを搭載し、フロントには19イン
チホイールを採用したスポーツクロスオーバーモデ
ルVストローム250SX。高い防風性のウインドス
クリーン、ナックルカバーなど装備も充実してる。

スズキ Vストローム250SX
2023年8月

● 空 冷 4 ス ト OHC 単 気 筒 ● 123 ㏄ ●
9.4PS/6750rpm●1.1㎏-m/5500rpm●104㎏●
120/80-12・130/80-12●44万円

基本構成はそのまま、歴代モンキーをイメージさせ
るシート座面のチェック柄や、燃料タンク形状を強
調する台形のグラフィックを採用。カラーはパール
ネビュラレッド、バナナイエロー、パールシャイニン
グブラックの3色となった。

ホンダ モンキー125
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 248 ㏄●
35PS/12500rpm●2.2㎏-m/10500rpm●164㎏●
110/70-17・140/70-17●68万2000円

Zシリーズ共通の「Sugomi」デザインの車体に並列
2気筒エンジンを搭載した本格的スーパーネイキッ
ドマシンZ250。ブラックを基調としたメタリックマ
ットグラフェンスチールグレー×エボニーカラーが
新たに採用された。

カワサキ Z250
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 248 ㏄●
35PS/12500rpm●2.2㎏-m/10500rpm●166㎏●
110/70-17・140/70-17●70万4000円

メタリックカーボングレー×メタリックマットカー
ボングレーにカラー変更となったニンジャ250。KRT
エディションはタンクに描かれるKawasaki 
Racing Teamのロゴが変更された。

カワサキ Ninja 250/KRT EDITION
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 249 ㏄●
48PS/15500rpm（ラムエア加圧時49PS/15500rpm）
●2.2㎏ -m/12500rpm●184㎏●110/70ZR17・
150/60ZR17●96万2500円

クラス唯一の250cc並列4気筒エンジンを搭載した
スーパースポーツモデルニンジャZX-25Rがメタリ
ックファントムシルバー×エボニーに変更。KRTエ
ディションは継続で販売となる。

カワサキ Ninja ZX-25R /KRT EDITION
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 398 ㏄●
48PS/10000rpm●3.8㎏-m/8000rpm●166㎏●
110/70ZR17・150/60ZR17●72万6000円

400cc並列2気筒エンジンを搭載したミドルクラス
のスーパーネイキッドマシンZ400。新たに発表され
た車体ではエボニー×メタリックカーボングレーを
採用。

カワサキ Z400
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 398 ㏄●
48PS/10000rpm●3.8㎏-m/8000rpm●167㎏●
110/70ZR17・150/60ZR17●77万円

ニンジャ400はパールアイボリー×メタリックマッ
トダークグレー、メタリックマグネティックダーク
グレー×メタリックスパークブラックにカラー変更。
KRTエディションはタンクに描かれるKawasaki 
Racing Teamのロゴが変更された。

カワサキ Ninja 400/KRT EDITION
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 649 ㏄●
68PS/8000rpm●6.4㎏-m/6700rpm●189㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●101万2000円

高いスポーツ性能を発揮するスーパーネイキッド
Z650。新たに採用されたキャンディパーシモンレッ
ド×エボニーではホイールまで、レッドとなること
で、よりインパクトのある見た目となった。

カワサキ Z650
2023年9月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 649 ㏄●
68PS/8000rpm●6.4㎏-m/6700rpm●194㎏●
120/70ZR17・160/60ZR17●104万5000円

ニンジャ650は新たにマットカラーのメタリックマ
ットグラフェンスチールグレー×エボニーに変更。ス
ーパーバイク世界選手権を走るニンジャZX-10RR
をイメージしたKRTエディションはタンクに描か
れるKawasaki Racing Teamのロゴが変更さ
れた。

カワサキ Ninja 650/KRT EDITION
2023年9月

●EF16M・交流同期電動機●定格出力0.58kw●2.3PS/540rpm●9.2㎏-m/25rpm●92㎏●
90/90-12・100/90-10●29万9200円

ホンダの国内二輪ラインアップで初めてとなる一般向け電動二輪車EM1 e:。運転免許は第
一種原動機付自転車となり、一充電あたりの53kmの走行を可能。カーボンニュートラル時代
のパーソナルコミューターを目指した一台。

ホンダ EM1 e:（イーエムワン イー）
2023年8月
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●空冷4スト SOHC 並列 2気筒● 773 ㏄●
52PS/6500rpm●6.3㎏-m/4800rpm●227㎏●
100/90-19・130/80-18●139万7000円

往年のブランド「メグロ」を最新の技術・装備で再現
したメグロK3。ミラーコートブラックのタンクな
ど高級感漂う仕上がりがたまらない。前年モデルか
ら仕様・装備に変更はない。

カワサキ メグロK3
2023年9月

●空冷4スト SOHC 並列 2気筒● 773 ㏄●
52PS/6500rpm●6.3㎏-m/4800rpm●226㎏●
100/90-19・130/80-18●123万2000円

1966年に登場した650-W1に始まった歴史を引き継
ぎ発売されるW800。新たにメタリックディアブロ
ブラック×エボニー、メタリックグラファイトグレ
ー×メタリックディアブロブラックの2色展開とな
った。

カワサキ W800
2023年9月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列２気筒●688㏄●
73PS/9000rpm●6.9㎏-m/6500rpm●205㎏●
90/90-21・150/70R18●139万7000円

人気のアドベンチャーモデルテネレ700700 ABSに
5インチカラーTFTメーター、3モードのABS、
LEDウインカー、USBソケットなどの充実した装
備を用意した2024年モデルが登場。

ヤマハ テネレ700 ABS
2023年9月

●水冷4ストDOHC並列4気筒●1043㏄●
120PS/9000rpm●10.4㎏-m/9000rpm●257㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●204万6000円

「ANY ROAD, ANY TIME」のコンセプトに、スポ
ーツライディングからロングツーリングまで、オー
ルラウンドな性能を発揮するヴェルシス1000 SE。
2024年モデルではカラー＆グラフィックが変更とな
った。

カワサキ ヴェルシス1000 SE
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
150PS/11000rpm●10.7㎏-m/9250rpm●226㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●159万5000円

グランドツアラーを意味するGTの名前通りの快適
な走りを提供してくれるGSX-1000GT。新たにキ
ャンディダーリングレッドやブラックの外装にゴー
ルドのホイールをあしらったグラススパークルブラ
ックが登場。もちろんトリトンブルーメタリックも
ある。

スズキ GSX-S1000GT
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
150PS/11000rpm●10.7㎏-m/9250rpm●214㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●143万円

スーパースポーツシリーズのDNAを引き継ぎ発売
されるGSX-S1000に2024年カラーが登場。マット
カラーにレッドが映えるマットソードシルバーメタ
リックをはじめとし、トリトンブルーメタリック、グ
ラススパークルブラックの3色展開となった。

スズキ GSX-S1000
2023年10月

●水冷4スト DOHC 並列 2気筒● 775 ㏄●
82PS/8500rpm●7.7㎏-m/6800rpm●223㎏●
110/80R19・150/70R17●123万2000円

人気のVストロームシリーズに新たに仲間入りする
Vストローム800。 775ccの並列２気筒エンジンに、
フロント19インチホイールを採用。最新の S.
I.R.S.により、様々なシーンで快適な走りを実現。

スズキ Vストローム800
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列3気筒●888㏄●
120PS/10000rpm●9.5㎏-m/7000rpm●223㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●182万6000円

スポーツツアラーとして確固たる地位を確立するト
レーサー9 GT+に、ヤマハから発売されるオートバ
イで初となるミリ波レーダーを活用したアダプティ
ブクルーズコントロール、新型ユニファイドブレー
キシステムを搭載された。

ヤマハ トレーサー9 GT+
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●249㏄●
23PS/7000rpm●2.4㎏-m/5500rpm●181㎏●
120/70-15・140/70-14●71万5000円

2017年に登場した初代から6年ぶりとなるモデルチ
ェンジを果たしたXMAX ABS。Condensed 
7days MobilityをコンセプトにXMAXの存在を
印象づけるXモチーフの灯火類、スマートフォン連
携機能と2画面構成の新型メーターなどを新採用。

ヤマハ XMAX ABS
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.2㎏-m/8000rpm●141㎏●
100/80-17・140/70-17●51万7000円

盛り上がる原付二種クラスに満を持して登場した
YZF-R125 ABS。ヤマハのスポーツモデルYZF-R
シリーズのDNAを受け継ぎながら、街中などの日常
からサーキットなどの非日常まで楽しめる1台。

ヤマハ YZF-R125 ABS
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●155㏄●
19PS/10000rpm●1.4㎏-m/8000rpm●141㎏●
100/80-17・140/70-17●55万円

YZF-R125とほぼ同じ車体構成ながら、155ccのエ
ンジンを搭載することで、より走りが楽しめるYZF-
R15 ABS。VVA（可変バルブ）採用のエンジンやト
ラクションコントロールなど最新の装備も魅力。

ヤマハ YZF-R15 ABS
2023年10月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●155㏄●
15PS/8000rpm●1.4㎏-m/6500rpm●131㎏●
110/70-13・130/70-13●42万3500円

静かなエンジン始動/再始動を可能にする「Smart 
Motor Generator」を採用したブルーコアエンジ
ンにコンパクトなボディで人気のNMAX155。 2023
年モデルではオーソドックスなホワイトと、スポー
ティなレッドが追加。

ヤマハ NMAX155 ABS
2023年10月

●水冷4ストDOHC並列4気筒●1043㏄●141PS/10000rpm●11.3㎏-m/8000rpm●236㎏●
120/70ZR17・190/50ZR17●159万5000円

2024年モデルではエメラルドブレイズドグリーン×メタリックマットグラフェンスチールグ
レー、メタリックマットグラファイトグレー×メタリックディアブロブラック、メタリックデ
ィアブロブラック×メタリックファントムシルバーの3色ラインアップとなった。

カワサキ Ninja 1000SX
2023年10月



178諸元の並び順●エンジン形式●総排気量●最高出力●最大トルク●車両重量●前・後タイヤサイズ●価格（発売当時）

日本二輪車大全後編　2001-2024

●水冷4スト DOHC 並列 4気筒● 399 ㏄●
77PS/14500rpm（ラムエア加圧時80PS/14500rpm）
●4.0㎏ -m/13000rpm●189㎏●120/70ZR17・
160/60ZR17●117万7000円

最高出力77PSを発揮するZX-4RRにも40周年記
念モデルが設定された。外装から車体のカラーリン
グ、デカール、ロゴの他にテールカウルには1989年の
ZXRシリーズのフォントでZX-4RRロゴをあしら
ってある。

カワサキ Ninja ZX-4RR 40th Anniversary Edition
2023年12月

●水冷 4 スト DOHC 並列 4 気筒● 636 ㏄●
122PS/13000rpm（ラムエア加圧時128PS/13000rpm）
● 7.0 ㎏ -m/11000rpm ● 199 ㎏● 120/70ZR17・
180/55ZR17●156万2000円

ZX-10Rからさらに進化したNinjaデザインの車体
に、KQS、KTRC、KIBS、パワーモードの選択など、
新世代のニンジャにふさわしいアップデートが施さ
れ登場。カワサキケアにも対応。

カワサキ Ninja ZX-6R/KRT EDITION
2023年12月

●水冷4ストDOHC並列4気筒●1043㏄●
141PS/10000rpm●11.3㎏-m/8000rpm●236㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●162万8000円

ニンジャ1000SXに用意された40周年アニバーサリ
ーカラーは、1985年モデルの北米向けGPZ900Rの
オリジナルカラーともいえるファイアクラッカーレ
ッドとエボニーのトップガンカラーを採用。

カワサキ Ninja 1000SX 40th Anniversary Edition
2023年12月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●124㏄●
15PS/10000rpm●1.2㎏-m/8000rpm●137㎏●
110/70-17・140/70-17●50万6000円

XSRシリーズのアイデンティティはそのままに
124ccエンジンを搭載し、原付二種クラスとして登
場したXSR125 ABS。先に発売されたYZF-R125、
MT-125同様、若い世代がバイクライフを始めやすい
エントリーモデルとして登場。

ヤマハ XSR125 ABS
2023年12月

●交流同期電動機●定格出力：0.98kW ●
12PS/2600-4000rpm● 4.1kg-m/0-1600rpm●
135㎏（バッテリー２個含む）●100/80-17・130/70-17
●101万2000円

カワサキから発売されたEVスポーツモデルZe-1。
400ccクラスの車体に。EVならではの素早いレス
ポンスとトルクで、静かで俊敏な走りを実現。
ROADとECOの2つの走行モードが用意される。
原付二種免許で運転可能。

カワサキ Ze-1
2024年1月

●水冷 4 スト DOHC 並列 4 気筒● 998 ㏄●
200PS/11000rpm（ラムエア加圧時210PS/11000rpm）
● 14.0 ㎏ -m/8500rpm ● 267 ㎏● 120/70ZR17・
190/55ZR17●306万9000円

2024年モデルではエメラルドブレイズドグリーン×
メタリックディアブロブラックに変更されて登場し
たニンジャHS SX SE。塗装の一部にニンジャH2
カーボンにも採用されたハイリーデュラブルペイン
トが使用されている。

カワサキ Ninja H2 SX SE
2024年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●998㏄●
150PS/11000rpm●10.7㎏-m/9250rpm●232㎏
●120/70ZR17・190/50ZR17●199万1000円

スポーツツアラーとアドベンチャーを融合させたク
ロスオーバーモデルGSX-S1000GX。スズキの二
輪車として初となるスズキアドバンスドエレクトロ
ニックサスペンションや多彩な電子制御機能で走り
が楽しめる1台。

スズキ GSX-S1000GX
2024年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列2気筒●775㏄●
80PS/8500rpm●7.7㎏-m/6800rpm●205㎏●
120/70ZR17・180/55ZR17●114万4000円

GSX-8Sをベースに、スポーツライディングに適し
たカウリングやセパレートハンドルを採用したスポ
ーツバイク。トリトンブルーメタリック、マットソー
ドシルバーメタリック、マットブラックメタリック
No.2の3色がラインアップ。

スズキ GSX-8R
2024年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●997㏄●
200PS/13500rpm●11.5㎏ -m/11500rpm●201
（2 0 2）㎏ ● 12 0 / 7 0Z R1 7・1 9 0 / 5 5Z R1 7
（120/70ZR17・200/55ZR17）●236万5000（319）万
円※（）はR1M

ヤマハのフラッグシップモデルYZF-R1/Mに、よ
り高い質感を与えてくれるニューカラーが登場。
YZF-R1Mのアイコンとなっているバフ掛けされた
アルミ製燃料タンクは継続して採用される。

ヤマハ YZF-R1/M ABS
2024年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ並列4気筒●997㏄●
166PS/11500rpm● 11.4㎏ -m/9000rpm● 212
（214）㎏●120/70ZR17・190/55ZR17●192万5000
（218万9000）万円※（）はSP

MTシリーズの最高峰モデルMT-10に、新たなトレ
ンドを提案するダークグレーの車体や、シアンカラ
ーのグラフィック、ホイールを採用した新色が仲間
入り。

ヤマハ MT-10 ABS/SP
2024年1月

●水冷4ストDOHC4バルブ単気筒●292㏄●
29PS/7250rpm●3.0㎏-m/5750rpm●237㎏●
120/70-14・140/70-14●104万5000円

フロント2輪のLMWモデルTRICITY300が、2020
年の登場以降初となるモデルチェンジを果たした。エ
ンジン性能はそのまま平成32年排出ガス規制に対応
させ、カラーリングとグラフィックを一新。

ヤマハ トリシティ300
2024年1月

●空冷4スト DOHC 並列 4気筒● 599 ㏄●
121PS/14250rpm●6.4㎏-m/11500rpm●193㎏
●120/70ZR17・180/55ZR17●レッド160万6000/
ブラック157万3000円

新たにクイックシフターが標準装備され、平成32年
排出ガス規制に対応。グランプリレッドはグラフィ
ックデザイン、配色が一部変更され、マットバリステ
ィックブラックメタリックが追加となった。

ホンダ CBR600RR
2024年2月

●交流同期電動機●定格出力：0.98kW●12PS/2600-4000rpm●4.1kg-m/0-1600rpm●140㎏
（バッテリー２個含む）●100/80-17・130/70-17●106万7000円

ニンジャシリーズのEVモデルとして登場するニンジャe-1。一時的な加速力を得られる
e-boostや、駐輪場での移動に便利な後進機能付きウォークモードなども装備される。コチ
ラも原付二種免許で運転可能。

カワサキ Ninja e-1
2024年1月




